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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序







　ギィ・グッガの戦いより、三年あまりの刻ときがすぎた。

　バイストン・ウェル、コモン界のアの国の戦士、城じよう毅たけしは、その後もたびたびの戦いに動員されて、聖戦士の名を高めていった。

　その呼こ称しようはジョクには重荷だったが、王の前妻の娘むすめ、アリサ・ルフトをハンダノの城に迎むかえ入れてしまったために、聖戦士たる己を持じする覚かく悟ごを身につける努力を惜おしまなかった。

　正式な結けつ婚こんはしていないのだが、同どう棲せいに見える暮くらしぶりであれば、ジョクとしては、アリサ・ルフトを妻同然に遇さなければならないと考えてしまうのである。でなければ、アリサを城に迎えること自体を拒きよ否ひしなければならなかったのだが、その機会を逸いつしてしまっているのがジョクの立場であった。

　そうであっても、その結果を疎うとんじるのではなく、同居してくれている女性にたいして、男としての筋をとおさなければならないと覚悟する。それが男の在あり様ようであろう、と考えるからだ。

　アリサは好ましい女性であるが、愛しているからという感情が先にあって、同居しているのではない。だからといって、そのことを理由にして、アリサとの生活をないがしろにするつもりもなかった。

　もともと、結けつ婚こんと恋れん愛あいは別のものであるという心情は、誰だれから教わったのか覚えてはいないのだが、そのようなものであろうとジョクは信じていた。恋愛と結婚が直線的につながっていなければならないのなら、見合い結婚などはあり得ない事態であろう。

　しかし、見合い結婚をした夫婦が、それをして一生添そい遂とげられない理由にした、という話は聞いたことがない。昔は、家と家とのつごうや政略結婚さえあって、それを終生恨うらみ事とするという話だけなら、一いつ瞬しゆん間かんの結婚生活さえもありえなかっただろう。写真だけで結婚相手を決めたという事例もあれば、戦争に行く直前に急きゆう遽きよ結婚をしてしまった婦人が、その直後、夫に戦死されたからといって、必ずしも再さい婚こんをしたという話もない。それらの人々は、選せん択たく肢しがなかったからである、視野が狭せまい社会であったから不幸なのである、と断罪するのは一方的であろう。

　それをいうなら、恋愛関係から始まった結婚には、離り婚こんはないはずである。その回答もまた、狭い視野で、そのときの感情に流されて結婚する相手を選択したからである、と言い切ることができる。

　結婚生活というのは、生活共同者と同居するという覚悟があってのことで、瞬間の感情の発はつ露ろの結果の選択ではないだろうとジョクは思う。

　とすれば、生活共同者同士が、慈いつくしみ合いながら生活をしていくなかで、情愛というものを育て合っていくものであろう。だから、恋愛というものは感情の激げき突とつであるというのが、ジョクの若者らしい裁断の仕方である。

　好きだから結婚するというケースだってあるだろうが、愛しているから結婚するという考え方は、現代人の錯さつ覚かくではないかとさえジョクは考えていた。

　そうでなければ、不ふ倫りんや三角関係といった問題などは、起りようがないのである。もっといってしまえば、愛人関係をあるものとしているような社会がありながら、一夫一婦制という規き範はんをひろく適応しようとする意志が働くのを、不思議に感じているのが、ジョクなのである。なかなか達成できない人の関係だからこそ、一夫一婦制を理想として語ろうとしているのではないか、とも考えるのだ。

　とすれば、人は悲しい、とジョクは思わないでもない。




　それはさておき、ギィ・グッガの戦い以後、アリサの父であり、アの国の王であるドレイク・ルフトが仕し掛かける戦いに、ジョクは大きな疑問を感じるようになっていた。

　ギィ・グッガとの戦いは、地から湧わき出る悪あしき種族、ガロウ・ランを成敗するというコモン界に共通する大義があったのだが、以後の戦い、すなわち、アの国の隣りん国ごくであるケム、リ、ハワの国を併へい吞どんする戦いは、ドレイクの覇は権けん拡大の戦いでしかない、とジョクは見ているのである。

　そして、現在もドレイクは、さらなる目もく論ろみを隠かくそうとはしなくなっていたのであるが、その様さまこそ怪あやしく、それは、アの国に、地上人ショット・ウェポンが降り、オーラマシーンという機械を開発したことから始まったと語られるようになった。

　そのうえ、かつて機械らしいものを有することを許容しなかった異世界バイストン・ウェルのコモン界で、オーラマシーンという機械は異常な発展をみせて、それをもって軍を編成したドレイク・ルフトは、コモン人には考えられないほど強大な力を持つことができたのである。

　そのありさまは、ドレイク・ルフトにギィ・グッガが憑ひよう依いした、という噂うわささえもたてられた。

　ガロウ・ランをたばねたギィ・グッガは葬ほうむられたものの、一度、コモン界に跳ちよう梁りようすることを覚えたガロウ・ランたちは、あの戦いをとおしてコモン界に水のように浸しん透とうする術を身につけ、ドレイクはその餌え食じきになったのだ、と巷こう間かん伝えられるようになったのである。

　機械の発達、コモン人とガロウ・ランの混交、いくたの地上人の降下、それらの急進的な変化が、なぜかくも同時的に起ったのか？

　その理由は明確ではないのだが、ただひとつ、人々が恐れ言い合うのは、バイストン・ウェルの世界の意思が次のステップにオーラ力ちからを発動すべく、さらに突とつ出しゆつした事態へ人々を誘さそおうとしているのではないか、と言いあうことだった。

　ジョクは、そのような世界で、聖戦士と称たたえられているのである。







　１　水すい晶しようの森







　爆ばく発はつの閃せん光こうがおわると、その余よ韻いんの頂点に黒い煙けむりがまるく渦うずを巻き、その下ではカラカラと硬こう質しつな音が雨のようにふった。それは大きく小さく微び妙みように響ひびいていたが、それに硬質なものがぶつかりあう重い音おん響きようは、恐ろしく不気味だ。

「……頭に気をつけろ！」

「そっちは危険だ！」

　徒かちの兵士たちは言葉を交しながら、硬質でなめらかに見える石がつくる柱のあいだを、闇やみ雲くもに走っていった。

　ピィーッ！　ピッ！　ピッ！

「そっちだ！」

　呼び子が彼らの道案内である。兵士たちはその音のするところで別の一団と合流して、さらに前進しようとした時、上空から迫せまる別の音響に気づいて、石柱のあいだに折り重なるように身を伏ふせる。頭上には石柱とおなじ材質の筋が、樹木の枝々のように張り出し絡からみあっていて、飛ぶ物の影かげは見えない。

　上空の音は、低い音と耳には聞えないほどの高周波がまじりあっているのだろう。兵士たちの皮ひ膚ふを粟あわ立だてるような刺し激げきをのこして通過していった。

　兵士たちがひそむ石柱に見えるものは、水すい晶しようのようであり、それが織りなす森になっているのだ。その高い枝々は低い雲で隠かくされていたが、雲の流れは早く、ときに青い空が覗のぞかないでもない。

　パッパッ！　ドヴッ！　ゴウーン！

　機き銃じゆうの音、爆ばく発はつ、そして、水晶柱に見えるものが崩くずれる音おん響きようなどが遠く近くこだまして、兵士たちの前方のやや暗がりから連続する音響は、周囲の硬こう質しつな柱の枝々をふるわせている。

「下れ！　こっちは塞ふさがれている！」

　一方に走った集団の先頭がたたらを踏ふめば、そのあとに続いた集団が、後方から押おしだす集団に挟はさまれて、左右の柱の隙すき間まに押し込こめられ、反対から転び出てくるときには、また細分化した集団になる。

　ビッ、ピーッ！

　上空からの重低音の下でいくつもの呼び子の音色が交こう錯さくし、その音を遮しや断だんするように、またも重低音が雲がつくる薄うす闇やみとともに接近してくる。その重低音のなかから、機銃の弾はじける音と、砲ほう撃げきのこもった音も噴ふん出しゆつする。と、カラカラカラと、先ほどのガラスを砕くだいて降るような音がそこここに起る。

「うわっ！　逃にげろ！」

　兵士たちの悲鳴は、上空を通過する物体の音に搔かき消けされる。

「野や砲ほうはどこだ。応戦しろっ！　船が見えるぞ！」

「窪くぼ地ちにはまったら、砲撃どころじゃない！」

「なんのために来たんだよ！」

「撤てつ退たいしているのか！　前に進んでいるのか？」

「隊長！　中隊長殿どのっ！」

　水晶の樹林のあいだに集まってしまった兵士たちは、どこに行っても同じような光景に絶望しながら、それでも自分たちの位置を判断しようと右往左往した。

「ロープをかけてっ！」

「手て前めえが、登るんだっ！」

「見つかったら、狙そ撃げきされます！」

「こっちからだって見えねぇんだ！　敵に見えるわけがねぇだろう！」

　ひとりの兵士が、数人の兵に尻しりを押されて、水晶の柱に張り出す枝にひっかけたロープにしがみついて、身をよじるようにして登っていく。上の方がやや細くなっている枝は、容易に登れるように見えるのだが、手首くらいの太さの枝は簡単に崩れて、その破片がガラス片のように下の兵たちに降りかかる。

「ウッ！　よく見て！」

「わかっています！　結構すべるんですっ！」

　枝に登った律りち儀ぎな兵は罵ののしりながらも、ひとつひとつ水晶の枝を踏んで強度を確かめ、枝と枝のあいだに足場を固めていき、十数メートルという高さにたどりつく。

「!?……近いな……」

　その兵士は、水すい晶しようの林の枝々のあいだに前進してくる物体を認め、それが全体にボッタリとしたシルエットで、水晶の林の枝々を押おし崩くずしながら、空中をすべるように前進していると観測する。その光景は、ちょうど川を行く船を林越ごしに見ているようである。

「こっちには来ないな……ロマスナにむかっているように見える」

「速度はっ！」

「……そんなものわかりません！　わかりませんが……ウッ！」

　その船のような影かげの一部に閃せん光こうが発して、低重音が兵士を襲おそう。その船のようなものを狙ねらったらしい爆ばく発はつは、その影のちかくの水晶の木を粉々にしただけだ。が、その爆発の頭上をかすめて遠ざかるものは、枝々に遮さえぎられてその姿を見ることができない。が、その過ぎ去った影にむかって、船らしい影から発射された機き銃じゆうの閃光に、律りち儀ぎな兵は目を見張って、水晶の枝から滑すべり降りていく。

「……どうなんだ？　どのくらいで、ロマスナに辿たどり着くと思うか!?」

　小隊長らしい男が、その兵士の胸倉をつかむようにして詰きつ問もんする。

「わかりません。林のなかで見るから、動きが早く見えますが、それほどでもないようにも見えますし……」

「どっちなんだよ！」

「どっちでも……」

　そのとたん、小隊長のビンタが律儀な兵の身体からだを水晶の柱によろけさせた。

「……オーラバトラーは乗っているようです」

「オーラ・シップにかっ!?」

「は、はい！」

　律儀な兵士は姿勢を正して、恨うらめしそうな目を小隊長にむけた。

「フラッタラの連中はそんなことも確認しないで、攻こう撃げきしたのか!?」

「カットグラが出てきたら、俺おれたちなんてあっという間ですぜ」

　律儀な兵士は、横から口をだした副官に自分の意見を言った。ビンタがよほど気に入らなかったのだ。

「そんなことは、聞いていない！」

　その下士官も、律儀な兵士にビンタをくれた。

「痛いですよ」

「殴なぐったんだよ！……隊長……あのオーラ・シップは新しん造ぞう艦かんに見えます。フラッタラにすれば、オーラバトラーがいるなんて、信じられなかったんじゃないですか？」

「そんなことを言い合っているときか？」

　頭上で爆発した枝が、また水晶の破片を雨のように降らせたので、兵士たちは首をすくめて、四方に散っていった。

「砲ほう兵へいと接せつ触しよくしなけりゃどうにもならん！　フラッタラの連中は、我々が偵てい察さつに出ているのを知らないのかよ！」

　隊長格の士官は毒づきながらも、馬を入れようがない場所なので、そう簡単に後方の味方との連れん絡らくもしようがない状じよう況きように、臍ほぞを嚙かむしかないのである。

「無線が届かなかったんですよ！」

　隊長の背後から声がかかる。

「なんでなんだよ！」

「この森に入ってから、通信できなくなっているのは、隊長もご存知でしょ！」

　隊長は、そんな口のきき方をする兵士を睨にらみつけたが、移動するオーラ・シップの脇わきにまわるのが精せい一いつ杯ぱいの状態なので、それ以上部下を怒ど鳴なりつけるわけにはいかない。兵士たちも、水すい晶しようの木のあいだを蝗いなごのように跳はねて隊長につづくしかないのは、取り残されたら最後、はぐれてしまうという恐きよう怖ふ感に駆かり立たてられているからだ。

　そのオーラ・シップは、森をジグザグに針路をとりながら、機き銃じゆうと大たい砲ほうをつかって、水晶の木々のあいだから迫せまる飛行機型のオーラマシーン、フラッタラを迎げい撃げきしていた。

　ドグオーン！

　ついに、一機のフラッタラが黒い煙けむりを吐はき出し、翼つばさを千切って水晶の森に飛びこんで、無数のガラスの破片を撒まき散して、水晶の木々のあいだから黒と黄色のキノコ煙をあげた。

「やったー」

　その船の最高部位にあるブリッジでは、要員たちがドッと歓かん声せいをあげた。

「どうだ!?　他には!?　接近してくるものはないかっ！」

　艦かん長ちようが伝声管に怒鳴ると、女兵士の声がかえってきた。

「水晶だらけで、見えるわけがないだろう」

「それを見つけるのが貴様たちの任務だっ！　一番目がいいと自じ慢まんしていたのはウソかっ！」

「見ていますよ！　雲が切れてきた！　ますます見づらくなった！」

「俺おれのせいじゃない！　見つけろっ！」

　水晶の枝々のあいだに、太陽の光に似たこの世界の昼の光、オーラ光が筋になって射さし込こんできて、水晶樹の枝々にあたって光を反射させると、視界が逆光になってますます見づらくなっていく。

「フラッタラは後退しました！　この森じゃ爆ばく撃げきしたって、我がゼナーには当りはしません！」

　得意そうな女兵士の声は、くぐもりながらも伝声管の奥おくから突つき抜ぬけてくる。

「おい！　総員で周囲の監かん視しだ！　敵の歩兵の影かげを見み逃のがすな！」

　艦長はそう命じるとフッと息を抜いて、ブリッジの中央の椅い子すにふんぞりかえる。そうでもしないと、気が抜けないのだろう。

「後退ですか？」

「ああ……メトーの目は、本当にいいのか？」

「興奮していなければ、結構、確かです」

　副長のフオット・ヘラが、一段落ついたブリッジを見回しながら答える。艦かん長ちようのギムトン・ケネサウスは、数本の伝声管からあがってくる監かん視し状じよう況きようをきいてから、

「このままで後退する。こんなところにいれば、敵の思うままになってしまう。後退して、パイロットとの合流予定の場所に戻もどる」

「しかし……」

「敵の偵てい察さつがあっても、パイロットがいればオーラバトラーが動かせるんだ。そうなりゃ、あのブンブン飛ぶだけの不ぶ恰かつ好こうなものなどは、一いち撃げきで落せる」

「ハッ！　後部操そう舵だ室、開け！　このまま後退！　戦せん闘とう配備はこのまま！　後退につれて、艦かん前部は敵の追つい撃げきを封ふうじる！」

　その副長の命令に艦長は満足すると、自ら左右前後の窓から周囲を監視するような真ま似ね事ごとをしてみせた。

　このオーラ・シップは、その外形は船にちかいのだが、飛行物体というほうが正しいだろう。オーラバトラーとおなじ原理によって飛行する乗り物で、全長は七十メートルほどで、最大幅はばは二十メートルほどで、首が長いシルエットをもつ。

　船体の中央部には、数機のオーラバトラーを収容できるデッキがあり、その後部には巨きよ大だいなエンジン・ブロックがあった。ブリッジは、デッキの上に塔とうのようにそびえている構造物の上にあり、その後部の下には狭せまいながらもキャビンもあった。デッキの前に首のように張り出した艦かん首しゆには、機き銃じゆうが装備されている。

　今は、水すい晶しようとの接せつ触しよくから艦体を守るために、その周囲には、何本ものフレームが張り出していた。

　艦は、今しがた道をひらいた狭い空間を徐じよ々じよに後退しているのだが、操縦は楽ではないようだ。何度も、ガード・フレームを水晶の幹に接触させては、前進後退をくりかえして、その間に、艦首の機き銃じゆうとデッキに出た兵士たちの小型の弩いしゆみに似た道具から発射する爆ばく薬やくで、水晶の木々を破は壊かいしていた。

　空を自由に飛べるのであればそんな必要もないのだろうが、この水晶の森から脱だつ出しゆつするには、まだまだ時間を要する性能しかもっていない船のように見えた。

　しかし、ともかく、オーラ・シップ、ゼナーは、ミの国の歩兵たちが徘はい徊かいする地域から姿を消した。







　２　ジョクの一統







　水すい晶しようの森の入り口付近を、オーラ・シップ、ゼナーと接せつ触しよくしたミの国の部隊とは明らかに違ちがう十数の騎き馬ばが歩をすすめていた。そこは、ゼナーが行動していた場所にくらべると、水晶の樹木の密生ぐあいは半分以下といったところなのだが、その騎馬隊は、地面に敷しきつめられた水晶の破片から馬の足を守るために、蹄ひづめには皮の沓くつがしっかりと巻きつけられている。

「……いや、やはり聞えていたな。噂うわさにきいていたミの国のオーラマシーンだ」

「そうでありましょうか？　自分には聞えませんでした」

　ジョクのうしろに続く騎き士したちは、不満気な顔を見せる。

「ドウッ！　ドウッ！」

　先頭に立つ騎士は、ゴツゴツした足場を確かめるようにして、水晶の瓦が礫れきに足をとられながらも坂を下り、登り、そして、

「そこは、もっと右の方に寄って、降りて下さい！」

　彼のうしろ、ジョクの前を行く騎き兵へいに声をかける。

「言われなくともっ！　いいかげんに放っておいて下さい」

　気の強い言葉を吐はくその騎兵は、アリサ・ルフトである。正規兵の重い革かわ兜かぶとではなく、髪かみの毛を大きくおおう軽い革兜をしているその顔は薄うす汚よごれて、ラース・ワウやハンダノにいるときの清すが々すがしさはない。むろん、腰こしに佩はくものは短たん剣けん一本である。変へん装そうしているのだ。

　騎馬隊につづく数頭の馬にはかなりの荷物を背負わせていたが、大旅行をするという風でもない。

「ここか!?」

　先頭の若い騎兵ミハン・カームは、森のなかの左右に開けたところに出ると、後続部隊の足をとめさせて、アリサの問いを無視して早はや駆がけをする。左右にのびる水晶の樹林が崩くずれて、幅はば広ひろくなって回かい廊ろうのような地形になっていた。それを形成する丘おかで馬をとめて、鞍くらの上に立ち上ると遠望できる周囲を見晴らすようにしてから、馬首をめぐらす。ミハンは、その幅広の回廊を駆け戻もどるのだが、馬ば蹄ていが蹴け散ちらす水晶片がたてる重い音は、周囲の大気のなかに吸い込まれてしまって反はん響きようがない。樹林との距きよ離りがあるからだ。

　そして、一気にジョクとアリサが待っている水晶樹林のあいだに駆け込こむのだが、同じように見える水晶の樹林の林立を、ミハンはすっかり読み取っているようだ。

「戻って来るようです！」

　あさ黒い顔をジョクたちに振ふり向かせたミハンは、いかにも自信あり気に報告する。

「……ミの国の部隊が出ていたのか？」

　ミハンの脇わきに馬をよせながら、ジョクは、大きくうねるようにつくられた水晶の森の回廊が、オーラ・シップの船腹そのままの幅に押おし倒たおされたものだと想像した。反対側、森の入り口という方向には、オーラ・シップ、ゼナーが森のなかに入って来たときに、水すい晶しようの屑くずを山にして、歩兵が足を踏ふみ入れられないようになっていた。

「敵を掃そう討とうしていったのでしょう……でなければ、この場所を動くはずがありません」

「そうだな。ここが約束の場所なのだろう？」

「そうです。間ま違ちがいはありません」

　ミハンはゼナーの作った道筋に馬をすすめて、水晶の瓦が礫れきの山の手前で馬を降りると、その瓦礫の山に足を踏み入れていく。

「ナーム、デトア！　ミハンのうしろにつけっ！」

　ジョクや若者たちの声を聞きながら、アリサはあらためて水晶の森から見える空を仰あおいで、嘆たん息そくした。

『結局、こんなところまで来てしまった……』

　この騎き馬ば行が、つきつめれば鬱うつ憤ぷん晴ばらしからはじまったことかも知れないという思いがあるから、アリサに慨がい嘆たんさせた。

　世上噂うわさされているジョクとのハンダノでの暮くらしは、同どう棲せいにちかいものなのだが、それでも、城の者にかしずかれている生活は新しん婚こんに見えた。それが厭いやなのではない。

　父のドレイク・ルフトが、そんな娘むすめの生活を咎とがめ立てしないのは、子連れの後妻ルーザを娶めとったからだけでなく、周辺の国々との軋あつ轢れきを治めるのに忙いそがしいからなのだが、アリサには父親の生活姿勢がそうは見えなかった。

　父王が、後妻であるルーザとの関係を深くするために、政務、外交を忙しくしていると見るのだ。政務に口出しをすることが好きなルーザに気に入られようとするドレイクは、軍事を理由にして、娘の暮らしを意識の外に追い出していると感じるのである。

　その父の所業が原因で、アリサは騎き兵へいの恰かつ好こうをしてまで、ジョクにしたがうことを決したのである。それは、気持ちの良いものではない。

　グググッ……ズズ……。

　地を震ふるわせるような重い音につづいて、水晶の細い枝が落ちるようになると、水晶の枝と破片同士がぶつかりあう乾かわいた音が厚いこだまになってきた。

「……少し広いところに出たほうが良いでしょう」

　荷に駄だの馬の手た綱づなを持つ背後の若者に言いながら、アリサは鐙あぶみを蹴けった。頭上の水晶の枝も震えだしたのだ。

「ハッ……はい。しかし、どこか頑がん丈じような木の下のほうが……」

「そうね。この広場に船が入るのだものね」

「はい……」

　アリサは荷駄の手綱をとる若者にしたがって、頑丈そうに見える水晶樹のかたわらに馬をよせる。ジョクたちが馬首を巡めぐらせた背後の水晶樹の回かい廊ろうから、オーラ・シップ、ゼナーの影かげが接近して来るのが見えてきた。

「……大きな船だこと……」

「はい……恐おそろしいものです」

　アリサは、率直に思ったことを口にする若者たちが好きだった。これは、若い城主ジョクの性格が移ったのだろうと思っている。ラース・ワウでのアリサはもう少し傲ごう慢まんというか、高貴な育ちそのもののおおらかさが身に備わっていて、好きも嫌きらいもなかった。そして、ジョクの城ハンダノの若者たちの空気が、アリサをラース・ワウに帰らせない一因にもなり、今ここに居るということは、そのハンダノの城にも訣けつ別べつすることを意味していた。それが実現できるかどうかは、まだ不明なのだが……。

　ジョクは、アリサたちと共に、頭上に天てん井じようのように枝が絡からみあっている水すい晶しよう柱の下に身をよせて、オーラ・シップの震しん動どうで落下してくる水晶片をよけるようにした。

　ガザザザ、とゼナーは右う舷げんを水晶の木々にこすりつけながら、広場にその姿を接近させると、船底のランディング・アームを下ろしながら、船底のオーラ・ノズルから暴力的に排はい気きガスを噴ふん出しゆつして、広場に落ちている水晶片を吹ふき飛ばし、広場の周辺の水晶の木々をなぶった。そんな状じよう況きようにはじめて接したのなら、水晶片の暴風のなかで殺されていたかも知れない。

　ようやくエンジン音が静まり、足元に舞まいあがる砂さ塵じんもおさまっていった。

「ウーッ！　なんてぇ排はい気きだよ。オーラバトラー百機持ってきたって、こんなんじゃねえぞ！」

　若者たちは文句を言いながらも、物もの陰かげから馬を出してゼナーの舷げん側そくのしたに馬をよせていく。

「敵のようすは、どうなのだ!?」

　艦かん底ていから見上げるようにして、ジョクは甲かん板ぱんに呼ばわる。

「ハッ！　お待たせいたして恐きよう縮しゆくであります！　聖戦士殿どの！」

　声をかけてきたのは、ゼナーの艦かん長ちようのギムトンだ。

「挨あい拶さつはいい！　ミの国のフラッタラが出ていたのではないのか？」

「はい、数機の影かげを見ましたが、一機は撃げき墜ついいたしました。……早く下ろさんかっ！」

　艦長の怒ど声せいに、ゼナーのオーラバトラー・デッキの脇わきでクレーンを操作しようとしていた兵が、レバー操作をまちがえたらしい。クレーンの鎖くさりに下げられたプラットフォームが逆行して、舷側にぶつかったりした。

「艦かんを壊こわす気かっ！　聖戦士だからって、伝説のように空を飛べるわけじゃないんだからな」

　そんな艦長の声を頭上に聞きながら、ジョクはプラットフォームに馬を乗り入れると、鞍くらからすべりおり、馬の轡くつわをとってプラットフォームのハンドレールに摑つかまる。

　軽い振しん動どうがあって揺ゆれるプラットフォームが、数度舷側のゴムのクッションを擦こすりながら、ジョクをゼナーのオーラバトラー・デッキに上げた。

「ご苦労であります」

「いや……」

　ジョクは、手綱をゼナーのクルーに渡わたしながら、部下たちの収容を頼たのむと、艦長の案内にしたがってゼナーのキャビンに上った。アリサは今、ジョクの部下というあつかいなので、同道することはしない。キムッチ以下の若者たちは、ジョクの意を汲くむことができる呼吸を身につけているので、心配はしない。

　ジョクたちは、隠おん密みつ裡りにハンダノを脱だつ出しゆつする計画なのである。

　はじめ、ジョクたちはアリサ抜ぬきでアの国から脱出することを考えていたのだが、しかし、アリサがこの計画に参加すると言い出したときから、ジョクは、多少計画を変へん更こうして、今日という日までの三か月ほど機会がくるのを待っていたのである。




「……で、これが、ロマスナか……ここには、何機のフラッタラがあるのだ？」

　ジョクは、キャビンのテーブルに大きく広げられた地図の国境線ちかくに展開するミの国の軍事的要よう衝しようを目にしてから、もっともちかい敵の空軍基地のことを訊きく。

「はい……十数機の規模であります」

「ロマスナだけでその数だとすると、それは凄すごいことだ。ミの国全部では一体何機になるというのだ？」

「六十機ほどでありましょう……最近、我が国にたいして展開しているようでありますから」

「オーラ・シップは？」

「三隻せきという話ですが、現在はこの方面には出ていません」

「……ということは、ドレイク様の読みとは違ちがうな？　本当にミの国は、我が国と一戦を交えるつもりでいるのだろうか？」

「我が国への不満を公言してはばからない王をいただいておりますからな。でなければ、こんな方面にフラッタラを配備することなど考えられません……今しがた我々が追ったのは、越えつ境きようしたミの国の兵でありました」

「これで、ミの国に抗こう議ぎできるというものだな？」

「はい。ドレイク様は、これを理由にミの国に開戦するでしょう」

「立派な理由だ。我々は、その初動を司つかさどるというわけだ」

　ジョクは、艦かん長ちようの言葉をとって断定して見せたのだが、本意ではなかった。しかし、艦長は一直線の軍人である。ジョクの言葉に黙もくしてただ地図に見入る姿勢をとる。そんな意識したポーズは、どう隠かくしても目につくものだ。

「……どうしたのです？」

　意地悪になるのを承知で訊いた。

「……いや……いいのです……」と、艦長ギムトンは曖あい昧まいな微び笑しようをうかべて、作戦の話にはいってしまう。

「ミの国の歩兵一個戦隊ほどが、水すい晶しようの森にはいっているようです。背後のフラッタラの部隊は、こっちの動きを知っていますので、出ていけば叩たたかれるかも知れません」

　ジョクは椅い子すにすわって革かわ兜かぶとをとってから、艦長に飲み物を要求したので、無骨な艦長はその無ぶ遠えん慮りよさに驚おどろいてみせてから、当番兵に飲み物の用意を命じた。

「自分の口から、艦長の私的な意見をドレイク王に伝えることなどはしない。率直な意見を聞かせてくれ……奇き襲しゆうに反対なのだろう？」

「……正当ではありませんな」

　艦かん長ちようギムトンは当番兵の姿がないので、はじめて本音を口にしてくれた。テレパシー的な感知というものは、しょせんは、感覚的にわかることを多少明確に感じ取れるというていどのもので、言葉に出してくれないかぎり不安なものだ。

　艦長から見れば、ジョクのような地上人で、聖戦士と呼ばれている騎き士しは、ドレイク直属の騎士という意識が先にたってしまうため、どうしても意見を控ひかえてしまう。軍隊という上下の身分が厳然たる規き範はんとして存在する組織にあってみれば、当然の態度ではある。

「……誘ゆう導どう尋じん問もんのつもりはない……自分だって艦長とおなじ意見だ。最近のアの国の戦争は一方的だと考えている」

　しかし、艦長は十分に軍人であるから、ジョクがそう言ったからといって警けい戒かいの色を解くことはない。

「……しかし、軍事行動は命令されたとおりに実行しなければならない。前線の狭せまい判断でうかつに行動すると、全体の作戦を間ま違ちがえる。そうだな？」

「はい……」

「だからやるのだ。大義などはドレイク様が考えればいい。我々には関係がない。アの国で生きていくためにはな？」

「そう、です」

　艦長は、愁しゆう眉びを開いたように見えた。守るべき家族をもった大人おとなたちは、目の前の世過ぎに正当な理由さえ手にいれられれば、それで良いのである。それ以上に考えることは、危険なのだ。

　軍事行動にあって命令違い反はんは極きよつ刑けいにあたいする、という行動規範は、間違いではない。生死を賭かけた戦場で人を使う場合、このように拘こう束そくしなければ、集団戦せん闘とうは成立しないからだ。集団戦闘が成立しなければ、敵に蹂じゆう躙りんされるだけであるから、これは鉄則であり、人の歴史のなかで培つちかわれた知ち恵えの凝ぎよう縮しゆくであり、真理である。思いつきではないから、エゴイスティックな考えがはいる余地はない。そのときの知恵、そのときの思想で変へん更こうできるものではないのだ。

　人はその知恵の意味を知っているし、その原理は少なくともひとりの人間がしたがう価値があるから、それ以上の問題を口にすると、人の心は動どう揺ようして、現実への対処をまちがう。それでは、死に至る道を選ぶことになる。

　ということは、戦略や作戦がまちがっていたらどうなるか？　それは言わずもがなの悲ひ惨さんな結果を招来するのだが、ジョクは日本の昭和軍隊の戦例から、多少は知っていた。

　だから、ジョクはわざわざ戦争の大義という言葉を口にして、それは、ドレイクが掲かかげてくれるだろうと断定して見せるのである。そうしなければ艦長は安心しない。

「ラース・ワウには、ここからは無線は打てないな？」

「はい、この森には、電波を混乱させる働きがあるようです。ですから、伝令をミヤマーガまで出します」

「よし……作戦通りだ。直ただちに通信兵を出して無線を打てば、ラース・ワウに中ちゆう継けいされるまでに、半日とかかるまい」

「はい……ラース・ワウに駐ちゆう在ざいしているミの国の大使には、数時間で勧かん告こくが出されるでしょう。そのあとで出しゆつ撃げきすれば、法的には、最低限度の規範は守れます」

「よし、予定通りに真夜中に出動しよう」

「はい……」

　ジョクは、立ち上った。

「ご苦労でした。ゼナーがここまで進出して見せなければ、ミの国の歩兵はここまで出てこなかったでしょう。よくやってくれたものです」

「はい……こちらは、新型のカットグラまで預かっておりましたので、必死でありました」

「こちらも逃とう亡ぼうしたニー・ギブンが出てきたという噂うわさに振ふり回されて、遅おくれてしまいました。すまなかった」

「いえ。謀む反ほん人にんのニーが、いよいよミの国の軍に潜もぐりこんで、戦い始めたというのですな？」

「そうらしいが……」

　ジョクの顔が曇くもった。ジョクとニーが、隣となり合わせの領地で親交が深かったことを知っている艦かん長ちようギムトンは、ようやく寛くつろいだ笑顔を見せる。

「いやいや、ドレイク様は聖戦士殿どのをご信しん頼らいなさっておりますから、我々は聖戦士殿の動きに合わせるだけでありますよ」

「そう聞くと楽になります。よろしく頼たのみます」

「はい」

　艦長と握あく手しゆをかわしてから、ジョクはオーラバトラー・デッキを見下ろせる回かい廊ろうに降りて、新型のカットグラにとりついていたキムッチとミハンを呼びつける。ふたりの若者は、踊おどるようにラッタルを駆かけ上ってきてくれる。

「どうだ？　アリサに、気がついた者はいないか？」

「はい。アリサ様も、我々と同じように働いてくれていますから」

「くれぐれも呼び名には、気をつけてくれ」

「はい。ですけど、アリサ様のほうが偽ぎ名めいを忘れるので困っています」

「近くに行って呼ぶんだよ。連れ回るようにすれば、遠くから呼ぶことはないだろう？」

　ジョクは、オーラバトラー・デッキで働いているこの艦かんのクルーの数が少ないので安心をした。

　元来、彼らゼナーのクルーは海軍の出身なので、ジョクたちとはなじみが薄うすい。艦長レベルなら、ラース・ワウでドレイクに謁えつ見けんしたときに、アリサの顔を見た者もいるだろうが、クルーには、まずアリサの顔は覚えられてはいないはずだった。こういうとき、地上世界のように、写真が流る布ふしていないこの世界はありがたい。

「聖戦士殿！」

「おう！　副長殿。やっかいになります」

「こちらこそ！　改かい装そうされたカットグラは、いかがです？」

　ゼナーの副艦かん長ちようフオット・ヘラは、どこか垢あか抜ぬけをした海軍軍人という雰ふん囲い気きのまま、気さくに応じてくれる。

「いかがもなにも、改かい装ちくした機体に乗るのは今度がはじめてだから、見ただけではわかりません」

「そういうものですか？　我々があれを受領いたしましたときに、聖戦士殿どのは機械の館で、新型のガベットゲンガーを操縦しておられましたが、なんであれに聖戦士殿が乗らないのでありますか？」

「あれは零ぜろ号機だ。この前の捜そう索さくでテストはしたが、まだ実用できるものではないのです」

「機械というものは、そういうものでありますか？」

「一号機は騎き士しバーンが使っています。テスト飛行を買って出てくれる勇ゆう気きがおありだから……」

「だからでありますか？　お家の者をお連れになったのは、カットグラの整備兵ということですな？」

　副長は、察しがいい。捌さばけているともいえた。

「改装後というのは、整備をしなければならないことが山ほどあります……ゼナーを視ハイ察キングしたいのですが、許可は出るのでしょうか？」

「今ならいいでしょう。ちょっと待って下さい」

　副長のフオット・ヘラは、伝声管で艦長から艦かん内ない見学の許可をとると、メトー・ライランと呼ばれる愛くるしい女兵士を紹しよう介かいしてくれた。ゼナーで一番遠目が利きく兵士だという。

　すぐに実戦になるかもしれない状じよう況きようであれば、艦内を実地に知っておくのは当然なのだから、誰だれもこの艦内巡じゆん回かいを怪あやしむものはいない。

　しかし、メトーについてまわるジョクと若者たちは、最悪の場合はゼナーを奪うばうつもりでいるのだから、艦内の施し設せつについて事細かにメトー・ライランに聞き質ただしていくのだが、朴ぼく訥とつな女兵士は、そんな若者たちの態度を血気に逸はやる騎き士したちと見るから、まったく不思議に感じることがない。

　知っているかぎりのことを説明してくれるのだが、彼女はゼナーを操作するところまでの知識があるわけではなかった。そうはいっても、その疑いを知らない態度に、ジョクはメトーという少女にたいしてすまないと感じてしまう。

『気の毒な思いをさせることになるのかも知れないんだものな……』

　そんなことは露つゆ知しらず、元気な若者たちのなかでひとりおっとりとついてくるアリサに、メトー・ライランは興味を惹ひかれたようだ。

「あんたはなんなんです？　オーラマシーンのメカニック・マンに、女がいるなんて信じられません。機関士官みたいなものなんですか？」

「ちょっと違ちがうわね。オーラマシーンにはいろいろな段階の整備があるのよ。機械の部品をリキュールや油で洗うだけの仕事でも、女のあたしたちにできるので、整備下士になれるのよ。機関科といえばいえるわね」

　ハンダノにもオーラマシーンが出入りしていれば、アリサにもメトーていどの兵士をはぐらかすボキャブラリーぐらいは身につけている。

「新時代の女性というわけですねぇ。すごいですねぇ」

　ティーンエイジャーのメトーには、アリサも立派な下士官に見えるのであろう。少女らしく感かん嘆たんして、アの国の軍隊がどのように変革していくのかと訊きいたりする。そうなれば、話は面めん倒どうになるので、アリサはいかにも用ありげにジョクの傍かたわらにすりよってしまう。

「……でも、オーラバトラーといいこの艦ふねといい、たいしたものですね。これなら、父は自信をつけてしまうわ」

　そんな話をジョクに耳打ちする。

「そうですね。なのに周りの国々は、コモン界の伝統のなかに居続けて、機械の導入が遅おくれている。それでは、世界を認識する足場は決定的に違ちがってくるんだから、ドレイク王が自信過か剰じようになってしまうというのも、わからないではないんです」

　ジョクは、艦かん首しゆにつづく甲かん板ぱんに立って嘆たん息そくしてしまって、水すい晶しようの森という特異な光景を鑑かん賞しようしようという気になれない。

「ですから、現在の戦争は一方的な戦争なんです……ああ、アリサ様は仕事に戻もどって下さい。聖戦士はメカニック・マンの仕事をするわけにはいかないのですから」

「ああ、すみません。では……」

　アリサは、ジョクに普ふ通つうの兵士たちがするような敬礼をして見せて、オーラバトラー・デッキに戻っていくのだが、その姿にジョクは苦笑しながら、甲板とブリッジの人の目を探ってしまった。アリサの回れ右をする動作が訓練された兵士のものではないのは、見る者が見ればわかるものだからだ。

「……可愛かわいい兵ですな？」

　その足元から湧わき上がった声に、ジョクはギョッとして振ふり向く。艦かん長ちようのギムトンが艦首の機き銃じゆう座ざから上半身を乗り出したところで、その出入り口は甲板にあがるような位置にあった。

「…………!?」

「いや、今夜の作戦のためには、すべてを自分の目で見ておきませんとな。これは海軍のやり方です」

　艦長は笑った。

「なかなかできることではありませんね。たいしたものです……艦長はうまくいくと思いますか？」

「は……？」

「今夜の作戦……」

「ミの国のフラッタラは、機動力もある難しい相手かも知れませんが、敵のパイロットは実績がありません。新型のカットグラの敵ではないと思います。全ぜん滅めつさせられないまでも、戦果は上げられます。今回の作戦はそれでいいのです」

「ここは、艦長にしたがって、このまま引き下りますか？」

　ジョクは、結局、再度のさぐりを艦かん長ちようにいれていた。

「そんなことは申しておりませんぞ!?」

「フム……そうか……自分の誤解ですか……」

「大体、先程の歩兵との接せつ触しよくで、敵は我々が後退したと思っているでしょう。なにしろ、たった一隻せきですからな」

「なるほど……今夜の作戦は敵の裏をかくことができるのですね？」

「はい……」

「参考になりました。船を中心にした心理戦は想像がつかないものですから……いや、すまなかった……」

　ジョクは快活に笑って、頭を下げてみせる。

「聖戦士殿どのと親しくお話しいたすのは初めてですが、神経質な方ということなので……」

　艦長は、さすがに語ご尾びを濁にごした。

「そりゃ、そうです。自分の成長した地上の世界の国は、戦争のない平和な国でした。コモン界にくらべたら想像できないような物質文明を謳おう歌かした国でしてね。つまり、自分は軟なん弱じやくに育ってしまったんです。聖戦士になったからといっても、そう簡単に豪ごう傑けつになれるわけはないんです」

「ホウ!?　そりゃまた……ハハハハ……」

「そうです。笑い者なんです……」

　艦長の微び笑しように応こたえるようにジョクも明るい笑顔を見せて、実直な艦長のわだかまりを払ふつ拭しよくするように努めた。







　３　発進







　ゼナーのデッキ内で、ジョクたちは、新型カットグラの可動部分の調整に時間を費やした。

　新型とはいっても、基本的にはオーラ・バッテリーを搭とう載さいして、瞬しゆん間かん出力を強化したものにすぎないのだが、四枚羽根のつけ根が補強されたこともあって、機動力と速度があがったので、ジョクには新型といえるものになっていた。

　アの国では、カットグラをベースにした量産タイプの〝ハインガット〟とまったく新型のガベットゲンガーの制式採用が開始されているのだが、後者などは、まだ二機しか実戦に投入されていない状じよう況きようなので、ジョクは使い慣れたカットグラを使いこなすことに執しゆう着ちやくした。そういうところに、保守的な習性といったものが現れるのだが、命を預けるものには、三年ごとの新車のモデルチェンジのようなものにつきあうつもりはなかった。

　夜食がおわると、ゼナーの偵てい察さつ部隊が次々に戻もどってきて、当面の作戦地域には敵の影かげがないと判定された。

「よろしいか？　聖戦士殿どの」

「ああ、強行しましょう」

　作戦参さん謀ぼうをかねる艦かん長ちようギムトンの確認にそう応こたえたものの、ジョクはコモン界の月が巨きよ大だいに天空にかかっているのを見上げてうんざりしていた。満月に見えるそれは、地上世界の月とはちがって、星に見えるものを形成している燐りん光こうの集合体であるという。だが、月とおなじように満ち欠けもあって、今は、その月げつ齢れいというものでいえば、満月そのものなのだ。その光が水すい晶しようの森を照らし出せば、そこはまるで昼ではないかと思わせていた。

　まったくの闇やみでも飛行はできないものの、ここまで明るければ、それもまた作戦の障害になる。

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。ここらあたりは、元来、国境などは設定されていなかった空白地帯です。なぜだかおわかりでしょう？」

「ああ、嵐あらしの壁かべが出現するところだといわれているのだろう？」

「はい……近年はよく現れるようです。その徴ちよう候こうもありますので、うまくすれば嵐の壁を目め眩くらましに使えるかも知れません」

　一度決定した作戦に関しては、実直な海軍軍人である艦長は自信をみせた。出会ったときに感じられた曖あい昧まいさはまったくない。

「なんなのです？　その現れるの現れないのという嵐の壁というのは？」

「嵐の壁はそういうものです。そうとしか言えません」

　艦長は肩かたをすくめると、ゼナーの発進を号令する。

　艦かん全体を震しん動どうさせる轟ごう音おんとともに、周囲の水晶樹林が崩くずれる音がわきたち、ゼナーは水晶の森の梢こずえをなぎはらいながら一気に高度をあげていった。高度があがるにつれて、水晶の森の周囲は、夜の色を濃のう厚こうにする山さん岳がく地帯と原野、河川、森の影かげなどを見せはじめて、船体が水平飛行にうつると、小さな雲の塊かたまりが出はじめてきた。

　ブリッジが落ち着いたので、ジョクは、デッキ士官のメイザーム・エイとオーラバトラー・デッキに降りていく。

「……どういうのだ？　家の者に聞いても、嵐あらしの壁かべは現れるものだと言うだけなんだが……？」

「いきなりブオーッと、こう嵐の壁が現れるのです。前兆はありますぜ。息をつくような風が何度か起きて、そして、なんと言いますかねぇ、巻くような風が吹ふくんです。それで、嵐の壁が現れるとわかるのですがね……そして、ドウドウと嵐の壁ができるんです」

　無口と見えた中年の海軍軍人は、話をする機会を待っていましたとばかり、大きな手を縦にヒラヒラとさせながら説明してくれる。

「現れるのかい？」

　その大きな背中を見ながら、上じよう甲かん板ぱんにつながるラッタルを降りる。ジョクも、伝承される物語のなかにある嵐の壁の言い伝えは知っていたのだが、すべてが民話とか寓ぐう話わという類たぐいで、科学的な表現に出会ったことがないので、メイザーム以上の解説は知らない。

　それは、どこからともなく現れる竜たつ巻まきのようなものらしいのだが、規模は、竜巻の数百倍というものらしいのだ。なぜなら、その嵐の壁のなかには別の世界があるというのだから！

　その中心にはクスタンガの丘おかという世界があって、羽根付きの小さな生物フェラリオを産み出す花園があるというのだ。

　そこで育ったミ・フェラリオたちが、コモン界の上にあるウォ・ランドンの界に移り住むエ・フェラリオになるために、嵐の壁が移動していく過程で、コモン界に現れるらしいのだ。

　現れる場所は、おおむねの伝承によれば、特定の場所であるのだが、しかも、以前に嵐の壁が現れた場所でも、人が住み始めた場所には現れなくなるという。

　その現象を〝結界〟であるとする書物によれば、汚お濁だくにまみれたコモン人の目を覚させるために恫どう喝かつする意味で、ウォ・ランドンからのメッセージを伝えるための現象である、と説明しているものもあった。

「単純な竜巻ではないらしいのはわかっているつもりだけど、クスタンガの丘を守る結界が、嵐の壁だという説もあるけど？」

「クスタンガがあるというのが先じゃぁありません。嵐の壁がクスタンガの丘を創造して、コモン人に、世の輪りん廻ね転てん生しようを教えているんですよ」

「誰だれが教えているんだい？」

「在あるもの、ですよ。すなわち、すべての事象に宿っている霊れい魂こんといいますか、そういうものの総そう称しようが〝在るもの〟というやつでして……」

　〝在るもの〟という意味の言葉をメイザームは〝ゴッドゥ〟と発音する。黙だまっていれば果てしなく説明しそうな士官の口を封ふうじるには、オーラバトラー・デッキの回かい廊ろうのハンドレールから身を乗り出して、キムッチたちに整せい備び状じよう況きようを問い質ただすことで達成する。その途と端たんに、メイザーム・エイは手持ち無ぶ沙さ汰たになって、無口な中年士官にもどるのである。

　しかし、こんな会話をしてみれば、ジョクだって、異世界に来たからには、この世界の構造を概がい念ねん的であっても勉強してみたいものだ、と考えている自分を発見している。戦争につぐ戦争をする国に身を投じていなければという思いは、どこか空むなしいと感じないではない……。




　アの国が、ギィ・グッガの戦い以後も戦争状態をつづけているのは、ドレイク・ルフトが近きん隣りん諸国に〝ガロウ・ラン掃そう討とう税〟ともいうべき協力金を課したからである。

　一年目に、ドレイクはその負担を倍に上げて諸国の反はん撥ぱつを買ったのだが、それがドレイクの狙ねらいであった。反撥から反ドレイク運動の機運を盛もり上げて、それを理由に、ドレイクはアの国の南に隣りん接せつする諸国を、唯ゆい一いつの同格の同盟国クの国とともに制せい覇はしてしまったのである。

　その間に、アの国のオーラマシーンの戦力は拡大して、数隻せきのオーラ・シップまでも建造してしまった。さらには、カットグラをベースとする〝ハインガット〟のオーラバトラー戦隊とドーメを基幹とする戦隊も拡かく充じゆうしていった。つまり、アの国はかつてない巨きよ大だいな機械化軍団をもつ軍事国家に成長していったのである。

　しかし、不幸なことは、その現象が諸国にも波は及きゆうしたことである。機械技術は、ドレイク・ルフトがいかにその流出を制限しようとしても外部に洩もれるものであるし、ことにクの国と同盟を結んだことが、その技術を広く流出させることになった。

　しかし、技術というものは、伝でん播ぱさせる手段がなくても、あるていどの基き礎そ学力をもった集団が、一度そのようなもの──ここではオーラマシーンという機械──を見てしまえば、模も倣ほうから追従がはじまって、いつかは独自のものを完成させていくこともできる。基礎学力を識字能力というような知識と考えれば良く、対象物をロボットのようなものにおきかえれば、理解しやすいだろう。

　アの国につづいてオーラマシーンの開発をはじめた近隣諸国のうち、北の隣りん国ごくミの国のように、ともかくも戦せん闘とう行こう為いを成し得る飛行機〝フラッタラ〟を開発して配備するまでになっていた進化の速度は、アの国とおなじである。

　が、ドレイク・ルフトの本当の目標は、ミの国の併へい吞どんなどではない。ミの国の背後に控ひかえるラウの国であり、レンの海の対岸に位置する巨大国家ナの国の制覇であった。

　それらの巨大国家に対たい抗こうする気をおこしたのは、ドレイクが他国に先さき駆がけてオーラマシーンを手にいれたからであり、それを整備拡充するためには、近隣諸国を制覇して国力を増大していく必要があると信じたことにある。

　そして、ここに至って、ドレイクはいよいよラウの国を制覇する前ぜん哨しよう戦せんとして、ミの国を挑ちよう発はつする作戦を開始したのである。

　ゼナーの動きは、その作戦の一いち翼よくを担うものであった。

　ひきつづく戦乱のなかで、ジョクは反ドレイクの決意を固め実行に移すべく、今日という日を待っていたのだが、それは容易なことではなかった。

　ジョクの城ハンダノの隣となりに領地をもつニー・ギブンの父ムロン・ギブンがミの国の王と親交がなかったなら、この計画は実行されなかっただろう。




　ギブン一家は、ある日、アの国を逃とう亡ぼうした。

　ジョクは、彼らを捜そう索さくする形をとりながら、ニーの協力を得て、アの国を脱だつ出しゆつする機会を狙ねらっていたのである。

　こんな計画をジョクが思いついたのは、二年ほど前からだと記き憶おくしている。

　ドレイクの覇は権けん戦争が続行するにつれて、アの国から出ていきたいという思いは募つのるようになり、本気になっていった。

　オーラマシーンを開発したアメリカ人ショット・ウェポンが、ドレイクの戦争をおもちゃにしているのではないか、という感かん触しよくも気に入らなかったという理由はある。

　が、なによりも、ギィ・グッガの戦いで麻ま薬やくまで使われながらも、生せい還かんするような戦いをしたニー・ギブンが、ドレイクの戦いの怪あやしさを指し摘てきした論調に説得されたのである。

　それに、ニー・ギブンの家に預かりの身になっていた地上人、マーベル・フローズンが、どのような世界であろうと、ひとりの人間の権力志向には抵てい抗こうすべきだという持論に、同調したという側面も否定できない。が、説得されたというよりは、ジョクの持論が、それらの人々によって補強されたというのが正しい。

　そうなれば、ドレイクの野心に疑問を抱いだくようになっていたハンダノの家の子郎ろう党とうたちも、マーベルやニーの主張を耳にしたりすれば、出国計画はより具体的になった。そんな折に、アリサに知られることになってしまったために、計画をまちがいなく実行するためには、時期を待たなければならなくなったのである。

　そうなれば、南の戦せん闘とうでは全力をもってあたり、ドレイクに忠誠を尽つくして見せ、周囲から一いつ瞬しゆんの疑心も抱かれないようにしてきたりした。




「どうも、カットグラの具合が面白くない……」

　水すい晶しようの森がひとかたまりの雲に隠かくれたころを見はからって、カットグラの機体の前に立ったジョクは、甲かん板ぱん士官のメイザーム・エイに牽けん制せい球きゆうを投げる。

　まず、カットグラから脱だつ走そうさせるために、脱出作戦の途と中ちゆう、嫌けん疑ぎをかけられるような事態になったときの言い訳の伏ふく線せんを張るのだ。

「出しゆつ撃げきできないのですか？」

「できないことはないのです。万全ではない、ということです」

「……何が問題なんです？」

「オーラ・ライフルの出力があがらないらしいのです。大たい砲ほうではスペアの弾たまをもって行けないので、それはやりたくはない」

　ジョクは、テレパシー的な部分で別のことを考えていると感じ取られないために、本気でそのように考える。一いつ般ぱん的に兵器などというものは、いつもそのような心配はあるから、それだけを考えるようにするのだ。

「出しゆつ撃げきはできないと言うことなのですか？」

「出ると言っているでしょ。誰だれが出ると言っているかわかっているな？」

「そりゃ、聖戦士殿どのです」

「ならいい」

　高たか飛び車しやに言ってみてから、最後はウインクして見せたりして、カットグラの前の梯はし子ごをあがって、コックピットを覗のぞく。そこでアリサがしゃがみ込こんで、油布を使ってリキュール・パイプを掃そう除じしていた。

「まだやっているのですか？　もういいのに……」

「ジョクが出るのですから、本気でやっています」

「朝からずっと身体からだを動かしっぱなしで、辛つらいでしょう？」

「なんということはありません。これから起ることを考えると総毛立って、眠ねむ気けなどありません」

「……無線の調整をしますから、黙だまっていてください」

　ジョクはカットグラの鉱石式の無線の電源をいれると、ノイズを聞きながらバリコンを調整して周波数を合わせていく。

「はい！　こちらベアー！」

　女性らしい声がノイズのなかに聞えた。午後、艦かんを案内してくれた女兵士のメトーの声だ。

「こちら、ヌース！　現在、無線テスト中！」

「ヌース、聞えますか？　こちらベアー」

　そんなジョクとメトーとのやりとりを聞いて、アリサは肩かたを震ふるわせて笑い声を出すのをこらえていた。

「どうしたのです？」

「だって、ヌースってなんだか知ってます？」

「知っていますけど、暗号に使うんですからなんでもいいんです。森のなかに住んでいる虫の名前でしょう？」

「そうですけど……ボッテリとしたのろまな虫なんですよ？　臭くさい匂においを出す。そんなものがカットグラのコード名なんですか？」

　ククッと咽喉のどを鳴らしながら、アリサが言いつのるのを、ジョクは微び笑しようを返しながら、コンソール・パネルに見える機械の調子をチェックすると、

「そろそろです」

「はい……」

　アリサが身を隠かくすために、ジョクのシートのうしろに置かれた補助椅い子すのほうに身をおこうとしたときだった。いきなり、船体全体が跳はね上るように揺ゆれた。

「あッ！」

　アリサの身体が半分ほど浮うき上り、ジョクの目の端はしで彼女の脚あしが、横に跳ねて見えた。

「うっ……！」

　ジョク自身、シートから跳はね上る身体からだを支えなければならなかったので、彼女を支えることはできず、座り込こみながらカットグラの機体が前に倒たおれそうになっていくのを感じて、オーラ・エンジンをスタートさせる。アリサの呻うめきは背後で聞えたものの、右横でアリサの脚あしがもがくのが見えたので、エンジンの出力を上げていく操作を続ける。調整のあいだに何度かエンジンを廻まわしておいたので、簡単にゲージは跳ね上っていくのだが、それでも機体は前ぜん傾けいしていく。

　シートの背もたれにしがみついたアリサの腰こしを抱だくようにして、ジョクは両足を踏ふんばって、コックピットの前にずり落ちようとする身体を支える。

　カットグラの前部ハッチの扉とびらの上がデッキの壁かべに激げき突とつして、上に引ひき剝はがされるように潰つぶれていったが、まだカットグラの腕うでを稼か動どうさせるには早い。

「下を見ないで……そのまま身体を支えていてっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、落ちません……」

　カットグラは、壁に胸を押おしつけるようにしてとまってくれた。

「どうした！　ベアー！　こちらヌース！　今の震しん動どうで機体が傾かたむいて、ハッチの一部が壊こわれた」

　ジョクの呼びかけに、ゼナーのブリッジから、

「こちら、ベアー！　突とつ風ぷうです。嵐あらしの壁が現れる前兆だと艦かん長ちようはいっています」

「そうなのか!?　オーバ！」

　ジョクはようやくカットグラの腕を稼動させると、カットグラを正立させて、左右の窓からデッキの外の光景を見やったのだが、闇やみ以外なにも見えなかった。先程までは、コモン界の月の光に輝かがやいていた雲さえ見えないのだ。

「ベアー！　ひどいのか？」

「壁のなかに入らなければ、どうということはありません」

　メトーの声にかぶって、艦長の声がはいる。

「ヌース！　機体の損傷は、作戦に影えい響きようするのか！」

「いや、どうということはない。損傷は考えるな！」

　ジョクはそう言っておいて、ミハンやキムッチたちに、外れた梯はし子ごをかけさせると、歪ゆがんだ扉の上部を外す命令を出す。

「外さなくてもいいのに……」

「きちんと閉じるか外すかしないと、扉がコックピットに飛び込んでくるんです。なまじつけて置くほうが危険なのです」

「メイザーム！　作戦予定地までどのくらいだ！」

　キムッチが歪んだハッチをクレーンで下ろす指揮をとりながら、怒ど鳴なっていた。

　オーラバトラー・デッキの後部の壁には、四段ほどに回かい廊ろうが取りつけられてある。その最上部で、カットグラに関する作業を監かん督とくするのが、甲かん板ぱん士官のメイザームの任務である。彼が、壁の伝声管でブリッジに照会するあいだに、艦長がラッタルを滑すべり降りてきて、カットグラの横に位置する回かい廊ろうからジョクを呼んだ。

「大変な損傷ではないですか!?　正面の風防がなくては、戦せん闘とう速度を出すわけにはいかんでしょう」

「そうだが……ミハン、スペアの取とり替かえにはどのくらい時間がかかるか!?」

「はっ、三十分とかからんでしょう」

「よし！　取り替えろ」

　それは艦かん長ちようギムトンの命令だった。

「艦長……!?」

「機体は固定してな！　揺ゆれはもっとすごくなるぞ！」

　ジョクは艦長の思い切りの良さに驚おどろき、アリサには整備の仕事を手伝うように頼たのむと、彼を追ってブリッジにあがった。







　４　嵐あらしの壁かべ







　左右前後、上下に揺ゆれるラッタルをあがると、薄うす暗ぐらいゼナーのブリッジの前後左右の窓の外には激しく水すい滴てきが狂きよう乱らんし、それが暴風になぶられて歪ゆがんでいた。そのむこうに見えるものなどはない。ブリッジのいくつもの窓は、大型の水滴型キャノピーにちかい形状になっているので、視界が利きくはずなのだが、それがまるで黒い布におおわれたように感じてしまう。

　ときに、身体からだが浮ういてしまうほどの揺れのなか、ふたりの操そう舵だ手しゆと左右に陣じん取どる機関手、航海士、無線担当のブリッジ要員は、計器類の光でほんのりと浮かびあがらせている身体を、戦場そのままに硬かたくしていた。

　オーラバトラー・デッキからブリッジにあがってくるあいだに、横よこ殴なぐりの風雨があっという間にひどくなっていたのだ。

「そんなに危険なのか？」

「わかりません。オーラ・シップが嵐あらしの壁かべにはいったことはありませんので……」

　よろめきながらも、艦長ギムトン・ケネサウスは海軍軍人らしい身のこなしで、自分の席に身体を押おし込こんでみせる。が、嵐の壁という言葉が、艦長を不安にしていた。

　ジョクは、艦長の椅い子すの背もたれにしがみつくようにして、緊きん張ちようしきっている要員たちの横顔をうかがって見たが、安心できる材料などほの暗いブリッジにはなかった。せめて明るくして欲しいものだと思うが、突つき上げる揺ゆれに、胃のなかのものが咽喉のどにこみあげてきそうになる。

「カットグラの扉とびらの交こう換かん、この揺れのなかでできるのか!?」

「このていどの揺ゆれなら大だい丈じよう夫ぶです」

　艦かん長ちようはジョクに応じてから伝声管にとりついて、

「嵐あらしの壁かべに摑つかまったらしいが安心しろ。暴風雨の海上では、このていどの揺れでは何でもやってきた実力を、聖戦士殿どのに見せてやれっ！」

「わかってますよっ！」

　伝声管からデッキ士官のメイザーム・エイの声が、遠い海鳴りのように聞える間もなく、前方の操そう舵だ手しゆが、

「艦長！　コンパスがメチャクチャです！」

「二十度に取とり舵かじ固定！　舵をとられるな！　ノズル調整、同じ！」

　操舵手とふたりの機関手が応答する間に、艦かん体たいが左から煽あおられて、ジョクは右う舷げんに座る航海士にぶつかってしまう。

「艦長、下に降りるぞ！」

「駄だ目めです。聖戦士殿は、カットグラが発進できるまで、動いてはなりません。整備兵を手伝うなどもっての外ほかです」

　ジョクは、艦長に自分の性格を知られてしまっていることに気づいて、ラッタルにつながるハンドレールに身体からだを支える。が、つぎに、艦長は自分たちの計画を見み抜ぬいているのではないかとも、思いつく。しかし、操船に集中している艦長には、そんなことを考えている暇ひまはないとも感じる。

「……わかった。パイロットが降りれば、整備兵が迷めい惑わくだものな」

「そうであります。出しゆつ撃げきまではお身体を大切にしていただかないと、カットグラがここにある意味がなくなります」

　さすが、自分の椅い子すに座っているかぎり、船がどれほど揺れていようが海かい軍ぐん魂だましいが燃えるようだ。艦長は、笑みを浮うかべるよゆうを見せる。嵐の壁というものがわからないという不安だけが、このブリッジを緊きん張ちようさせているのだ。

「あっ!?」

　短くするどい悲鳴に、ジョクは右側の女性兵士を見た。艦かん内ないを案内してくれた目め利ききのメトー・ライランが、巨きよ大だいな無線機の前から立ち上って、右舷の窓に身体を貼はりつけるようにしている。

「なんだ!?」

　ジョクは、本能的に彼女が取りついている窓のガラスに、雨のしずくが跳はねていないのに気づく。風の方向のせいにしても窓ガラスはきれいすぎた。数条のしずくが流れて見えたが、そのあとは、まるで窓まど拭ふきをしたあとのように透すき通とおっている。しかし、そのむこうの景色は、べったりとした灰色の流れだけだ。雲であろう。しかも、そのなかに、なにかほのかに白く光るものがあるように見えた。稲いな妻ずまではない。動いているとも見えない。

　気のせいかもしれないと、ジョクは左さ舷げんの窓と頭上の窓と見たが、そこには、まだしぶきがはじけ、雨に荒あらされているガラスの面があるだけだ。

　ジョクはブリッジの揺ゆれにのって、メトーのかたわらによろけこむ。

「光が見えたようだが、どういうことだ？」

　ジョクは、風の方向のせいだろうと思うが、窓のむこうのベタ雲の流れには雨が含ふくまれていないのがわかった。重い灰色の幕が疾風はやてのように流れているのが、クリアに見える。そのおかげで、窓についた水が前方に吹ふき流されていったのだ。

「……!?」

　また右の窓のむこうに光るものを見つけたような気がした。そのぼんやりとした光は、激流のような灰色の幕のなかで静止しているようだった。

「艦かん長ちよう、あの光はなんなんです!?」

「ハッ？」

　艦長のギムトン・ケネサウスもジョクの指差す方向に目をこらしたが、上下に揺れるブリッジから特定のものを見つけるのは難しいものだ。

「……駄だ目めです。面おも舵かじに流されています！」

　副長のフオット・ヘラの悲鳴に、艦長は操船の命令を出す。

「いや。待て！　このままもう少し流されてみたい！」

　思わずジョクが艦長の命令を制止するような言葉を吐はいていた。実直な艦長が、ムッとした顔を見せる。

「メトーも見たんだろう!?　なんだ？　あの光は!?」

「ああ！　花みたいです！」

　目め利ききの女兵士のメトーが、唐とう突とつな単語を口にした。

　艦長も副長とジョクも、同時に右の窓の方位を凝ぎよう視しする。ブリッジが揺れているから、その光が動いているように見えるのだ。ジョクが認めたときには、横よこ殴なぐりにはしる雲のむこうに、ポッと白い光が浮ういているのが見えた。が、瞬まばたきをするあいだに、その光は消えていた。

　しかし、網もう膜まくは、白い花が空に浮いているように記き憶おくした。

「……花？」艦長の呻うめきに、

「蓮はすの花のようでした……」とジョクは応こたえていた。

　その瞬しゆん間かん、ジョクは釈しや迦かをイメージした。

　嵐あらしのなかの静せい謐ひつな白い花の印象は、釈迦が大覚を得たときの透とう徹てつした真理を象しよう徴ちようするものとして描えがき現されている睡すい蓮れんを連想したのだ。それは、ジョクが日本人だからかもしれないのだが、別に、仏教などに興味があるわけではないのに、日本という風土に育ったジョクには、そのような記憶が身体からだに染み込んでいたのかも知れない。

　ジョクは、まだ残像が薄うすくのこっている荒あれた空間を想像しながら、揺れる床ゆかの上を泳ぐように艦かん長ちようの椅い子すにたどりつくと、艦長の耳元でささやく。

「このままに、お願いできませんか？　流されてみたいのです！」

「しかし、これでは目的の場所にたどりつけません」

「ゼナーの力なら、なんとでもなるでしょう。コンパスの誤差をメモしておけばすむことです。事態がわかったら、すぐに変針してもらいますから……」

「蓮はすの花とおっしゃいましたな？　なんです？」

「意味はありません。そう見えたのです。錯さつ覚かくかもしれませんが、メトー・ライランはなんの花に見えたのだ!?」

「自分には、キャラの花に見えました」

　そのメトーの言葉に、艦長は、そうかと呻うめいて、操そう舵だ手しゆに舵かじを固定させたままにするように令し、航海士には、変針方位を数秒単位でメモするように命令した。

　ゼナーが嵐あらしに流されるままのあいだ、ブリッジは船内各部の被ひ害がい状じよう況きようを確認する仕事に忙ぼう殺さつされる。が、激げき震しんが船体を揺ゆらして、突とつ然ぜん、ゼナーは船首を下にして落下するようにしてから、自力で浮き上ったという感かん触しよくがブリッジを震ふるわせた。

　胃いの腑ふがひっくり返りそうになっていたのが、ひょいっと治まってしまう。

「……!?　嵐がやんだ!?」

　外界からの圧力で浮いているという感触と明らかにちがう船の力を感じれば、ブリッジ要員たちは、そう信じてしまう。

「いや、左ひだり舷げんはまだ嵐です！」

　メトーのするどい声に左さ舷げんの窓を見やると、確かに遠く嵐が吹ふき荒れているのがわかる。面に広がっている竜たつ巻まきを観測しているように見えるのだ。しかし、右う舷げんの光景は、ただの暗い闇やみが広がっているだけなのだ。そのために、空気は穏おだやかになっている……。

「窓を開いてみろ！」

　艦長の声に操そう舵だ輪りんを放れた操舵手が、右舷の窓を跳はね上げた。窓まど枠わくのしずくが吹き込こんで床ゆかを濡ぬらして、そのあとは、ゼナーの船体がおこす風切り音と、清せい涼りような空気が吹き込むだけになった。寒くはないが、暖かさを感じるというのでもない。しかし、不ふ愉ゆ快かいでないという感触は不思議なものだ。

「台風の目にはいったのかな……？」

　そうは言ってみたものの、ジョクは、台風一過のムッとした熱を感じないので、それも違ちがうだろうと思う。

「そうかも知れませんが……」

「クスタンガよ……クスタンガ……」

　遠い景色を見み透すかそうとする艦長に、右舷の窓から空を仰あおいでいたメトー・ライランが、呪じゆ文もんを唱えるように言った。

「……クスタンガ？　なんでそう言えるのだ!?」

「さっき見えた花があるわ……あんなところに……！」

　ジョクは、メトーが指差す闇やみのなかに、無数といえる睡すい蓮れんの花が浮ういているのを見て、開いた口を閉じるのを忘れた。

　それは、中空のそこここにほの開いて、雲の流れに見え隠かくれしながら急速に遠ざかっている。

「あんなのコモン界にはないわ……」

「高度は!?」

「八百といったところです」

　副長の声が教えてくれた。そののち艦かん長ちようたちのやりとりを耳にしながら、ジョクはメトーの言うことはまちがいではないだろうと思う。見えなくなっていった睡蓮の花たちは、山の中腹に咲さくような花ではない。その白い花たちは、スィーウィドーの海草の森のように、中空にそびえたつ茎くきに花を咲かせている風に見えた。そのような絵は、コモン界に伝わるクスタンガの伝説の本のなかに、ジョクも何度か見たことがある。

　キャラの花といわれるのは、そのような物語で語られている名前であることにも気づいた。

　しかし、それらの物語は、『……そのような美しい丘おかなのですが、コモン界の人々で、戻もどって来たものは、誰だれひとりとしていませんでした』という一節で終るのを常にしていた。




「カットグラの整備を急げよ！　すぐに使うようになるかも知れないからな！　操そう舵だ手しゆ、針路はこのままだ。いいか！　カットグラの修理がおわったら、嵐あらしの壁かべに飛び込こんで戻るぞ！　航海士は、変位の計算を急ぐんだ」

　艦長は伝声管に怒ど鳴なり、ブリッジに号令をする。

「…………！」

　ジョクは、元のコモン界に帰き還かんできる可能性があるかどうか聞くのはやめて、黙だまって艦長の席のわきに戻ると、

「下のほうは、闇で見えません」

「そうでしょう。……オーラバトラーのメカニック・マン以外、総員、第一戦せん闘とう監かん視しだ！　変ったものを見たら知らせろ！」

「嵐のほうは、壁のようになって見えている」

　ジョクは、左さ舷げんから望める嵐の壁のことを言った。

　事実を見せられ、体験すれば、納得するしかない。しかし、夜のために、現象の詳しよう細さいを観測できなかったのが残念だった。バイストン・ウェルという階層世界のなかに、それぞれの界がどのように存在するか考えられる資料が得られる現象を通過したのに、落ち着くまではそんなことも思いつけなかった自分を自覚する。しかし、自然現象を観測しても、現象の意味を読み解けるような基き礎そ学力はない自分に、ジョクはうんざりしてもいる。

「……外に出るのは、いけないかな？」

「当り前です。駄だ目めです」

　言下に艦長は否定したが、ふたりの会話を聞きちがえた操舵手が、「冗じよう談だんじゃないですよ！　それじゃ、俺おれたちは帰れないじゃないですかっ！」

「黙だまらんかっ！　ゼナーは嵐あらしの壁かべを容易に突とつ破ぱできたんだ。ということは、戻もどれる。バカなことは考えるな！」

　艦かん長ちようは副操そう舵だ手しゆを怒ど鳴なりつけてから、伝声管にとりつき、

「カットグラの修理はどうなっているか!?　各部署は、異状はないことを再度確認して、報告しろ！」

　ジョクは、下のオープンデッキに降りるつもりになって、ラッタルのハンドレールに手をかけたとき、

「いい薫かおり……クスタンガの薫りだわ……これ……！」

　うっとりとした少女のような声が耳にはいった。メトーだった。

「……どういうところなんだ？」

　身をひるがえして、ジョクはまたメトーのかたわらに立つ。

「フェラリオが生れる花々が咲さく丘おかでしょ？　あたし戦争やるより、ここに残るほうがいいわ」

「そんなところで、コモン界の人間が生きていけるのか？　こんな小さなフェラリオだろう？　そんなものを相手にして、なにが面白いのだ？」

「それは男性の感覚です。いいじゃないですか？　こんな蕾つぼみのようなチビちゃんたちの面めん倒どうをみられるんですよ？　そして、百年たてばワーラー・カーレンに移るんです。コモン界で食べていくために戦争やるより、ずっといいじゃないですか」

「家族のところに帰りたくないのかい？」

「いません。そんなもの……！」

　ジョクは、そんな女兵士の回答に、ゼナーは元のコモン界に帰れると直感する。

　ここが、伝説に語り伝えられるとおりの夢ゆめのような世界なら、不幸を背負った人々はここに滞たい在ざいすることは許してもらえないだろう、と思いついたのだ。

　ジョクは、地上世界から落ちた人間である。そのことだけを考えれば、このような別次元に飛びこめたのは、なにか運命的な力があってのことと考えていた。

　しかし、コモン界に降りてわかったことは、ここは人の汚お濁だくを生み育てる界ではないかということだった。そうでなければ、ドレイクやギィ・グッガの存在など、在あり様ようはずがなく、そういう世界であればこそ、人生、あまり巡めぐり合わせの良くないジョクも受け入れてもらえたのではないか、ということだ。

　ジョクは、生れ落ちたときから不幸だったという自覚はないのだが、海外の出張が多い父は家に居つくというタイプではなかったし、そんな夫に傅かしずいた母親は、こんなはずではなかったと、いつも人生の不運を嘆なげく女になっていた。それでなのかどうかは知れないのだが、母が不ふ倫りんをしていた時期があったらしいという記き憶おくも、ジョクにはある。

　ジョク自身、小さいときから妙みような経験が重なったという自覚もあるし、大学のグライダー部の後こう輩はいである田村美み井い奈なとは、一度愛しあったぐらいの関係しかないのに、彼女の肉体がスライスされてしまうような死しに様ざまを目もく撃げきしなければならなかったのである。そんなことは、運のいい者が体験することではない。徹てつ底てい的に星ほし廻まわりが悪いといったほうがいい。

　そう考えれば、夢ゆめの世界とか異世界、もしくは、寓ぐう話わの世界として語られるクスタンガの丘おかなどは、理想世界であろう。そのような界が、汚お濁だくに満ちた存在を排はい除じよするように作動するのではないかと思いついたのだ。




「メトー、無線を開いてみろ！　なにか受信できないか確かめるのだ！」

　ようやく無線機の存在に気づいた艦かん長ちようの声に、メトーともうひとりの無線担当の兵士がレシーバーに神経を集中する。

「艦長、自分は下のデッキに降りるが……？」

「駄だ目めです。聖戦士殿どのはここにいてください。オーラバトラー・デッキはオープン・デッキです。なにが飛び込こんでくるか知れたものじゃありません」

　副長が額ひたいに青筋をたててジョクの前に立ちはだかった。アリサたちのことが気になるものの、もっともと言えないでもない制止に、ジョクはラッタルを降りるのを躊ちゆう躇ちよする。

　ジョクは覗のぞける窓という窓から周囲を観察してみたが、あの睡すい蓮れんに似た花の光は、二度と見つけることができず、頭上でもったりとした渦うずを巻く雲の動きを見上げるしかなかった。

　足元というか下界のほうの光景は、より深い闇やみがシンとあるだけなのだ。

「雑音のほうが多くて、なにも受信できません」

　何度かの無線の受信状態に変化をさぐろうとしているブリッジも、何事もおこらない。そのうちに、キムッチからカットグラの扉とびらの修理が完かん了りようしたという報告がはいれば、艦長ギムトンは命令する。

「よし、帰き還かんするぞ！　任務を遂すい行こうできない空域にはいる必要はないのだからな！」

　ジョクは、コモン界という現世で生きるしかない艦長も、汚濁を身にまとった人であると思った。

　ゼナーは、嵐あらしの壁かべに直角に船首をむけると、最大出力で嵐に突とつ入にゆうしていった。







　５　夜や襲しゆう







　嵐あらしの壁かべを突とつ破ぱすると、そこにはコモン界のあたりまえの静せい寂じやくがあった。オーラの月の光に飾かざられた山並みは雲の列をまとって稜りよう々りようとつづき、コモン界の騒そう乱らんなどはどこ吹ふく風という静せい謐ひつを描えがいている。

　ジョクは、壁という表現が正しいと思えたのは、ゼナーが嵐にたいして直角に突とつ入にゆうしたら、巻き込こまれたときの半分ほどの時間で嵐を突破できたからだった。その違ちがいは、ふつうに起こるコモン界の嵐や地上でのものとは、どこか違うものを感じた。感かん触しよくが薄うすい、といったものなのだが、それでも暴風の現象は体感したのだ。

「……損傷確認！　総員、戦せん闘とう監かん視し体制に入れ！」

　艦かん長ちようギムトンのそんな緊きん張ちようした命令を聞けば、錯さつ覚かくではなかったとは思うのだが、虚うそっぽいという感触は拭ぬぐいがたい。

「オーラ・シップはたいしたものであります。正直なところ、あの嵐から脱だつ出しゆつできないと思っていました」

　一段落した艦長の笑顔に、ジョクは、こんな軍人でもクスタンガの伝説を信じていたのだと知った。ジョクは、無線機の置いてある右みぎ舷げんの窓から首を出すようにして、またあの睡すい蓮れんが見えないものかと思う。間近に流れる雲が、ブリッジの計器の電気の光をほのかに映し出して、形のかわるレースのカーテンのように後方に消えていく。

「嵐の壁の民話やクスタンガ伝説では、一度、そこに踏ふみ込んだコモン人は、帰ってこれないといいますからな」

「本当にそういう寓ぐう意いなら、誰だれがその伝説を語り伝えたのです？　フェラリオたちかい？」

　思わず苦笑してしまったが、艦長はそんなジョクの冷やかしなど聞いていないように見えた。

　背もたれに頭をのせ、制服の前のボタンをひらいて胸元に風を送っている。が、反論を思いついたのだろう。

「昔からいろいろなフェラリオがいて、コモン界に落ちてきます。それで、そういう連中の話を集めた学者先生たちが書かき溜ためたものが、クスタンガ伝説なのでしょう。もっとも、民話の集大成をはじめてやったのは学者ではなく、民間の研究者だといいますがね……」

　ジョクには、フェラリオが落ちてきた、という表現が面白いと感じる。それが、コモン人が、身長三十センチほどの羽根をもった生き物にたいして感じている考え方なのだろう。

「フェラリオだって、人間のように見える生物でしょう？　そういうものが嵐の壁に吹き飛ばされて、クスタンガからコモン界に来たっていうなら、コモン人だって、嵐の壁からは生せい還かんできるんじゃないんですか。こういうオーラ・シップを使えば、将来はかんたんに行き来できるようになると思いますね」

「クスタンガの丘おかの伝説は、機械がなかった時代のものですから、そりゃぁ、徒かちではあの嵐は突とつ破ぱするのは、難しかったんですよ。そうか……我々が、クスタンガの伝説を知っているということは、クスタンガを見てきて伝えた人がいたということか」

　艦かん長ちようは、今しがたの自分の体験から自説をかんたんに撤てつ回かいしたのだろうが、そんな艦長をジョクは試したくなる。

「しかし、伝説上では、コモン人は帰って来られなかったと書かれているのでしょう？」

「誰だれも帰って来たものはおりませんというのは、それはレトリックですよ」

　軍人がそんな修辞上の問題を口にしたので、ジョクは内心驚おどろく。地上界でいえば中世期的な認識論が身にしみている軍人なのに、物語にたいする理解や解釈はたいしたものだとも感じるのだ。そうではなく、ジョクのほうが無学なのかもしれない。

　概がい念ねん的なことはわかっているつもりでも、レトリックが修辞であり、巧たくみに言葉をつかって表現すること、というような意味だと考えなければ、レトリックという概念も想像できないので、ジョクは、「そうかな？」と、曖あい昧まいにしか応こたえられない。

「教訓を込こめているのでしょうな。誰が行っていいというものではない。聖域にしておきたいという作者の気持ちが含ふくまれて、誰も帰って来られませんでした、という結びです」

　そんな言葉を耳にしながら、ジョクは流れる雲を呆ぼう然ぜんと眺ながめるだけになってしまう。もっと勉強をしておけば良かった。正確な知識は必要だと感じてしまうのが、こんな時だ。

　こんな会話は、戦いにも人生にも必要がないといえばそれまでなのだが、軍人とこんな会話をしてやり込められるのは面白くはない。こういうところに、人間の度量が出るのかもしれないと慨がい嘆たんした。

「わからない話じゃないけれど……」

　身を引いて艦長に振ふり向くと、副長のフオットがメモを渡わたしたところだった。

「……ご覧のとおりです。外部のバルブ類に相当の損傷が見られます」

　損傷報告のメモに目をとおしながら、艦長は胸ポケットからエンピツを取り出す。

「外に突つき出ているものが、大たい抵ていやられていますな」

「そうか……この印をつけたバルブの修理は急げ！」

　艦長はメモを副長に戻もどしたところで、ジョクが艦長に訊きく。

「……作戦は予定どおりですか？」

「目的地へはあと十数分というところです。敵の制空圏けんにはいっています」

「敵が制空圏という概念をもっていればの話ですがね……」

「ハハハ……そういうことです」

　ジョクの軽口に、艦長が笑ってくれる。

「では、艦長、下に降りる」

「ハッ！　頼たのみます」

　ジョクはブリッジのラッタルの背後にあるハンドレールに摑つかまると、先に降りていった副長の背中めがけて落ちるようにして、オーラバトラー・デッキへ滑すべり降りていった。




「……ミハン！　どうかっ！」

　甲かん板ぱん士官のメイザームに敬礼を返しながら、ジョクはオーラバトラー・デッキを覗のぞいてみて、カットグラの足元周辺に木や土砂などが散乱して、まるで地面そのもののようになっているのに唸うなった。そんな状じよう況きようのなかで、若者たちはよくも修理をやったものだ。

「……!?　外に落ちた者はいないのか!?」

　オーラバトラー・デッキは舷げん側そくの左右に開かれたオープン・デッキの構造になっているので、外そのままといっていい状況なのだ。

「そんなドジな兵はいませんぜ」

　かたわらに立った甲板士官のメイザームが、ウインクをしたのは洒落しやれているつもりなのだろうが、ときに饒じよう舌ぜつになる士官に似合う仕草ではない。が、ジョクの家の者たちをクルーと思ってくれている証しよう拠こなのだと思えば嬉うれしいのだが、その彼のような軍人たちを裏切ることになる作戦に心が重くなる。

「結構です。戦せん闘とうがおわったら、艦かん内ない掃そう除じが大変だな？」

「ハッ！　身体からだ中アザだらけになってしまいました」

　メイザームは、嵐あらしの壁かべを突とつ破ぱしたときのことをいいながらも、甲板掃除のためにきっぱりと背をむける。ジョクは、カットグラのコックピットにちかい回かい廊ろうに降り、梯はし子ごを横にしてカットグラのハッチにかけてコックピット前に行く。

「……!?　申し訳ありませんでした。嵐の壁を突破するまで、艦かん長ちようから、ここに降りてはならないと命令されていたのです」

「わかっています。気になさらないで」

　さすがに、一度も降りてきてくれなかったジョクにアリサは怒おこっていた。が、パイロット・シートの背後に身を沈しずめる支度はしてくれている。

「申し訳ありません。すぐに、作戦にはいるようです」

「そうか……」

　一いつ瞬しゆん、アリサはブルーの瞳ひとみに陰かげをいれて、シートの背後に身を沈めるのをためらう。それを気づきながらも、ジョクは、

「……キムッチ！　いいのか？」と、カットグラの脚きやく部ぶの点検をしている家の若者たちに声をかける。今は、段取り確認することが先決なのだ。

「ハッ！　万事良好です！　嵐の壁の問題がなければ！」

　キムッチが周囲にいる同どう僚りようとゼナーの整備兵の動きを確認したのを、ジョクは見み逃のがさない。いい部下たちだと感じる。

「よし、艦長の命令が発令されたら出るぞ！　あとはよろしく！」

　最後の言葉に、作戦は予定どおり実行するという意味を込こめれば、ハンダノの若者たちは了りよう解かいの手を上げてくれ、キムッチの背後では、ミハンがふたりの仲間にコックピットにあがるように命令をした。

　他所よそ者ものだということを意識していた騎き士しミハン・カームは、今回の作戦では、ジョクの右みぎ腕うでになってくれて、キムッチにとってもいい相談相手になってくれている。

　ジョクは、補助椅い子すに身体からだを小さくしたアリサを覗のぞきこんで、彼女のシート・ベルトに手を触ふれて確認してやって、

「よろしいのですね？」

「いまさら……」

　その言葉が終わらないうちに、ジョクはその唇くちびるにキスをしながら、そのまま、「申し訳ありません。ぼくと知り合わなければ、こんなことになりませんでしたのに……」

「好きで選んだ道です。優しくしてくれればいいのです」

　言い方は傲ごう慢まんに聞えるが、そうではない。アリサの育ちを考えれば、その言葉がとんでもなく謙へりくだっている言葉なのだ。

「ありがとうございます。全力をつくします」

「ありがとう」

　ジョクは唇に感じたアリサの唾つばの香かおりを、思わず舌で舐なめながら、コンソール・パネルに火をいれ、無線機のスイッチをいれる。

「こちら、ヌース！　ベアー！」

「はい、周囲に異常なし。目的地まであと五分です」

　メトーの声が、ようやく識別できる音量がすべて紙製のスピーカーから聞える。

「では、聖戦士！」

　ミハンに言いつけられたデトアとナームが、取りつけたばかりのハッチの扉とびらを閉じてくれる。

　ジョクは彼らに視線で挨あい拶さつをしたが、ふたりの目の色は緊きん張ちようしきっていて、応答するよゆうが見えなかった。

「楽にしろ。実戦はこれからなんだ。ギィ・グッガとの戦いのことを考えれば、相手はコモン人だ。どうということはない」

「そうでありますが……」

「辛つらいのはわかる。俺おれだって故郷から切り離はなされた男だ」

「わかっています。今日のあとも、陽は昇のぼるっていうんでしょう」

　デトアのほうが硬かたい笑いをつくりながら、ハッチの扉を閉じてくれる。そのロックはジョクの側からも開けられるものだ。

　キムッチがたえずカットグラの動きを気にしてくれているのが見えれば、彼もミハンたちの働きぶりが気にならないからだ。

「ヌース、発進位置に移動する！」

　メトーの偉えらそうな口調をうけて、ジョクは、カットグラをゼナーの左さ舷げんの発進位置に歩行させた。カットグラの右手にはフレイ・ボンムを連射できる巨きよ大だいなオーラ・ライフルが、腰こしにはオーラバトラー用の大型の手しゆ榴りゆう弾だん、十キロ爆ばく弾だんといったものが装そう備びされている。そして、左手には巨大な楯たてである。

　オーラバトラーの機体そのものが装そう甲こうに覆おおわれているので、楯をもつというのは、戦車がさらに厚い装そう甲こう板ばんを張りつけるようなものなのだが、人型の機動兵器が楯たてをもつことを、開発者のショット・ウェポンもジョクも不思議には思っていない。

　本来的にいえば、両方の手に武器を装そう備びさせるほうが有効なのだが、人のセンスというものはそうは考えないようだ。アメリカ人のショットなどは、両手に武器を持たせたら安物の西部劇の悪漢になってしまうと言ったことは、ジョクにも同意できたものだ。

　事実、肉にく弾だん戦をやった経験からすれば、楯が機体の損傷をカバーしてくれることはあったので無む駄だではなかった。となれば、楯の先せん端たんに、オーラマシーンの装そう甲こうや関節のもろい部分を打うち砕くだく力ある刃は、穂ほ先さきが、引き込こみ式に内装されるようになった。バネ仕し掛かけで飛び出すのだ。場合によっては、発射させることもできる。が、性能のバランスを考えたとき、どこまで有効なものかという問題が別問題として発生する時代がくることは、兵器の発達を考えればありえよう。




　カットグラが、機体の右からゼナーの戦せん闘とう速度による強風を受けてよろけたので、ジョクは機体を低くして、オーラバトラー用のバーに楯を当てるようにして発進姿勢をとる。

「……敵基地を発見！　右前方二時！」

　同時に、メトーの緊きん張ちようした声が飛びこんでくる。

「了りよう解かい！」

　ジョクは、コックピットの右にある小窓を見たが、カットグラの腕うでで何も見えない。カットグラの視覚からの映像は、潜せん望ぼう鏡きようで直接視認できるものと、テレビモニターまがいのものが左右に装備されているのだが、これも夜では使い物にならず、潜望鏡方式のほうは、視界が狭せますぎるので便利ではない。それら、視界の狭さをカバーするために、機体の運動性の良さを利用するしかないのだ。人間の視界の悪さをそのまま巨きよ人じん化したものが、オーラバトラーではある。

「行きます……」

　ジョクの低い声に、アリサの手が背後から伸のびて、ジョクの左ひだり腕うでを握にぎり締しめてくれる。

「天と地の霊れいの導くままに……」

　ジョクは、アリサのその手を右手で押おし包んで、艦かん長ちようの発進の合図を待つ。

「では、よろしく」

　艦長の声がノイズのなかから聞こえ、メトーの元気の良い声が無線機からはじけたので、ジョクのカットグラは、ゼナーのデッキを蹴けった。フッと身体からだ全体が浮うき上り、アリサの息いき遣づかいが、ジョクの首筋をうつ。

　カットグラの背中にたたまれていた四枚の羽根が音をたてて拡ひろがると、もう一度身体が浮き上ってから、ジョクは、機体を急速に前ぜん傾けいさせて、ゼナーの船底に回りこませていく。

「…………!?」

　ジョクは、闇やみに慣れていない目をしばたく。空の星に似た燐りん光こうが届かないゼナーの船底の下の空間には闇しかなく、蛍けい光こう塗と料りようを塗ぬった計器の数字の針が浮き立つ。カットグラの左後方、見上げる位置にあるゼナーのテール・ノズルには排はい気きガスの光があるのだが、ジョクには見える位置ではない。

「…………!?」

　と、ゼナーの前方から数個の閃せん光こうが走り、それがジョクの前方ではじけて光の輪になった。

　照明弾だ。その強力な光が前方の空域を満たして、地上の森と山々の稜りよう線せんをくっきりと浮うき上らせる。それを合図に、ジョクは一直線に降下を開始した。

　その前方の森林の窪くぼみには、はっきりと滑かつ走そう路ろらしい直線が視認できた。

　ミの国のものだ。

「凄すごい！」

　背後の隙すき間まに押おし込こめられているアリサにも、照明弾のあまりの明るさに息を吞のむ。

「正面の目標にむかっています！」

　ジョクはアリサに報告したのだが、半分はゼナーのブリッジへの報告である。カットグラを加速させる。

「いいのですか？」

　さすがにアリサは、ジョクに耳打ちをするように訊きく。鉱石無線のマイクにひろわれるような声ではない。

「やって見るだけです」

「それは良いのだが……」

　アリサの女王の言こと葉ば遣づかいが、途と切ぎれる。彼女は、あまりにも作戦が直線的にすすんでいるので、不安になったのだ。

　照明弾はまばたくような光をゆったりと降下させて、カットグラの影かげをくっきりと空に浮き彫ぼりにし、森のなかに切り開かれた一本の滑走路の左右にならんでいる数機の飛行機型のシルエットも浮き彫りにした。滑走路は数百メートルほどのものだ。

「行きます！」

　ジョクは、滑走路の上空でカットグラの姿勢を縦にして急激に減速させると、正確に滑走路の上を滑すべるように滑かつ空くうさせて、左右のフラッタラの影を観察する。フラッタラの影は沈ちん黙もくしていた。

　ジョクには進入方向が正しいのかどうか確かめる手立てはなかったのだが、事は一気にすすめなければならなかった。

　滑走路の一方の端はしが見えて、それが足元に消えると、さらに減速をかける。

　ギュリリリ……！

　オーラ・ノズルの悲鳴と羽根の抵てい抗こうで機体が震ふるえ、ジョクは視界一いつ杯ぱいに広がる森の影を識別するようにして、そして、その木々の下の闇やみのなかに、いくつかの揺ゆれる光を見つける。

「あれかっ！」

　第一の関門は突とつ破ぱしたと感じる。この松たい明まつの光が見えなければ、戦せん闘とう行動をとらなければならなかったのだが、そうしないですむという思いは嬉うれしい。が、これからが始まりなのだ。気を取り直して、松明の光の塊かたまりにむかって機体を降ろして、カットグラの脚あしを地につかせる。その衝しよう撃げきがコックピットを揺ゆすった。

「アウッ！」

　ひどい衝撃ではないはずなのだが、アリサの声が撥はね、ジョクがカットグラの脚あしを踏ふみ出させると、機体頭部が木々の枝を押おしやって、逆に機体が押し戻もどされそうになったりした。

「停止しました。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「なんとか……」

　アリサを振ふり向く間はなかった。静止したカットグラの足元に、いくつかの松明が駆かけよって来たものの、カットグラの挙動を窺うかがうかのように止まった。

「聖戦士のカットグラである」

　ジョクは拡声装そう置ちを使うと、その声に呼応して松たい明まつがよりはっきりと接近してきたので、ジョクはカットグラの上体を屈かがませ、左手の楯たてを横にして胸の下に位置するように固定していった。

「ジョクだ！　ここでクルーをひとり降ろす！」

　ジョクは、コンソール・パネルを左に押し退のけてから、ハッチの扉とびらを開いた。木々の重い香かおりが鼻び腔こうをうつ。クスタンガの清せい涼りようなものとは違ちがっていたが、これもまた人を安心させる香りが含ふくまれている。

「ご苦労であります！」

「こちらへ！」

　カットグラの楯に、梯はし子ごがかけられ、松明の揺れる光のなかに、ミの国の兵士たちの姿が浮き上ってきた。

「では……」

　ジョクはアリサの手をとって、コックピットから楯に移動させ、かけられた梯子のほうに足場を確保してやるように案内していく。アリサのその手がひどく冷たかったが、そのことは口にしない。

「ご苦労様」

　松明を持ってあがってきてくれた女性の声は、少しかすれ気味の英語で、ジョクの耳には快くひびいた。アメリカ人のマーベル・フローズンのものだ。

「ニー・ギブンは？」

「反対側の森のなかで、あなたを待っています」

　ブロンドのマーベルが、アリサの足元を松明の光で照らすようにして、梯子に導くのを引ひき継ついでくれた。アリサはマーベルに硬かたい礼を口にしたものの、あとは揺ゆれる光のなかで梯子に足を乗せて降りていくことに神経を集中しすぎて、ジョクを見上げることもできない。

「これで、ようやくひとつ終しゆう了りようね」

「君のような人がいてくれるからできたことだ。助かる」

　ジョクは差し出されたマーベルの手を握にぎりしめる。しっかりとした掌てのひらの感かん触しよくは女性らしくないのだが全体は柔やわらかい。

「でも、これからよ。ゼナーが相手なんでしょ？」

　ジョクは、陰いん影えいのはっきりしたマーベルの微び笑しようにキスしたい衝しよう動どうを覚えたが、アリサの唇くちびるを覚えているのでそんなことはできようがない。

「フラッタラは、出すわね？」

「頼たのみます」

　マーベルに頷うなずくと、彼女は松たい明まつを下に投げ落としてから梯はし子ごを降りていく。ジョクは、楯たてにかけられた梯子が外されるのを待たずにコックピットにあがり、カットグラの姿勢を立て直しながら機体を滑かつ走そう路ろに正対させた。

「……さて……ギムトン艦かん長ちよう、すまないが、素直にしたがってくれよ」

　ジョクは、自分がこれから行おうとしている作戦の後ろめたさに、さすがにゼナーのクルーの家族たちのことを思ってしまう。メトー・ライランが家族をもっていないということなど、気休めにもならなかった。

「行くぞ！　艦長！」

　カットグラを歩行させて滑かつ走そう路ろに出ると、わだかまりを吹ふっ切るように一気に加速をかけて、ゼナーにむかって上じよう昇しようした。




　そのカットグラの強力な機動力を、百数十人のミの国の兵士たちが、左右の森のなかで息を殺して見守っていた。

「……あんなのじゃ、我々のフラッタラでは対たい抗こうできないな……」

　そんなことを口にするのは、何度かの空戦をこなしてきたミの国のパイロットたちだ。経験がなければ、機械の性能の違ちがいを正確に理解できないものだ。

　中世的な感覚をもっている彼らは、翼つばさをもつだけの形態のフラッタラより、カットグラのような人型の機械に脅きよう威いを感じるのは、ひとつには人類発生の頃ころからの人間の超ちよう人じん願望が、まだ生き生きと心にあるからだ。

　地上界の中世期、産業機械の開発の黎れい明めい期きには、貧弱な機械技術では人型の機械は製作できないと失望したために、人々は、人型の機械の夢ゆめを捨てたことがあった。しかし、その時代を除けば、人類はたえず超人を願望してきた。

　絶対忠実な使用人も、その忠実性をとれば超人的であったし、現代のオートマチックに操業してくれる機械やコンピューターも、その働きは超人的である。

　しかも、現在のようにすぐれた機械技術をもてば、人が、あらためて人型の機械、超人への願望を抱いだくのは、人が人型そのものに力を感じるからである。自己愛からではない。生物の進化のいきついた結果、証明された形態である、という保証があるからだ。

　だから、人型に似た形態のものであればあるほど、人は驚きよう異いと畏い敬けいの念を抱くのである。

　ミの国のパイロットたちは、自分たちのオーラマシーンが技術的に劣おとるから打ちのめされたのではなく、形そのものに打たれているのだ。空中戦では、必ずしも人型が有利ではないという真理は、空戦に未熟な彼らには想像できようはずがないのだ。




「艦かん長ちよう！」

　ジョクが、ゼナーのブリッジの前方に滞たい空くうしたとき、ゼナーのブリッジには異常な緊きん張ちようがはしった。

「どうした!?　攻こう撃げきできない理由があるのか！」

　艦かん長ちようの声が、カットグラの鉱石無線に飛びこんでくる。

「いや、違ちがう。当方の作戦を実行させてもらう。我が家の者をブリッジに上げよ！　上げなければ、ゼナーの船首を破は壊かいする！」

　そこには、ふたりの銃じゆう撃げき要員がいるのだ。カットグラは、脚あしでその銃じゆう座ざのハッチを塞ふさぐようにして立って、ブリッジにオーラ・ライフルの銃じゆう口こうをむけていた。

「正気でありますか!?　聖戦士殿どの!?」

「正気の証しよう拠こに、自分は、今、ロマスナのオーラ・マシーン部隊と接せつ触しよくして、支し援えんを依い頼らいした」

「聖戦士殿っ！」

「家の者をブリッジに！」

「……やっています！」

　オーラバトラーのコックピットの視界が狭せまいのは、こういう時に不自由だった。ブリッジを見上げる形では、カットグラの頭部の目からの映像は、コックピット正面上の潜せん望ぼう鏡きようからは視界が狭すぎ、モニターは何も映らないに等しい状態なのだ。

「急げ！　オーラバトラー・デッキからの抵てい抗こうがあったら、ここの銃座のクルーを殺す！　抵抗は辞めさせろ！」

「わかっています。教えて下さい！　なぜ、こんな事をなさいます!?」

「それは、説明したはずだ。艦長……！」

「わかりません。聖戦士殿！」

　ジョクは、甲かん板ぱんに出てくる兵士たちが右往左往しているのを見ながら、彼らのなかに、特別に抵抗する気配が見えないので安心する。一度、オーラバトラー・デッキの壁かべの陰かげに、甲板士官のメイザームの姿が見えたが、彼も何かを怒ど鳴なり散らすと姿を消していった。

　ルルル……！

　カットグラの左右を、上じよう昇しようして来たフラッタラが数機パスして、ゼナー上空を旋せん回かいする態勢にはいった。

「聖戦士！　ミハンです！　ブリッジに上りました」

「ゼナーの抵抗はないか？」

「ハッ！　ありません！」

　さすが、今回の作戦に率先して同調してくれている騎き士しミハンである。返事にも自信に満ちている。

「よし、予定どおり、ロマスナの滑かつ走そう路ろに着陸させる」

「ハッ！」

　ミハンたちは、混乱する艦かん長ちようを見張って、ゼナーをミの国の最前線基地の滑かつ走そう路ろに着陸させるために、針路を滑走路の方角にとらせたようだった。

　ジョクのカットグラは、ゼナーの艦かん首しゆから動かずに艦かん内ないの抵てい抗こうを封ふうじたのだが、これで万事終るとは思ってはいない。

『マーベルの言ったとおりだ。第二関門は突とつ破ぱだが、これでは簡単すぎるぞ……』

　滑走路と思える方位に、松たい明まつの火が列を作り始めていた。ニーとマーベルの指揮で行われていることだ。







　６　不安







　ロマスナの前進基地はその名のとおり、ラフな滑走路が敷ふ設せつされているだけで、ゼナーが着陸すると左右の舷げん側そくが木々にぶつかってしまう。だから、ジョクはゼナーのクルーを恫どう喝かつして、木々のあいだに船体をよじらせるように陥かん没ぼつさせ、鎮ちん座ざさせた。

　そのとき、ゼナーのランデング・アームは、ジョクが上空から見た木製のフラッタラのダミーを数機押おしつぶしていた。そういうものを用意するマメさを、ミの国の軍人たちはもっているのだった。

「おわかりですかっ!?　ご自分がなさっていることを！」

　着陸作業が完かん了りようすると、海軍軍人らしい気性を剝むき出だしにした艦長ギムトンは、それだけはいってきた。

「艦長以下、クルーたちにも、我々と組することをお考えいただきたい！　舷側のラッタルを降ろせ！」

　ここはジョクも強気を見せるしかなかった。

　そして、カットグラを船首から飛び降りさせると、その基地の天幕張りの小屋が隠かくされているところに降り立って、舷側に立つハンダノの若者たちを援えん護ごする意志を見せながら、ニーたちを誘ゆう導どうするために、木々の枝を払はらったりした。

　そんな滑かつ走そう路ろに面した森のなかには、フラッタラを隠すために十ほどの塹ざん壕ごうが掘ほられてあり、天幕張りの小屋がふたつ、塹壕の背後に隠かくれるように設営されていた。

　ゼナーは、ニー・ギブンとマーベル・フローズン、それに選ばれた三十数人のミの国の兵員を乗せるとただちに浮ふ上じようして、滑走路の左右にたかれた誘ゆう導どう灯とうがわりの焚たき火びは、ただちに消されて、滑走路は月光に浮うくただの一本の筋になった。

　ゼナーを警護するフラッタラをロマナスの基地が提供してくれなかったのは、ミの国の軍人たちには、まだオーラ・シップに護衛が必要だと考えていなかったからである。

　が、アの国との国境の警備を優先している基地としては、この事件がアの国に知られるのは時間の問題であれば、その時のためにフラッタラは動かせないという事情もあった。




「聖戦士殿どの……どういうことです？　これは？」

　ゼナーの艦かん長ちようギムトン・ケネサウスは囚とらわれの身となったのだが、別に固こ縛ばくされているわけではない。キャビンのいつも彼がすわっている椅い子すから、ニーとジョク、それにこの艦かんに乗り込こんできたミの国のふたりの士官を見み渡わたすようにすれば、知らない者がこの光景を見れば、ジョクたちが、艦長の訓示でもうけるのではないかと思える。

「この艦に合流したときに、艦長の気持ちは聞いております」

「そのこと、さきほどもおっしゃったようだが、自分は何も申しておりません。そのような記き憶おくはない」

　艦長はどこまでも用心深く、軍人らしく意味のない一直線の猜さい疑ぎ心しんをあからさまにするのは、それだけが威い厳げんをたもつ術であると知っているからだ。

「自分はこの計画をずっと考えていました。ドレイク・ルフトのやり方には同調できないというそういうお気持ちは、艦長にもおありだと伺うかがいました」

「知らんな」

　両手をテーブルの上で握にぎりしめた艦長は、もうそれを凝ぎよう視しするだけで、眉まゆひとつ動かすまいと決心をする。

「ゼナーの次の作戦について、教えてもらいたいものです」

　ジョクにかわって、ニー・ギブンが、ミの国の騎き士しキゼサ・ハームの差し出す質問状に目をとおしながら口を開いた。彼も実直な青年であるから、正義感だけが口から先行する。

「黙もく秘ひする。官姓せい名めいは申告したはずだ」

「結構でしょう……以後は、我々の管理下にはいってもらいます」

　ミの国の士官キゼサは冷静で、ニーが続けようとした質問を打ち切らせた。このような仕事には慣れている士官と見えた。

「……艦長、協力してくれるなら、ミの国は官職だって用意してくれると言ってくれているのです。そういう意思はおありではないのでしょうか？」

　ニーにすれば、最後の確認事じ項こうという気持ちで、士官キゼサの制止を振ふり切って訊きいた。なんども頭のなかで練習したであろう字句であることは、ジョクにも想像がつくので、苦笑がこみあげてしまう。

「好意はありがたいが、現在は翻ほん意いする意思はない」

　ギムトン・ケネサウスが、どこまでも毅き然ぜんとした態度を保とうとするのは、当然である。彼に、ジョクのように、多少でもミの国の状態がわかっていれば、協力する可能性はあっただろうが、ゼナーを任されてまだ間もなく、この作戦が二度目である。海軍で海にむいていた気持ちを、北の陸地にむけるのには時間がかかるというものである。

「艦かん長ちようがそのような態度なら、今後は捕ほ虜りよという扱あつかいにさせていただくが、よろしいな？」

「軍法にしたがって扱ってもらいたいな」

　ミの国の士官キゼサの言葉に艦長は臆おくせずに立ち上ると、腕うでをとろうとする兵士の手を払はらってキャビンから出て行った。独どく房ぼうなどあろうはずがない小さな軍ぐん艦かんである。どこに監かん禁きんしようというのだろうかと、ジョクは気になる。

「我々は、ブリッジにあがります」

「はい……自分もすぐにあがります」

　ニー・ギブンが、もうひとりの士官エゼラー・ムラボーに応じると、ミの国のふたりの士官がキャビンを退出し、ニーはジョクの隣となりの席にすわりこんだ。

　テーブルの上の電球は、傘かさの上から黒い布をたらして真下を照らすだけにしてあるので、キャビンの四よ隅すみは薄うす暗ぐらく、窓にも遮しや光こうのためのカーテンがしっかりと固定されていた。

　ニーがアの国を脱だつ出しゆつして以来、ジョクとこうして身近に話をするのは初めてのことだ。

　ニーの頰ほおの色いろ艶つやはふつうの人と変わりなくなっていて、見た目にも体調に不安を感じさせるものはなくなっていた。電球の光のなかの手ての甲こうも、ふっくらと青年らしい逞たくましい厚みがあった。

「ニーのおやじ様は？」

「ピネガン王と一いつ緒しよさ。旧ふるい友達というのはいいものらしい。そのおかげで、ジョクとも合流ができたのだがな……」

「瘦やせたかな……？」

「そりゃ、ジョクもだろう。俺おれにはマーベルがいてくれたので、本当に助かっている。彼女がいてくれなければ、麻ま薬やく中毒も治っていなかった……何が心配なんだ？」

　ようやく、年上らしく膝ひざを正面に向けてくる。

「うまくいきすぎているということだ。そうだろう？　ニーたちがミの軍を連れて、水すい晶しようの森の南に進出したときは、俺はドーメ部隊を率いて対たい抗こうしたな？」

「一週間前のあの時に、なんでカットグラで出てこなかったんだ？　あの時が、お前を受け入れる時だと思っていた」

「そのつもりだったが、カットグラの改修に時間がかかった」

「アリサ様のこともあったんだろう？」

　嫌いや味みではないのだが、ジョクには言って欲しくないことではある。

「……そうなれば完かん璧べきにやる機会を選ぶしかなかったんだ……が、それを待っていたら、このゼナーが、俺おれのカットグラだけの援えん護ごで、この方面にノコノコと進出する作戦が飛び込こんできたんだから、妙みようだと感じている」

「護衛のオーラマシーンの数がそろわなかった、と艦かん長ちようは言っていたじゃないか」

「俺は、新兵のドーメ部隊の指揮をしていたから、ラース・ワウとの連れん絡らくには手を焼いていた……しかし、なんでラース・ワウとの連絡がとりづらかったのか、今でもわからないんだ。なにしろ、あの一週間前の作戦のあとで、ハンダノでドーメ部隊と別れてから、まっすぐにゼナーと合流したんだからな？　俺がラース・ワウにいないあいだに、むこうでは、俺たちの計画を知って誘さそい水みずをかけたのではないかと感じはじめた……」

「ほかのオーラバトラーがいたりすれば、ゼナーを奪うばうことは、とんでもなく面めん倒どうだったろうからな……」

　ニーも、ジョクの説明を聞いているうちに、この数日のアの国の事情が推察つかないではない。ジョクの感かん触しよくは正しいと感じるのだ。

「ゼナーの作戦は、単純な偵てい察さつと隠おん密みつの陽動作戦だ。だから、ギムトン艦長は、改かい装そうをおえたばかりのカットグラ一機でも不思議でないと信じていた」

　ジョクは、冷めたお茶のコップをとって口に含ふくみ、口のなかで弄もてあそぶ。

「ン……あの艦長は、こちらのこともラース・ワウの思おも惑わくも知ってはいない」

「そういう艦長の艦ふねを寄よ越こしたのは、ラース・ワウなんだぞ？」

「誰だれが仕し掛かけたというのだ？　ドレイクではなかろう？」

「後妻のルーザかバーン……あるいはショットか？……追つい撃げきがあればわかることだが……」

「アリサ様が一いつ緒しよだと承知で、追撃してくるかい？」

「それは想像していないだろう。俺とニーの関係を疑っているバーンかショットが仕掛けたんだよ」

　しゃべってみれば、そうだろうと思えてくる。身体からだを動かしているあいだは、こんなことは考えてはいなかったのだが、こうしてニーと話してみると、鼻の利きくルーザが、何かを仕組んでいるのではないかとも類推できるようになる。

　彼女の場合、アの国益を考えるよりは、自分の立場を考えるだろう。とすれば、ジョクとニーの関係などは誰でも知っていることなのだから、ジョクたちが反ドレイクの気配を見せたりすればそれを煽あおり、アリサを放ほう逐ちくすることを考えたりするのではないか、と邪じや推すいしてしまうのである。

　別に、先妻の娘むすめだからアリサを嫌きらうというような単純なことではない。将来の政争の種を排はい除じよしようというのは、コモン界の封ほう建けん的風土を考えれば当然なのである。

　ルーザは、アリサよりふたつ年下の娘リムルを連れて、ラース・ワウにはいったのだから……。

「……ガラリアはどうなんだ？　ジョクに一番ちかい騎き士しだろう？」

「ハハハ……だから、彼女には疑われることがないように、徹てつ底てい的に気をつけてきたつもりだ……彼女のことを考えると憂ゆう鬱うつになる。今夜のことを知れば、彼女は怒おこる。それで、彼女は敵にまわる。それは、厭いやなことだ」

　冗じよう談だんめかして言ってみても、ジョクはガラリアには言葉どおりの思いがあるから、どこかで辛つらいと感じてしまう。人を裏切るのは、もっとも重い行こう為いだと実感する。

「彼女は生きつ粋すいの騎き士しだからな。男に負けまいと考えているだけ芯しんがありすぎる騎士だ……しかしな、彼女はアの国で暮くらすことしか考えられない女性だよ。今からミの国だラウの国だと思い切る気持ちにはなれない。ジョクの選せん択たくは正しかったんだよ」

「そうだ。彼女は、国内で家を興すことを人生の目的にしている……」

「心配はわかった。十分警けい戒かいさせる。ハモロソンと無線がつうじる距きよ離りになったら、防空体制をとらせるぞ？」

「できるのかよ？」

「できるよ。おやじがピネガン王と友人だったおかげで、俺おれはこの艦ふねの艦かん長ちようになれる資格をもらっている。たいしたものだろう？」

「期待している」

　ニーが、ジョクに休めよ、と言い残してキャビンを出ていくと、入れ替かわりに、マーベルとアリサが、キゼサ・ハームに案内されてはいってきた。

　このキャビンは、ガンルームであり、パイロットと士官のベッドルームでもある。ふたりの女性を休ませるのはこの部屋しかなかった。







　７　アリサの覚かく悟ご







「…………！」

　他所よその国の士官の視線があれば、ジョクも立ち上ってアリサを迎むかえてみせた。自由な空気のハンダノでは、アリサも若者たちと同じように気さくに振ふる舞まっていたので、一いつ瞬しゆん、改まりすぎたのではないかと感じてしまう。

「……しかし、アリサ様が後こう悔かいなさっていらっしゃるのなら、お国にお帰しいたしますが？」

　いかにも秀しゆう才さいというミの国の士官キゼサ・ハームはそう言葉を続けて、壁かべぎわのベンチに遠えん慮りよ深げに座るアリサを見下ろす。

「そんなつもりが少しでもあるなら、聖戦士殿どのについては参りません」

「ハッ……失礼いたしました」

「むしろ、お国のことを憂うれいております」

「ご心配はありがたく存じますが、どの道、この事件でお国とは開戦になりましょう。我々は敵かなわぬまでも抵てい抗こういたします。アリサ様のお国を敵視しなければならなくなりますことを、お詫わび申し上げます」

「その原因はすべて父にあります。ご心配はご無用です。むしろ……」

　と、アリサはジョクを見る。ジョクは、アリサが何を言おうとしているのかわかるので、頷うなずいてみせたが、胸に刺とげがささる感かん触しよくを覚える。

「……わたくしを人質としてつかうだけの価値がある……そう判断なされたなら、そうおっしゃって下さい。そのため、国に戻もどされれば、造反人として殺されることにもなりましょうが、構いません。貴国の意思にしたがいます」

　そのアリサの申し出に、キゼサは感に堪たえない風にアリサを凝ぎよう視ししてから、ジョクに振ふり向くようにした。

「それでは騎き士し道どうにもとる行こう為いになります……しかし、最悪そのような局面に立ち至った場合は、我が国の非力をお笑い下さい」

「その暇ひまがあれば……アの国に反逆する者が、ゼナーとカットグラをもってミの国に入った。そのために、わたしを人質にとったという汚お名めいを着る覚かく悟ごは、聖戦士殿どのにもあります」

「それは……心より、苦く衷ちゆうをお察しいたします」

　キゼサは、改めてジョクにも深く頭を垂れてくれる。

「気にしないで欲しいのです。騎き士しキゼサ。自分にとっては聖戦士であろうが売ばい国こく奴どであろうと別世界の問題です。正直、なんの痛つう痒ようも感じません」

　ジョクは真実の気持ちを述べたつもりなのだが、そんなジョクの現代日本の若者の感覚などは、コモン界の騎士には想像できるものではない。キゼサは、眉まゆをしかめて彫ほりの深い端たん正せいな顔をあげて、

「滅めつ相そうもない……」と次の言葉もなく、立ちつくした。

「キゼサ殿、こういうことであります。つまり、聖戦士殿のやったことは、アの国、いえ、父にとっては反逆行為でありましょうが、ほかの国々から見れば、聖戦士殿のなさったことは、まさしく聖戦士そのものの行為であるのです。聖戦士殿は、そこまでお考えの上で、今日のことを決断なさっているのです」

　アリサは、正確にコモン界の論理でキゼサを説得した。

「お心のうちはお察しいたします……了りよう解かいいたしました。確かに、聖戦士などという呼こ称しようも、時代と文化がつくるものでありましょうから……価値観は違ちがいますしな……ありがとうございます。アリサ様にそこまでおっしゃっていただいて……」

　キゼサ・ハームは、アリサの言葉に感謝して、さらに、彼自身の決意も語ってくれる。

「アリサ様には、お心置きなく我が国にご滞たい在ざい願います。我が王ピネガン・ハンムもアリサ様のお言葉を百万の味方を得た思いで聞くことでありましょう」

　彼が秀しゆう才さいの誉ほまれが高いであろうことは想像がついた。士官キゼサは、瞳ひとみの露つゆを震ふるわせてからブリッジに上っていった。

「ご苦労様です……」

　マーベルがアリサのために、温ぬるくなったお茶をポットからコップに注ぐのを見て、アリサは、

「……アルコールが欲しいものです。少しばかり……」

「あるはずよ。その戸と棚だなに……」

　マーベルの言葉に、ジョクの背後にあったキャビン前部の戸と棚だなをひらいて、一本の瓶びんをとりだしてマーベルに渡わたして、ついでに下の段から毛布を引き出す。

「ジョクたちも、ここにいられるな？」

　アリサは甲か斐い甲が斐いしく働くジョクの姿に、ラース・ワウ育ちの言こと葉ば遣づかいをする。その声こわ音ねにジョクは安心をして、ベンチシートにマーベルとアリサ用の毛布を積み上げていく。

「はい、ゆっくりできるのはここだけですし、艦かん長ちよう室は作戦でつかいますので……」

「そうしておくれ……パイロットは、寝ねるのも任務のうちなのであろう？」

「はい……」

　アリサはちょっぴりアルコールを舐なめると、ジョクが用意した毛布をベンチの上に広げる仕事は自分ではじめた。この時代、王家に育った娘むすめたちも、家事一切の躾しつけをされていたので、アリサも何も考えずに自分の寝るための準備を始めたのだ。ジョクもマーベルも、ラース・ワウのやり方を知っていたので、そんなアリサを構うことはしない。

　ミの国の士官への応対は、彼女にとっては大きな仕事であったのは、ジョクにもマーベルにも理解できる。

　精神的に疲つかれたアリサは、ひとりやるようにさせたほうがいいのだ。なにかあれば、口を出すだけの積極性はもっているのだから……。

「……ハモロソンでゼナーの修理をさせて、ミの軍に編入されるか」

　ジョクは、マーベルから今後の予定をメモした英語の書きつけを見せてもらう。

　それには、いくつかの想定にのっとった行動が一覧表的に英語で書きつけられていたのだが、英語も得意ではないジョクでも、アの国の文字よりは読みやすかった。そんなことからも、マーベルと一いつ緒しよにいられる安心感は、なにものにも代えがたいものだ。

「……しかし、ゼナーの整備予定の場所は、この一か所しかないのだな？」

　ジョクは、隣となりに座ってくれたマーベルに、甘あまえるように姿勢を崩くずしている。

「ジョク、マーベル。すまないが、このまま寝かせてもらいますよ」

　アリサは、またアルコールを舐めるとそう言った。

「どうぞ……おやすみなさいませ」

「フフフ……頰ほおが、熱くなっているわ……」

　アリサは自分の頰を抱いだいてみて、小さい溜ため息いきをのこして上体をテーブルのむこうに消し、ジョクは、マーベルにメモを返す。

「……これから行くハモロソンだけどね、修理工場といってもドックはないのよ。本格的な修理をするとなれば、後方のラウの国にはいるしかないわ」

「苛か酷こくだな……」

「そうね。一時しのぎの抵てい抗こうしかできないけれど、ミの国は、かなり昔からラウの国と提てい携けいしているのよ。悲観したものではないわ」

「知っているよ。ドレイクは、ミの国とラウはおなじだと思っている。だからこそ、ドレイクは今日まで国内の経済的な基き盤ばんを整えることに心を砕くだいていたんだ」

　そう言いながらも、ジョクは、アリサの手がベンチの下に垂れているのを見ていた。もう眠ねむったということは、心底疲つかれていたのだ。

「地政学的にはラウの国まで押おさえないと、ドレイクとしては、面白くないというのはわかるのよね」

「ああ……そうだ」

　ジョクは立ち上ってテーブルを回って、アリサを覗のぞいてみる。姿勢正しくベンチに横になっているアリサは、規則正しく胸を上下させていた。育ちの良さを思わせる寝ね姿すがただが、一方の手をベンチの外に落しているのは、疲れが吹ふきだしている証しよう拠こだった。

「お気の毒ね。階級社会なんて、一方的に上の者が下の者を支配しているように見えても、苦労は山ほどあるのね」

　マーベルもテーブル越ごしに、ジョクがアリサの腕うでを毛布のなかにいれるのを見守る。そんなことをされても、アリサは何の反応も見せなかった。

「……この娘こは潔けつ癖ぺきになりすぎたと思っている……そんな風にしてしまった大人おとなというのは、悪者だと思う」

　ジョクは、もとのベンチに戻もどりながら、電気の光のなかのマーベルの瞳ひとみを追う。

「大人って、子供をつくる時に、子供にたいする責任を考えないものね……たいてい……」

「そうだろうね……子供が好きだという理由で子供をつくるのは、まちがいだって思うことってあるよなぁ」

　ジョクは、キャビンのドアを開いて通路の左右を覗いた。

「外に出る？」

　マーベルの若い肉体が発散する熱気が、ジョクの首筋に接近してくる。それは煽せん情じよう的な感かん触しよくだった。

　そう感じるのはニー・ギブンに悪いような気もしたが、構わないとも思っている。こんな感覚につつまれるのは、平和な証拠だからだ。

　戦場で、女性のことや官能的なことを想像するのは、不安を帳消しにしたい衝しよう動どうが原因になっていることが多い。それにくらべて、直接若い女性の肉体を感じられるというのは、暖かく健康な証拠だと思える。

　それは、男だけの感覚ではないだろう、とジョクは思いながら、キャビンの背後の通路から、メイン・デッキに降りていった。後ろにしたがうマーベルの肉厚な腰こしの熱気が、ジョクにセックスを想像させた。

　ジョクは、ここ半年、そんな衝動をまったく感じることがなかった自分の生活を思い返していた。







　８　地ち上じよう人びと同士







「フフフ……アリサさんがハンダノに来たときには、期待していたでしょ？」

　ジョクのちょっとセクシュアルな想像を感じ取ったのだろう。マーベルは、唐とう突とつに話題を変えてきた。それは、マーベルの優しさだ。

「そりゃ期待するよ」と、ジョクも応じる。「たとえ世界が違ちがっていても一国の主あるじの娘むすめだろう。城持ち、領地持ち、数百の家来をもって騎き士しをやるなんて、全ぜん盛せい時代のハリウッド映画の主人公になれるんじゃないかって思うさ」

「ハーレムもつくってね？」

「そう……ぼく好みの美人を一いつ杯ぱい徴ちよう用ようするのは夢ゆめだったな」

「わたしもそのなかに入ったかしら？」

「もちろん、ナンバースリーぐらいにはね」

「あれま……」

　ふたりは、薄うす暗ぐらい後部のメイン・エンジン前の通路から、オーラバトラー・デッキに廻まわっていく。そんな話が気を楽にさせてくれれば、人知れず男性自身が勃ぼつ起きしてしまったことが知られても、マーベルなら認めてもらうしかないと思えるようになる。そういう気分になれるのが、楽なのだ。青年期というものは、そういうことがままあるものだ。男性の生理を知らない少女たちには想像がつくことではない。

　オーラバトラー・デッキにむかう途と中ちゆうの舷げん側そくには、ゼナーの主しゆ砲ほうともいうべきものがあった。

　空戦では無用の長ちよう物ぶつなのだが、海軍の軍人たちが船らしいものを設計すれば、そうなるだろうという代しろ物ものである。空中で艦かん隊戦を想定しているのだ。日本の海軍も、昔おなじようなまちがいをやり、しかも戦後になっても本当の意味でその反省が芽生えないでいるのだから、これを笑うことはできない。

　その砲ほう身しんの下の薄うす暗くらがりで、ジョクの家の若者デトナとナーム、それに、もっとも若いハイエラ・エイデが、甲かん板ぱん作業でつかうシートにくるまって、固まるようにして眠ねむっていた。本当にひとつのダンゴのように身体からだを密着させている。この土地の人々は、そのようにして寝ねる癖くせがある。

　ジョクは、ハイエラという少年の本当の気持ちを聞いていないことを思い出して、マーベルとの会話から気持ちがはなれる。胸が痛むのだ。それは、デトナとナームについても同じで、彼らは、ただ単に、聖戦士に仕えることに胸を膨ふくらませて、ハンダノの門を叩たたいてくれた若者たちだった。

　それでも、ジョクは三人の若者がぐっすりと寝ね入いってくれているのに安心して、マーベルの肉感的な足が、甲板で寝入っているミの国の兵士たちの足をまたいでいく、そのお尻しりをめざすようにして追いかける。

　ミの国の兵士たちは、革かわ鎧よろいのままかたわらにそれぞれの武器をおいていたが、なかには、新式と見える小しよう銃じゆうを抱いだいている兵士もいた。あきらかに、アの国の技術革新を追従して装そう備びされたものだとわかる。

　彼ら、ミの国の兵士たちの眠ねむりこける中央部の甲かん板ぱんには、四機ほどのカットグラが置けるスペースがあるのだが、今は、ジョクのカットグラが一機だけ寒々しく立っていた。

　効率を重んじる軍では、日常的な無む駄だというものは、道具の大きさや配置のなかにはないものだから、隙すき間まだらけのオープン・デッキは、なにか意味があるのではないかと感じさせてしまう。




「……艦かん長ちようにね、俺おれを支し掩えんしてくれるオーラバトラーを搭とう載さいしてこなかった理由を、聞けなかったんだよ……」

　軍ぐん艦かんの機能のことを考えれば、ゼナーのオーラバトラー・デッキに何か搭載する予定があったのではないか、と説明したあと、ジョクはマーベルにそう言った。

「後ろめたい時はそういうものよね？……ラウの国のオーラマシーンの開発は、アの国で想像していた以上に凄すごいという話は、知っていて？」

　マーベルは、オープン・デッキの脇わきのハンドレールに身を寄せて、ジョクを正面から見つめてくれた。その仕草は、ジョクに性的な関心をもたれたことをまったく気にしていない、処女にはないおおらかさがあった。

「ありがとう。革鎧というのは汗あせ臭くさいのが問題だけど……」

　むしろ、そういうことがわかってしまう、ジョクのような青年は、どこか照れてしまう。なんでこんなつまらないことを言うのかと自分でも厭いやになりながら、ジョクはハンドレールに身を寄せたので、マーベルの肩かたに触ふれるようになる。マーベルの肩が、そのジョクの肩に、フン、と応こたえてくれた。

「……ラース・ワウでは、ラウの国のことが、何度も問題になっていたんだよな。ドレイク王は、オーラマシーンの情報を外に洩もらしている者は白状しろって、よく怒ど鳴なっていてね……それで、一番怪あやしいのは、同盟国のクの国のビショット・ハッタということになって、ドレイク王も、若いからこそ食えない王だと言っていた」

「同盟関係にあるんだから、しようがないでしょ？」

「そう、ラウの国を陥おとすまではね。その後はどうなりますか……」

「ミの国だって、ショット・ウェポンやバーンから、技術情報を買っていたって噂うわさを聞いたことがあるわ」

「あるでしょ。でなければ、ミの国独自でフラッタラとか、こんなオーラ・シップなど建造はできなかった」

　ジョクは、マーベルとこんなに親密に話ができるとは思っていなかった。こんな状態をニーに見られたら嫉しつ妬とされよう。

　マーベル・フローズンは、ギィ・グッガとの戦いのあと、半年ほど、ニーの麻ま薬やく中毒を治す看護をつづけて、それが機き縁えんでギブン家にはいったアメリカ人だ。

　ジョクには、気持ちの上では遠い存在だった。

　コモン界に降りてきた直後は、この異世界のことをレクチャーするために何度となく話をしたことはあったのだが、そういうときには必ずニーがいた。

　それに、マーベルには彼女なりの世界についての認識論があって、ジョクとはよく口論になったものだ。

　彼女のキリスト教の原罪論と贖しよく罪ざい論の上に、かつてニューサイエンスの時代に言われたパラレル・ワールド論といったものが重なった理り屈くつは、バイストン・ウェルは、ジョクたちのいた世界にたいしてカウンター的に存在するものだから、一度、フィールド・スリップしてしまったら、戻もどれないのではないかという論に発展した。

　それで、ジョクの考える、地上界もバイストン・ウェルも総そう括かつ的に存在するもの、という論は曖あい昧まい模も糊ことしているものだ、と非難するのだった。しかもその上に、最近彼女が勉強をはじめたインド仏教の趣しゆ味みもくわわって論証してくるのだから、ジョクに歯が立つわけがなく、いつも言い負かされてしまうのだ。それで、そんな彼女が嫌きらいだった。

　ブロンドの髪かみだけでなく、姿形もジョクのタイプなのに、理屈の部分では強こわ持もての女性という印象を払ふつ拭しよくできないでいたのだ。

　しかし、同じ目的をもってしまって、このように話をしてしまえば、言葉も人種も違ちがうふたりだったのが、異世界での人々との違い和わ感かんを理解するにつれて、本性的に地上人共通のフィーリングを感知しあって認め合うようになったのだろう。

　それはほかの地上人、ショットやトレン・アスベアについてもおなじで、ただ、彼らとは行動規き範はんが違いすぎて生活をともにすることがないだけで、会えば話がはずんだ。

　ショットは、典型的に野心的な技術者思考をもっていて、この世界で機械がどのように人と関係するか、という実験をしている感かん触しよくがジョクには気にいらず、電気工学の技術者のトレン・アスベアは、生き方に自由さを求める主義ながら、ショットの革新主義と実証主義に同調して、彼のそばを離はなれなくなっていたので、ジョクと合う部分がなかった。

　まして、トレンのアイデアであるオーラ・バッテリーの実用化がすすむにつれて、ショットとトレンは地上世界にいた時から、師弟関係があるのではないかと思えるほどの関係になっていた。

　そうなれば、ジョクとマーベルのように、なるべくしてなっている事態を、汚よごさずに生きていきたいと考える同士は、隣となり合あうものだ。

　今では、マーベルはジョクの現実主義を誤解して、ジョクに求ぐ道どう的なものがあると信じている気配もあった。

　それでは、買いかぶられているという重荷を感じることになるのだが、ジョクとしては、何か探し求めていることは事実なので、その部分では努力を惜おしまないようにしなければならない、という強きよう迫はく観かん念ねんに駆かられている。

　要するに、面めん倒どうな相手なのである。

　が、ありていに言えば、寝ねよう、と声をかけたいというのが本当のところなのだが、アリサ・ルフトという内ない縁えんの妻とは言いがたいものの、そのような女性がいるのだから我が慢まんするしかないのだし、なにより、論破されない自分を育てないかぎり、マーベルが寝てはくれないことは、わかっていた。

「ドレイクの情じよう報ほう網もうは、狭せまいのよ」

「そうだな……ショットもドレイクのなすままにさせていて、現代的な情報戦をアドバイスをすることはないものなぁ」

「あなたも？」

「それはそうだろう？　この一、二年はアの国を出るつもりになっていたし……それに、来たときから地上世界のことを、この世界に持ちこむことがいいとは思えなかったから、地上の話はしなくなっていたし……。ここの生活だって大変なんだぜ？　領地の収しゆう穫かくを管理する帳ちよう簿ぼは見なければならない、作付けの号令だって出さなければならない、領内の家々の家計から病人、結けつ婚こん、葬そう式しきの面めん倒どう、成人式につきあいに……池の水の搔かい出だしから、新しい水路の建設までやることはいっぱいある。その上、戦争だなんて、まったくハーレムどころじゃない。お祖父じいちゃんの代まで地上世界でやっていたことを、一気にやらされているんだ」

「ククク……あと十年もやれば、いい領主様になれたでしょうね？」

　笑うマーベルの肩かたが、遠えん慮りよなくジョクの上体を揺ゆすってくる。

「今日までの俺おれの実績を、ドレイク王が知れば、俺がいなくなったことを損失だと思うだろうし、あの領地を引き受けた騎き士しは、楽ができるはずだな」

「なのに、こんな風になってしまったのは、残念？」

「アリサだってそう思っているでしょ？……これが運命というなら、どこまで不幸が続くのかって思うなぁ。戦争がなければ、地上に帰れなくとも良かった……」

「そのことと関係があるのよ……多分……」

「なにが？」

「思わない？　もし、こちらに戦争がなければ、あなたにしても、わたしやトレンにしてもここには来なかったわ」

　認めたくはない考え方だったが、平へい穏おんであれば、次元スリップなどはないという考え方は、ジョクのものなのだ。マーベルが、自説を翻ひるがえしたのである。仏教的な世界は総覧するものであり、そのように存在するという概がい念ねんを受け入れようとしているのであれば、なんとなく嬉うれしく感じる。

　事象が揺れているから、このような事が起ったのである。

　サラーン・マッキというような、地上人を呼ぶことができるフェラリオがいたから、地上人をバイストン・ウェルに呼べたというほど、個体と事象の関連が直ちよく截せつ的なのではなく、もともと、人という個体は事象そのものなのである。だからこそ、一見、個体の意志がおこなっているような現象も、その元は、事象の局面でしかない、と考えるほうが自然なのだ。

「……俺たちがここに来られたのも、ここが異世界ではなく、我々と同じ界だからだ。そうでなければ、生きてはいけないはずなのだ……ということかな？」

　ジョクは、用心深くマーベルに確認する。

「そうよ。あなただってあたしだって、見た目は地上世界のときとおなじでしょう？」

「苦労した分だけ、大人おとなになったかもしれないけれど……」

「ニューサイエンスでは、世界にはプラスとマイナスの世界があるらしい、と推測されるようになったけど、バイストン・ウェルと地上世界はそんな関係ではないわ。ＳＦでいわれる次元の違ちがいでもない。もう少し、お互たがいにちかいものよ」

「次元の違いでもない？」

「はっきり断定はできないけれど、もう少し違う言葉でいえる関係だと思わない？」

　想像がつきにくいのだが、そうなのだろう、とジョクも考えていたことだ。

「思念の縦の構造とでも言うのかしらね？　でなければ、物質の存在が維い持じされる存在世界とそうでない世界ということね。ハリウッド映画じゃないんだから、異世界なんだし異次元なんだけど、なんというのかな、今までに使い古された表現では、抵てい抗こうがあるわね」

「そうだ……そうだねぇ……」

　ジョクがそう答えていたのだが、そのとき、半分眠ねむっていた。前兆などなかった。知らずに頭が腕うでの上にのっていたのだ。

「あ……ご免めんなさい。任務の邪じや魔まをして……」

「任務？……」

「睡すい眠みん……」

　マーベルはジョクの汗あせ臭くさい革かわ鎧よろいの脇わきの下に腕うでを押おし込こむようにすると、キャビンにあがるラッタルのほうに引っぱっていってくれた。

「大だい丈じよう夫ぶだ……」

　ジョクはそう言うまでは覚えていたが、キャビンの床ゆかに転がり込んだのは覚えていなかった。かすかに、母親の匂においにちかいものを嗅かいだ覚えはあった……。







　９　追っ手







「確かか!?」

「はい！　私の目に間ま違ちがいはありません」

　彼女キーン・キッスは、ブリッジの背後にそそり立っている見張り台の伝声管に、力ちから一いつ杯ぱい怒ど鳴なってきた。ジョクが、ニー・ギブンの家にはじめて訪れたときに、案内に立ってくれた少女で、アの国の国力を危険なものと洞どう察さつするような感性をもった少女だ。ニーにとっての目そのものの彼女は、ゼナーの見張り台に立っている。

「一隻せきなのだな？　ドーメ、ドメーロの影かげは!?」

　ニーの声を聞くために、朝の寒気で凍こおりついたように冷たい伝声管に耳を押おしつけながら、キーン・キッスは、朝のオーラの光のなかに見える影に目を凝こらしている。漆しつ黒こくの黒くろ髪かみは露つゆを含ふくんでしっとりと濡ぬれて、朝のオーラ光に艶つやを見せはじめていた。

「待って下さい」

　キーン・キッスは、大きな瞳ひとみに望遠鏡を当てて、その方向を探る。厚手の手て袋ぶくろが焦しよう点てんを合わせようとする作業を難しいものにする。

「総員！　戦せん闘とう配置だ。近くの銃じゆう座ざにはいれっ！　操作を知っている者の指示にしたがって、防戦の用意っ！」

　オーラが明けきるにはまだ間があったが、天頂に燐光ほしを残すていどになっていて、キーンは、オーラ光をうけて反射する物体を見つけられる。周囲に雲が点在するものの、かなり視界は開けているのが、それを助けた。

「現在のところ、ドーメらしい飛行物体は見えません！　まちがなく船です！　オーラ・シップです」

　ブリッジで、キーンの報告をうけたニー・ギブンは、シートの下でうたた寝ねをしていたミの国のふたりの士官を叩たたき起して、近くの空域にミの国のオーラ・シップが徘はい徊かいしていないか確認させる。

「……いないはずです。いや、いません。ハモロソンは防空態勢がとられています。オーラ・シップは、国境沿いにパトロールしています」

　エゼラー・ムラボーが、断言してくる。その間にも、革かわ鎧よろいの紐ひもを締しめなおす。

「艦かん形けいは、確認できないか!?」

「そんな距きよ離りになったら、こちらがやられています！」

　伝声管のキーンは、ニーの質問を叱しかってくる。そのような古い関係なのだ。

「お家の娘むすめさんは、気が強いようですな」

　キゼサ・ハームは大あくびをしてから軽口を叩くのも、とつぜん降って沸わいた戦せん闘とう状じよう況きように対応するために、気を楽にしようと努めているからだ。

「いつも口くち五月蠅うるさいのです。女によう房ぼうにしたつもりはないのだが……甲かん板ぱん士官、誰だれか！　聖戦士ジョクを叩たたき起せ！　アの国の者で、機き銃じゆうの使える者は、機銃にかかれっ！」

「ハッ！」

　伝声管をつうじて、甲板士官のメイザーム・エイの太い声が這はい上ってくる。ゼナーを指揮する者が違ちがってしまっても、撃げき墜ついされれば一いち蓮れん托たく生しようであると知っているアの国の士官である。

　内うち輪わもめの決着は、戦せん闘とうのあとでやればいいのだ。

「任せます！」

　ニーは、身内の者でない声に気をとめている間はない。

「……ハモロソンに無線を打って欲しいが……!?」と、ミの国の士官キゼサ・ハームに頼たのみ、士官キゼサは、部下のひとりにニーの要よう請せいを命令として伝えてから、ニーの肩かたを叩いた。

「騎き士しニー・ギブン、貴公が艦かん長ちようだ。任せます」

「ハッ!?」

「我々よりも空中戦闘のことを知っているし、この艦ふねは我々にはまだ馴な染じまない。この戦闘に関しては任せます」

　それにたいしてニーが思わず敬礼を返すのは、ジョクに語ったようなニーの父親とミの国の王ピネガン・ハンムとの口約束などは内輪話だと承知しているからだ。ここでは、騎士同士の意志の確認のほうが実利的であり、最重要事じ項こうである。

「……ミの国には、あんなシルエットのオーラ・シップはありません！」

　再度、キーンの声が伝声管を這はい降りてくる。

「緊きん急きゆう指令！　自分はキゼサ・ハームだ！　只ただ今いまからニー・ギブンの命令は、すべてミの国の正規軍のものである。総員！　以後の行動については、ニー艦長の命令にしたがえ！　この艦にあるかぎり、艦長の命令はピネガン・ハンムの命令である！」

　ニーは、キゼサが伝声管を離はなすと、それに摑つかみかかるようにして、

「こちらニーだ。ミハン、キムッチ！　各員は対空戦闘について、各自の周囲のミの騎士と兵にたいして要領を教えろ！　ほかの者はカットグラの発進用意！　こちら、ミィゼナーの艦長だ。只今よりこの艦ふねはミィゼナー！　艦長はニー・ギブンが務める！」

　ニーがミィゼナーと言ったのは、ミの国のゼナーというほどの意味である。

　戦闘指揮をとる場合、敵国の艦かん名めいのままでは、指揮に影えい響きようすると感じたニーは、反射的に口からでた名前を呼こ称しようとした。そのようなセンスをもっている青年である。

「艦長！　われわれが機銃と砲ほうの操作を教えるから、ミの国の兵たちにも、機銃座につくように命令して下さい」

　ミハン・カームの悲鳴が伝声管から届けば、ミの士官キゼサ・ハームは、「ムラーン・ソーを動かして下さい」と、ニーにアドバイスする。

「了りよう解かい！」それはミハンに応こたえる。そして、

「ムラーン部隊！　この艦にはアの国の聖戦士の家の者が同乗している。機銃と砲、艦の装そう備びの操作については、彼らに教えを乞こえ！　騎士ムラーン・ソー！　兵を各砲ほう座ざ、銃じゆう座ざに四名ずつ配備！　操作は、聖戦士の家の者の指示にしたがえ！」

「おうっ！」

　艦かん長ちよう席の左右には八本の伝声管があったために、ニーは、名をあげた士官の声をつたえる伝声管がどれか、瞬しゆん時じに識別はできなかったので、怒ど鳴なるしかなかった。それを見て、士官キゼサが右の伝声管を指し示したりした。

「キーン！　敵の艦かん影えいはっ！」

「また雲にはいりました！　距きよ離りは約二万！　高度は同じか、ちょい上っ！」

　その指示にしたがって、大きく昇しよう角度をとったミィゼナーの甲かん板ぱんでは、ミの国の兵士たちは、甲板を走りまわるジョクの一統の者から、機き銃じゆうやら大たい砲ほうの操作を教えてもらう。

　アの国の装そう備びは、ショットの合理主義のおかげで基本的には流出した兵へい装そうとおなじであったために、どこで覚えた操作でも通用するのだが、それでも、どこか国によって兵器の癖くせが違ちがったりしていた。それを確認させ、なによりも、空中戦での照準の取り方を、ミの国の騎き士しと兵に教えなければならない。ジョクの家の若者たちは、今日の決起に備えてそれぞれが機械操作のエキスパートになるべく訓練をつんでいたので、手際は良い。

「……来たのか？」

　アリサのベンチの横の床ゆかで眠ねむっていたジョクは、彼の使用人のなかでもっとも若いハイエラ・エイデに揺ゆり動かされて、そう聞いた。大砲の下で眠っていた少年である。

「はい、アの国のオーラ・シップと遭そう遇ぐうしたようです」

　ジョクの耳元で話すハイエラの声に、アリサとマーベルも目を開く。

「アの国のオーラ・シップですか？」

「申し訳ありません。姫ひめ様……艦長の命令で旦だん那な様をお起ししろと……」

「構うな。これが、俺おれの仕事だ」

　ジョクは、ハイエラをドアのほうに押おしやりながら、マーベルとともに通路に出る。寒気が、一気に革かわ鎧よろいともパイロット・スーツともいうべきものの上から、容よう赦しやなく染しみてきた。

　まだそういう時間なのだ。

「……敵が来るとすれば、オーラバトラーは一機ではない。その目的の基地のある処ところ……」

「ハモロソン？」

「ああ、そこには、フラッタラはないのか？」

「少しはあるでしょうけれど、オーラバトラーはないわ」

　マーベルが外がい套とうの襟えりをきっちりと嵌はめながら、肩かたをすくめる。外国人には、軍事の詳しよう細さいは教えてもらえるものではない。

「引っかかったかな？　こんなにも追っ手が早いとすれば、バーンだ」

「そうは思いたくはないわ」

「昨夜ゆうべからこっち、うまくいきすぎていた。むしろ、これで安心できるというものだ」

　マーベルがブリッジに登るラッタルに足をかけたので、ジョクはオーラバトラー・デッキに降りていった。カットグラのコックピットの左右には、ナームとエッケが付いていた。

「ミハンたちは？」

「はい、ミィゼナーの対空戦せん闘とうの指示をしています」

「そうか……対空戦闘には、ミの国の兵たちが当っているのか？」

　ジョクは、カットグラに火を入れながら、自分の立場が難しいものになっていくのを感じる。

「ニー艦かん長ちようが言っていました。船の名前がミィゼナーに変わりました」

「今、聞いた」

　この発音はジョクには馴な染じめない。ミィの〝ィ〟の音が不ふ明めい瞭りようながら、発音しなければならない音だからだ。

「こちらカットグラ！　ジョク！　艦長、どうだ？」

「敵は、オーラバトラーを出したと思われる。確認できない」

「出るぞ？」

「駄だ目めだ！　ハモロソンのフラッタラが出たから、敵と間ま違ちがえられる」

「なんで出たんだ！」

「はじめての敵てき影えいに、慌あわてている」

　なんということだと思う。ジョクは立ちあがると、

「その辺あたりにペンキはないか。カットグラの機体に色を塗ぬるんだ！」

「色を塗る!?」

「敵味方の識別の帯みたいなものだ。ペンキを捜さがし出して装そう甲こうにブッかけろ！」

「船体補修用のものぐらいしかありません！」

　言いながらもナームは梯はし子ごを滑すべり降おりて、ハイエラが開いたオーラバトラー・デッキに面した備品倉庫に飛びこんでいく。それにエッケが続く。

「ありましたが、こんな色しかありません」

「なんでもいい。カットグラの色が、変えられればいい！」

　ジョクが、ペンキが黄色とわかってうんざりすれば、

「聖戦士殿どの！　なんで出しゆつ撃げきをなさらんのか！」と、甲かん板ぱんに展開している部隊の騎き士しムラーン・ソーが、ジョクの家の者の動きに呆あきれて嚙かみついてくる。

「兵に手伝わせてくれ！　敵味方の識別をつけなければ出られないのだ！　わかるか!?」

「ああ……!?　数人の兵がいます」

　戦場に出た経験のある騎士なら、その意味は直感でわかってくれる。騎士ムラーン・ソーは、部下たちをペンキ塗りと弾だん丸がん運びの任務とに振ふり分けてくれ、七人ほどの兵士が、ペンキ塗りのために飛蝗ばつたのように働いてくれる。ジョクも缶かんと大きめのハケを持って、デッキの壁かべの回かい廊ろうに駆かけ上り、

「……俺おれが頭を塗る。胴どう体たいを塗ってくれ。関節部分には流し込こむな！　いいかっ！」

　梯子を横にしてカットグラの肩かたに渡わたしながら、ジョクは漫まん画がのようなことをやっていると思いながらも、騎士ムラーン・ソーまでが偉えらぶりもしないで、大きなハケを持ってあがってくれば、自じ虐ぎやく的な感想にうんざりしている暇ひまはなくなる。

「艦ふねは、戦せん闘とう回かい避ひ運動をするぞ！　足場を固定することを忘れるな！」

　ムラーンは、ジョクの渡わたした梯はし子ごを固定するのを手伝い、ジョクはその上をカットグラの頭部まで這はい上って、

『これでは、やられるだけだ……！』

　カットグラの頭の装そう甲こうを塗ぬるのは、意外とスペースが小さくて簡単だった。つづいて、左右の腕うでの上面と肩かたにペンキを撒まくようにして塗りたくったところで、ミィゼナーが大きく回頭運動にはいった。

「うっ……！」

　その慣性運動で、ムラーンはへっぴり腰こしで梯子にかじりつくことになり、ジョクもカットグラの背中のほうに脚あしを流して、機体に身体からだをへばりつけてペンキ塗まみれになる。ムラーンの乗った梯子が横にずれて、彼のハケが十メートル下の甲かん板ぱんに落ち、胴どうの正面を塗っていたエッケは足場から落ち、背中の部分の羽根の下を塗っていたハイエラは、羽根にしがみついて身体を支えた。

「右みぎ舷げん！　来るぞ！」

　ブリッジからの声と同時に、舷げん側そくの機き銃じゆうが鳴った。外が見えない者はその音を聞いて安心するのだが、それで安全が保証されたというものではない。

　ドオッ！　左さ舷げんからだろうか。爆ばく発はつ音おんが起ってそれが後方に流れていった。

　ジョクは、下にいるハイエラに声をかけて、残ったペンキを肩から背中に流すようにして、それをハケで拡ひろげながらカットグラの羽根づたいに降りていく。ムラーンは、肩に拡がったペンキを塗り拡げてから回かい廊ろうにもどる。

「結構、塗れたじゃないか！」

　ムラーンは回廊のラッタルを降りながら機体を点検して、塗り残しの部分を指示しながら甲板に降り立ったが、その頃ころになると、ミィゼナーは船体を左右に振ふるようにして、連続的に回避運動をはじめた。もう塗と装そう作業をする状態ではなくなる。

「黄色のカットグラだぞっ！」

　コックピットへと梯子を登りながら、ジョクは、甲板から見上げる兵士たちの同意をとりつけるように宣言をして、総員にこのことを伝えるように指令する。

「こちらジョク！　出しゆつ撃げきしたい！　フラッタラ部隊とハモロソンの基地に連れん絡らくしてくれ！」

「了りよう解かい！　味方機三機が撃げき墜ついされた！　敵のオーラバトラーは三機だ！」

「……!?　新型のガベットゲンガーの姿は見えないかっ！」

　ジョクは、三機という数字を聞いて、はじめて追つい撃げきされる恐きよう怖ふを想像する。それが、最悪の強敵になるであろう機体の名前を口にすることになる。

　覚かく悟ごするしかない、と……。しかし、

「左ひどり舷げんに回り込こまれた！」

　最悪を覚悟させてくれる回答はない。それでは、居座りが悪いのだが、しようがない。

「各機銃座に、俺おれの黄色が発進するのを伝えてくれ！」

　そう怒ど鳴なることで自分の気分をはぐらかすようにして、機体を固定しているロープが外れると、オーラ・エンジンをフル稼か動どうさせてから、ジョクは舷げん側そくにカットグラの全身を曝さらけ出だす。

「…………!?」

　左から右へ影かげが走るのを見つけた時に、それにむかってミィゼナーの機き銃じゆう座ざから火線が走った。

『味方の銃じゆうが一番怖こわい……！』

　確認はしたのだが、火線を見ればそう思ってしまう。その思いを振ふっ切るようにして、

「射ち落すなよ！　俺は、お前たちの聖戦士だっ！」

　ブリッジに最後の声をかけると、一気に加速して機体を空に放った。過激な発進だった。

　ブリッジで見ていたミの国の兵士たちは啞あ然ぜんとして、

「聖戦士のオーラバトラーは黄色だ！」

　その色は似合わないと感じながらも、はっきりと識別のできるカットグラの姿に心強いものを感じる。それが、ミィゼナーに同乗しているすべての騎き士しと兵の思いだった。
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「こちらミィゼナー！　アの国のオーラ・シップを拿だ捕ほしたものです。さらに、黄色のカットグラも同じく、ミの国に帰属しました。聞えますか！　各フラッタラに確認して下さい！」

　マーベルは無線電話を使って、ハモロソンの基地に呼びかける。ニーの命令で、無線操作に慣れない兵士と代ったのである。

　ドゴンッ！

　重い爆ばく発はつ音おんがブリッジのガラス窓を震ふるわせ、ミの国のオーラマシーン、フラッタラが撃げき破はされた。

「また、やられたっ！」

　背後に立つキゼサ・ハームの呻うめきに、マーベルはチラッと振り向く。が、すぐに無線電話に向き直り、同じことを繰くり返し叫さけぶ。目の前にあるはずのハモロソンの基地から応答がないのだ。性能の悪い無線電話は、はっきりゆっくりと発音をしなければ役に立たない。マーベルは、自分の発音が相手にどう聞えているのか、気にしてるよゆうはなかった。こうも次々とフラッタラがやられてしまうのでは、こんな通信などは無む駄だだと感じられる。

「わかっている！　何度も同じことを怒ど鳴なるなっ！　女っ！」

　突とつ然ぜん、驚おどろくほど鮮せん明めいな男の声が、飛び込こんできた。

「……バカにしないでっ。受信しているのなら、了りよう解かいの返答をなさいっ！」

「寄よ越こせ！」

　マーベルのひっくり返った声に、士官キゼサがマイクを取ろうとしてくれるのを制止して、虫の居どころが悪いらしい基地の無線士の相手を、引き受けるつもりになる。

「いいのか!?」

　士官キゼサは、マーベルの見識を買っているようだ。怒いかりを吞のみ込んでくれる。

　そのふたりを右みぎ肩かた越ごしに見やったニーが正面をむいた時に、左右から走った敵てき影えいにたいして、ミィゼナーから迎げい撃げきの火線が上らなかったのを見てしまう。

「機き銃じゆう座ざ！　なにをしているっ！　もう死んでいるぞ！」

「こっちだって、生れて初めて使う機銃と仲良くしようってんだ！　簡単にいくわけがない！」

　キゼサの目の前の伝声管が、そう怒ど鳴なったから堪たまらない。基地の無線士に向けられるべきキゼサの怒りが、こちらにむけて爆ばく発はつされる。

「誰だれだ！　今の台詞せりふはこのキゼサが確かに聞いたぞっ！　戦せん闘とうがおわったら、どうするか覚えておれっ！」

「騎き士しキゼサ……！」

　ニーは、キゼサの腕うでを押おさえながら伝声管に蓋ふたをすると、

「……艦かん長ちようは自分であります。戦闘中にクルーを威おどすのは、良くありません。機械を使う戦闘では一兵卒でも力になります。おだてすかして使わないと、無む駄だになります」

「わかっている……任せる」

　ニーが頷うなずこうとした瞬しゆん間かん、ドグッ、という音おん響きようがブリッジをつつみ、数枚のガラスが砕くだけた。空中戦ではブリッジの窓を開け放つことはできないので、ガラス片は容よう赦しやなくブリッジの兵員を襲おそった。航海士と機関士が悲鳴をあげ、マーベルの外がい套とうの背にもガラス片がきらめいた。

「キーンは、どうした!?」

「見張り台の兵だな？　おいっ！　様子を見て来いっ！」

　キゼサの背後に立っていたエゼラー・ムラボーが、後部ハッチを背に蒼あおい顔をしている兵士に命令する。その背後の空域で、またもフラッタラが一機、撃げき墜ついされるのが見えた。

『ジョク、頼たのむ！　ここを切り抜ぬけなければ、どんな理想を持っていようと、負け犬の遠とお吠ぼえになる……』

　その思いが、機銃座に号令をかけるニーの声を、ますます大きくさせた。

「後ろに回ったぞ！　敵機が旋せん回かいしたところを狙ねらうんだ！　速度が遅おそく見えるだろう！」

　しかし、ブリッジから見える味方の火線の動きは、敵の半分ほどの速さにしか見えない。

　たった二機のオーラバトラー〝ハインガット〟にこの有様では、バーンが出てきたらフラッタラは一気に撃墜されてしまうだろう。

『こんなことでは、勝てない……』

　ニーもジョクと同じことを感じていた。

　戦せん闘とうにあたっては、戦闘集団がひとつのかたまりとして指揮官に実感されなければ、勝てるものではないのだ。

　ニーとて、ブリッジに立つのは初めてなのだが、オーラマシーン、ドーメなら、ひとりで自由に操縦できる目から見れば、ミィゼナーの火か砲ほうの反応があまりにも遅おそいので、絶望感に捕とらわれてしまう。ブリッジと機き銃じゆう座ざとの距きよ離りが、圧あつ倒とう的な遠さに感じられる。

『キチニとマッタがいてくれれば……！』

　ふたりは、ニーがドーメを使っていたときのクルーで、彼らは、今、アの国にいる。ニーが亡命するとき、ドーメの後こう継けい機ドメーロを持ってこられなかったために、自動的に残すことになってしまったのである。

「キーン！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　マーベルの叫さけびに、ニーは振ふり返った。背後のハッチから、キーンが引きずり込こまれてきたのだ。

「打だ撲ぼくていどです」

　キゼサとエゼラーが、彼女の看護を指揮してくれるのを知れば、ニーは頷うなずきもしないで、外の光景を見やる。機体を半分ほど黄色に汚よごしたカットグラが、左さ舷げんに迫せまったハインガットに直ちよく撃げきを加えたところだった。

　ドグッ！

　赤い閃せん光こうが、すぐに濃こい黄色と紫むらさきがかった煙けむりにつつまれるのが見えた。

　ハインガットは、カットグラをベースにした量産型のオーラバトラーで、その基本性能は初期のカットグラより遥はるかにすぐれている。しかし、ジョクが、その一機を簡単に撃げき破はできたのは、改かい装そうされたカットグラの性能が向上していたからだろうし、なによりも、ジョクの熟練の賜たま物ものである。

「カットグラが、一機撃破！　敵は右みぎ舷げんの一機のみだ！　集中攻こう撃げき！　ぼやぼやしていると次のオーラバトラーが来る！　艦ふねの動きを身体からだで感じて射しや撃げきするんだ！」

　ジョク機は、ハインガットの爆ばく発はつの下をすべって前方上空のひとかたまりの雲の上に出た。

「カットグラの改装は、ちゃんとやってくれていたか……」

　もし、カットグラの改装についても追つい撃げき者の思おも惑わくが働いていたら、改装は表面的なものに過ぎず、ジョクは戦闘に出た瞬しゆん間かんにやられていたかも知れないのだ。そのようなことを思いつけたのは、ジョクにまだよゆうがあるからだ。

　ペンキ塗まみれの革かわ鎧よろいという情けない格好で、ジョクは、一息ついた。

『改装がきちんと行われていたということは、追撃者が俺おれたちの離り反はん行こう為いを完全に予測していたわけではない、ということになるな』

　ペンキ臭くさい、それに汚れた手て袋ぶくろを油布で拭ふきながら、しかし、と考える。

「追撃者は、バーン・バニングスしか考えられない」

　ジョクは、ミィゼナーがかなり厚い弾だん幕まくを張っているのを確認すると、注意を前方の空域に集中した。フラッタラは二機しか確認していないが、戦せん闘とう空域全体では、その倍の数は残っていると見なければならないはずだ。

　が、ジョクの立場は、最後に出てくるはずのバーン・バニングスと一気に接せつ触しよくして、ミィゼナーを攻撃させないようにすることである。彼を叩たたけば、追つい撃げきしてくる艦かんは、かならず後退するはずなのだ。

　おなじような戦闘能力をもっているオーラ・シップが追撃しているのなら、ミィゼナーとの艦対戦は絶対に避さけさせなければならないのだ。同じ条件だったら、ミィゼナーは勝てるわけがないのだから……。
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「いないか……？」

　オーラの光は望遠鏡が使えるまでになっていたので、それでジョクは東の空域と進行方向である北の空域に、オーラマシーンの部隊が展開していないかを確認する。

　オーラ・シップが単独で追ってくるということは考えられないからで、最近のアの国のもっとも一いつ般ぱん的な編成は、オーラ・シップに数機のオーラマシーンをつけ、それにオーラバトラーが一機か二機随ずい伴はんする。

　もっとも初期のオーラマシーン、ドーメは、フレイ・ボンムを発射することができる四本のフレキシブル・アームをもっている海星ひとで型がたといった飛ひ翔しよう体なのだが、今は、それを大型強化した機体ドメーロが開発されていた。これは爆ばく撃げき機というカテゴリーにはいるのだが、ドーメとおなじくオーラ・ボムと呼こ称しようされていた。ドメーロは部隊として単独で行動することが多いのだが、それでも、長ちよう距きよ離り侵しん攻こう作戦などではオーラ・シップと連れん携けい作戦をする。

　そのような作戦が、ギィ・グッガの戦い以後、次第に構築されて現在にいたっているのが、アの国の機械化部隊なのである。航空機が発明されて、戦闘機というものが戦場で採用され、その後に、爆撃機が開発された歴史や、戦略爆撃といった概がい念ねんをショット・ウェポンはコモン人になぞらせているのである。そのようなところも、ジョクには同調できないところなのだ。

「……いないな……」

　オーラマシーンの姿が見えないからといって、安心はできない。オーラバトラー単独の追つい撃げきのほうが足が速いのだし、バーン・バニングスなら、軍全体の作戦を無視してでもそうするだろうから、なにもないというほうが怖こわいと思える。

　この方面には新しん鋭えいの主力オーラ・シップで、オーラバトラーの母ぼ艦かんという性格をもった艦かん艇ていゼイエガが展開していることは、先刻のハインガットの襲しゆう来らいで証明されていた。しかし、バーンやガラリアが、本気でジョクを追ってくるのなら、そのような部隊といっしょになって行動することはない。彼ら歴戦の騎き士したちが駆かるオーラバトラーは、いきなり天空から襲おそってくると考えたほうがいいのだ。

「フッ……」

　ジョクが望遠鏡を下ろしたときに、微かすかな息いき遣づかいを聞いたのだが、それは自分の息遣いだと思う。革かわ兜かぶとをかぶっていると、自分の息遣いが耳近くに聞えることがあるので、気にはしない。

　が、

「あれか!?」

　ジョクは快かい哉さいを叫さけんだ。いましがた索さく敵てきしたはずなのに、目を転じたときに敵てき影えいを見つけられた僥ぎよう倖こうに感謝する。いつまでも生殺しの状じよう況きようで追撃者を待つのは、辛つらいことだ。どうせなら、こちらの心構えがあるうちに手合わせをさせてもらえるほうが、楽というものだ。

　ドメーロ部隊などのオーラ・ボムの動きを考えて、高度をとったことが成功したと思った。ミィゼナーの進行方向の空域に、二機のオーラバトラーの影かげを見つけたのだが、それは、五百メートルほど下の高度にいた。あいだには雲の断片もあったから、それが利用できると感じる。

　しかも、そのふたつのシルエットは大きさが違ちがっているにように見えた。

　一機は、今しがた撃げき破はしたカットグラを量産型に改造したハインガットであるのは間ま違ちがいない。とすれば、もう一機はバーンしか使っていないガベットゲンガーである。

　これは、カットグラの延長線上に設計され、さらに強化された機体である。長ちよう距きよ離り侵しん攻こうができ、武ぶ装そうも強化されていて、改かい装そうされたジョクのカットグラの一・五倍の力はあるだろうと計算されている機体だった。

　ジョクは、今の自分が確保している有利な戦せん闘とう位置を考えて、機械の館で語られているような数字上の性能差などは無視することにした。

「バーン奴め！　自分のズルさを棚たなに上げて、よくも追ってきたっ！」

　ジョクは、機体を煽あおるようにして一気に落下させた。気が入っていたからであろう。巨きよ大だいな四枚羽を機体に折りたたんだ状態は、自由落下以上に高速で、コックピットにつたわる振しん動どうは快いほど身体からだに合った。

「フッ！」

　強い息が耳を打ったが、これも自分の気が入っているせいで、自分の息のこだまが聞えたと思う。ジョクの視界に、ミィゼナーと同じ高度を侵攻する二機のオーラバトラーのシルエットが急速に拡大した。断雲のひとつを利用すれば、敵の上背後から接近できるという判断にしたがって、一いつ瞬しゆん、ブレーキングをする。

「ウッ……！」

　ガクッと荷重がかかってジョクは息を詰つめると、背後でおなじようなタイミングで吐はく息いき遣づかいがあった。その細い息もジョクは無視する。

「よし……！」

　ジョクに勝ち目があるとするなら、バーンがガベットゲンガーを受領してまだ一週間とたっていないということにある。改かい装そうされたジョクのカットグラは、この数年間使いこなしている機体である。改修の連続で、骨格などはすでに取とり替かえられてしまい、装そう甲こうなど何度も新しいものに換かん装そうされているのだから、元からのものなどはないに等しい。それでもカットグラであるのには代わりがないのだから、自分の手足以上に馴な染じんでいる。負ける気はしない。

「よしっ！」

　ジョクは、カットグラの腰こしの手しゆ榴りゆう弾だんを確認して、加速をかけた。雲のかたまりをひとつ突つき抜ぬけるあいだに、最大戦速にはいる。

　ギュュュュ……！

「ううーっ……」

　オーラ・ノズルの強力な音に、唸うなるような息遣いが混じって聞える。ジョクは体内のアドレナリンが沸ふつ騰とうしていくのを感じる。

　雲が切れて、カットグラよりひと周り大きい機体が迫せまっていた。雲の向うにあった二機のオーラバトラーの一機は、やや高度を上げていたのだ。しかし、計算どおりガベットゲンガーのななめ後ろにつけられた。カットグラのオーラ・ライフルは、照準をわずかにずらすだけで発射できた。

　バヴッ！

「うおっ！」

　フレイ・ボンムは射速に機体の速度も加算されて、細い筋を引いて確実にガベットゲンガーの背中の羽根を焼き、オーラ・ノズルにも直ちよく撃げきする。同時に、ジョクは女の子のものに似た細く甲かん高だかい悲鳴を聞いた。

「なに!?」

　そんな局面で女の子の悲鳴を聞けば、幻げん聴ちようだと思う。コックピットには、自分以外の人の存在など想像することはできない。一いつ瞬しゆんの疑問に囚とらわれているあいだに、カットグラは数百メートル落下しているので、上じよう昇しようにはいらせる。この時が反はん撃げきをうける最も危険な瞬しゆん間かんなのだ。

　意識は、上空に跳はねる。フレイ・ボンムの射角を拡大する操作もする。

「……チ！」

　ガベットゲンガーの反応は早い。予想をしていたのだが、カットグラやドーメの動きに慣れた目には倍近く速いものに見えた。むろん、今しがた対戦したハインガットよりも早い。

「直撃したはずだ!!」

　それでも、しかし、ジョクはガベットゲンガーの動きを想定していたから、フレイ・ボンムを拡散して発射できるようにセットしていた。その第二射を発射し、そのフレイ・ボンムが大きな束たばになってガベットゲンガーにたいしてバリアーになったが、致ち命めい傷しようを与あたえることはできなかった。拡散発射は殺傷力は減殺されるのだ。

「駄だ目めだ！」

「やられちゃう！」

「やられるかっ！」

　ジョクは、自分の悲観的な声に反発するように叫さけぶ。しかし、その悲観的な声が若い女の子のものだったと気づく。ガベットゲンガーは、楯たてで前面をカバーしてフレイ・ボンムの壁かべを突とつ破ぱしてきた。

　これはバーンでなければできない芸当だ。大たい抵ていのパイロットは本能的にフレイ・ボンムの直ちよく撃げきを避さけてしまうものだ。ジョクでも、三度に一度は逃にげてしまうものを、そのガベットゲンガーはジョクの第二射を楯で押おし切って、フレイ・ボンムの閃せん光こうの下から迫せまってきた。

　しかし、その機体の楯は、フレイ・ボンムの直撃でかなり脆もろくなっているはずだ。もう一いち撃げきすれば使い物にはならない。

　それがジョクの身勝手な期待であっても、そう思うほうが良い。敵のほうが強いと思い込こんでしまえば、戦う前から自信喪そう失しつに陥おちいるだけで、敗北を呼び込む。安易な自信でも、必要な時には持たなければならないのが戦場である。

　カットグラの楯を装そう備びした左の手が手しゆ榴りゆう弾だんを投げたのは、フレイ・ボンムの第三射と同時だった。

　ドグッ！　手榴弾はガベットゲンガーの足元で炸さく裂れつして、機体をふらつかせる。ガベットゲンガーにたいしては、そのていどの効果しかなかった。が、バーン機に随ずい伴はんしていたハインガットを後退させる効果はあった。オーラバトラーの手榴弾は、ある一定の空域に黄おう燐りんと鉄の破片を撒まき散ちらす構造になっている。

「行けっ！」

　狂きよう暴ぼうな形態のガベットゲンガーの下に、カットグラの機体を落してから、上じよう昇しようをかけさせる。その間に、フレイ・ボンムの射角を絞しぼりこみ、発射する。

「行けぇっ！」

　女の子の絶ぜつ叫きようにあわせて、フレイ・ボンムは細い糸になってガベットゲンガーの楯を叩たたき、それを四散、溶よう解かいさせた。機体の腰こしのあたりにも損傷を与あたえたはずだが、敵機もフレイ・ボンムを発射した。衝しよう撃げきがジョクのコックピットを揺ゆすった。楯が半分打ち抜ぬかれたようだ。

「ウッ！」

「ギャーウッ！」

　またも、女の子の悲鳴が聞こえた。

「なに？」

　さすがにジョクもその悲鳴に振ふり返りながら、機体には捻ひねりをくわえさせる。上昇から反転へはいらせる。パタパタと、蝶ちようよりはずっと大きい羽根が振しん動どうして、人の形をしたものが左のレバーの前を飛んで見えた。

「フェラリオ!?」

　金色のものが羽根と一いつ緒しよに走ったという感じだ。

　ドズッ！

　その一瞬にガベットゲンガーが剣けんの突つきをいれてくる。ジョクはカットグラの羽根をつかって、機体の上体をブレーキングをかけながら脚あしを蹴けりあげて、その剣の第二撃の直ちよく突とつをかわす。

　と、カットグラの脚で腰こしを蹴られたガベットゲンガーは、すべるように半分溶よう解かいしたカットグラの楯たてに激げき突とつする。

　グギッ、と、カットグラの肘ひじが鳴り、機体が下方に強く押おされて落下した。

「バーンっ！」

　ジョクは、訳の分らないミ・フェラリオのことを頭から振ふり払はらうように絶ぜつ叫きようして、カットグラの腕うでに、オーラ・ノズルの脇わきに装そう備びしている剣を抜ぬかせようとする。オーラ・ライフルは、腕の外に装備しているので剣を抜くのは難しくはないのだが、強力な衝しよう撃げきがきて、小さなフェラリオの姿は視界から消えた。

「くっ……!!」

　ガベットゲンガーの剣がカットグラの左の肩かたに食いこんでいた。その部分のマッスルを切断されれば、左腕が使えなくなる。ジョクは、カットグラの右手に剣を持たせて、ガベットゲンガーのコックピット部を狙ねらって振り上げていた。

　ギンッ！　と鋼の剣がガベットゲンガーの装そう甲こうに激突し、硬こう質しつな火花がジョクの目に鮮あざやかに映じる。

「ヒヘーッ！」

　ジョクの左のほうから、細い女の子の悲鳴が湧わき上った。ジョクは、ガベットゲンガーの下からカットグラの剣をねじ込むように突き上げながら、楯を装備した左腕を押し上げて、敵機のオーラ・ライフルの発射を防ぐ。ついでに、カットグラのオーラ・ライフルを発射する。直ちよく撃げきではなかったが、フレイ・ボンムがガベットゲンガーのコックピットの前面をおおった。

　が、次に、ガベットゲンガーのフレイ・ボンムが発射されたのは、こちらの牽けん制せいが利きかなかったからだ。ジョク機のコックピットの透とう明めいなフロント・ハッチが白熱する。

「アアア……！」

　ジョクは、女の子の細い叫さけび声を耳にしながら、最大加速をかけて後退する。血液が頭から足元に落下するのがわかる加速だ。フェラリオの女の子は、ハッチに身体からだを押しつけられて張りついてしまう。

「ガヘーッ！」

　女の子の呻うめきが遠くに聞え、ジョクの意識がザウッと音をたてて薄うすれた。

「回かい避ひをっ……！」

　ジョク機は上じよう昇しように転じる。無意識のままでも、両腕は回避運動のレバー操作をしている。その上昇コースに別の敵が待っていたら、ジョクは手もなく直ちよく撃げきされていただろう。

　かすかに、物が落ちる音が耳を打った。そのように聞えた。

「…………！」

　息ができた。足元にむくみを感じることもできる。

　回かい避ひ運動をするカットグラの動きはなめらかで、ガベットゲンガーはそうではなかった。強力に見えながらも、油を注さしている機械とそうでない機械の違ちがい、といったものが出たのであろう。カットグラは上じよう昇しようから、縦に右旋せん回かいにはいり、それから水平左旋回に移ったが、それは意識してのことではない。

　ジョクの身体からだがやっていることだ。




　バーン・バニングスは、ジョク機の回避運動をあるていど予測してあとを追ってみたのだが、ジョクの無意識の反応に一いつ瞬しゆん遅おくれをとってしまっている自分に気づいていた。

「やるなっ！　聖戦士……！」

　バーンが虚こ空くうで取り逃にがした機き影えいを自身の目で遠望する。機体の損傷でテレビ・モニターといわれているものが消えていて、一方の方向にしか飛行しない機体に、歯がみをするのも忘れていた。

　その視界のなかで、ジョクが意識を取り戻もどしたのであろう。高高度からヒラリと身を翻ひるがえしたように見えたカットグラが、一直線に落下をはじめるのを目もく撃げきすることができた。朝のオーラ光が、鮮あざやかにその機体の動きをバーンに示してくれたのだ。

「どういうつもりか……？」

　そのカットグラの無む警けい戒かいな動きが誘さそいであったにしても、バーンにとっては問題ではなかった。

「フン！」

　バーンは、この戦せん闘とうではじめて端たん正せいな顔に冷笑を浮うかべて、見つけてくれと言わんばかりの黄色のカットグラを追うことにした。

「聖戦士殿どの、地上人、聖戦士としての驕おごりから、自信過か剰じように陥おちいっていないかい？」

　そう言わせるのはバーンの自信であるのだが、カットグラの動きは、機動力が落ちているガベットゲンガーでも撃げき滅めつできると思えた。
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　ジョクは、森の梢こずえをかすめて飛びながら、目立ちすぎる機体の色に絶望し、なぜここにいるのかわからないミ・フェラリオに気を散らされていた。

「救きゆう命めい胴どう衣いの色としゃべる蝶ちよう々ちようかっ！」

　機体を沈しずめて木々にこすりつければ、乾かわき切っていないペンキを落せるのではないか、とも思う。冗じよう談だんでしかない思いつきにも、ますますジョクは絶望感をつのらせてしまう。

　こんなバカなことを思いつくのも、目の前のミ・フェラリオのせいなのだ。

　プラスチック・モデルの迷めい彩さい色から、空や森に溶とけ込こむ色がどういう色か知っていたし、海外旅行の経験からも、空や陸や海の色が地域によっても時間によっても異なるのを知っていた。そういった知識からも、カットグラの機体に塗ぬった色は、命を縮める色でしかない。

　その上、この人形のようなスケールのミ・フェラリオである。

　ジョクを苦境に追い込むために、バーンが放った刺し客かくではないかとさえ思えた。なにしろ、気を散らすには最適のものだからだ。

　ジョクが、身長三十センチあまりのミ・フェラリオをはじめて見たのは、ラース・ワウの城下街にはいった時だった。酔よつ払ぱらいの男のフェラリオだ。その後、数度、同じフェラリオを見たことがあっても、キィキィとした声を出す、神経質な性格を持つわずらわしいもの、という最初の印象は変らなかった。

　コモン界に現れる嵐あらしの壁かべの嵐次第で、それにまぎれて、クスタンガの丘おかから迷い出たものとされているのだが、そう珍めずらしいものでもないといわれながら、それほど目にすることもないという不思議な存在なのである。地上世界の北ほく欧おうで語りつづけられているトロルのようなものといえないでもない。

　ジョクは、アの国では、酔払いのフェラリオ以外は見た覚えがなかったのだが、ほかにそのようなミ・フェラリオを見ることができないのは、ギィ・グッガに代表されるガロウ・ランという、フェラリオに対比される闇やみの存在が跳ちよう梁りようしているからだ、と言われていた。

　フェラリオの成人前の姿がミ・フェラリオで、特に善行を為なすわけではなく、ただ飛びまわるだけの存在なのだが、クスタンガの丘と呼ばれるサンクチュアリから飛び出してくるという言い伝えを信じているコモン人には、歓かん迎げいされる存在でもあった。縁えん起ぎが良いという信しん仰こうのためである。

　が、風説と実際の感かん触しよくというものがどこか一いつ致ちしない奇き妙みような存在なのである。




「……まったく！」

　罵ののしりの言葉を口走るジョクの気分は、カットグラの動きに明確に現れる。そのために余分な挙動をカットグラがしてしまうので、そんな動きをバーンが見み逃のがすはずはなかった。

「死ねよ！　聖戦士は、もともとわたしが受けるはずの称しよう号ごうだっ！」

　ガベットゲンガーが圧あつ倒とう的な出力をもった機体であれば、羽根を焼かれたことや腰よう部ぶの損傷などは、バーンは問題しない。左によってしまう飛行癖へきを修正しながらでも、細い糸状ビームにしたフレイ・ボンムを連射できるまでに肉にく薄はくして見せる。

「……!?」

　それに気づいたジョクは、機体を反転させてコックピットを空に向ける。

　その急旋せん回かいに、コックピットのなかのミ・フェラリオは、右に左に跳はね飛んで、壁かべに身体からだをぶつけては盛せい大だいに喚わめくのだが、そんなときにクッションになってしまうほど長く明るい金きん髪ぱつをもっている、キィキィ鳴くフェラリオ！

　カットグラの半分残った楯たてでコックピットを庇かばいながら、ジョクはオーラ・ライフルの照準を合わせようとする。が、四枚の羽根を背中に畳たたんで、小石が水面をバウンドするように森の上を飛んでいたので、瞬しゆん時じに照準をつけられない。そんな飛び方では、進行方向に障害物があったらひとたまりもないのだが、ジョクは構わなかった。数度の至近攻こう撃げきを避さけるや、ジョクは一気に減速をかける。

　ザザッ！　カットグラは仰あお向むけのまま木々のあいだに滑すべり込こんで、後頭部に衝しよう撃げきをうけた。ジョクの身体がコンソール・パネルのほうに飛び、フェラリオもフロント・ガラスに激げき突とつする。

「ギャフッ！」

　断だん末まつ魔まの声に聞えないでもない女の子の悲鳴！　同時に、周囲の木々が火柱に変じる。バーンの狙ねらいは正確で、行き過ぎた細いフレイ・ボンムの炎ほのおは瞬しゆん時じにもどってきて、カットグラに迫せまる。

「クッ……！」

　ジョクは、カットグラの機体を木々のあいだに転がして、直ちよく撃げきを避け、自らもオーラ・ライフルで周囲の木々を焼いて、その火か焰えんを隠かくれ蓑みのにするつもりだ。

　カットグラの巨きよ体たいを、木々が上げるすさまじい黒こく煙えんと炎のなかに固定する。そこは、森に落下したポイントに戻もどれたはずだ。逃にげたと見せて元のポイントで敵の出方を待つのである。

　どこまで保もつのか、という勝負に賭かける。

　が、パタパタパタ……！と、ようやく静止したコックピットの狭せまい空間に、ミ・フェラリオが飛んでくれる。

「まったく……！」と罵ののしる。

　冷ひや汗あせが全身を包み、呼吸さえバーンに聞かれないようにしようと思っているとき、ジョクの視界のなかにミ・フェラリオのお尻しりがフワフワと浮ういて、人形の手そのものといってもよい大きさの五本の指が、その腰こしからお尻を擦さすっている。

「飛ぶな！　気配を消すんだ」呻うめくように叱しつ責せきする。

「はい？」

　フェラリオは、ジョクの目の前で、ひどくビックリしたような声を出して振ふり向むいた。ひどく近かったので童どう女じよに見えた。

「飛ぶんじゃない。殺されるぞ」

　ジョクは思わずその脚あしを払はらおうとして、掌てのひらに触ふれた足の感かん触しよくが人間のものとおなじだったので、慌あわてて手を引っ込こめていた。フェラリオはジョクの膝ひざの上に落ちて、両脚のあいだに滑すべり落ちていく。

　ジョクは、トンボやハエをとる要領でやってしまって、掌の感触が予想外なものだったのが、熱気が充じゆう満まんしてくるコックピットのなかでもわかってしまって、息を吞のんだ。

「なにすんのよ！」

　ジョクの股こ間かんの隙すき間まに大きな虫が蠢うごめいているような感触は、その子の手足が這はい上がろうとしているからだ。

「動くなっ！　静かにするんだ」

　叱しかりながら、炎ほのおのなかに視線を上下左右にめぐらして、バーン機を探るのは忘れない。バーンは、カットグラが森に隠かくれて逃にげると考えるにちがいないと信じたい。だから、ジョクは落ちたポイントの火中に戻もどったのだ。

　〝気〟を外に集中させようとする。が、太ふと腿もものあいだでモソモソするフェラリオに、わずかに気をとられる。それでも、今は闘とう争そう心を殺す方向に〝気〟を沈しずめようとした。

　セックスをしているあいだも、外敵を意識するというやつだ。もっと冷静にいえば、炎に焼かれながらも自分の気配を消そうとしたのだ。それは痴ち呆ほう状態とも、無我、自己滅めつ却きやくの状態にも近いものである。それで、外界を感知するフィールドを自己のなかに設定する……。

　ジョクのそんな気配を感じたのか、股間に落ちたフェラリオも、フッと身じろぎを消して、それっきり動かなくなった。

　ジョクには、彼女のかすかな体温も消えたように感じる。同化したのかも知れない。

「…………」

　熱に耐たえられるのも、酸素欠けつ乏ぼうに陥おちいるのも時間の問題となったが、ジョクは、そんな懸け念ねんにさえ意識を振ふれさせることはしない。

　黒こく煙えんが天を覆おおい、地には熱気が充満した。瞳ひとみに映るのは黒煙や炎だけで、それを知覚というレベルにまで上げず、ただ映すだけにする。
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「…………!?」

　ジョクは自分の視覚が、重い映像になって落下するものを見ているとわかった。

　カットグラの頭部だった。森に突とつ入にゆうしたときの衝しよう撃げきで、破は壊かいされていたのだろう。首から落ちたのだ。その衝撃で、ジョクの意識が反射的に働いてしまい、カットグラを半歩前進させてしまった。咳せきが出た。

　バブッ！と、フレイ・ボンムが炎ほのおの壁かべを割って、ジョク機の背後をかすめた。

「エエッ！」

　ジョクは溜ため込こんだ〝気〟を一気に吐はき出すと、カットグラを跳はねさせた。

　激しい気流に乗った黒こく煙えんの下をかすめ飛びながら、カットグラはフレイ・ボンムのきた方向に、左手で手しゆ榴りゆう弾だんを放り投げさせてから、後退をかける。そして、機体を縦に回転させる。

「いたかっ！」

　黒煙のなかから突とつ進しんしてきたバーンのガベットゲンガーが、壁になって立ちはだかったと見えた時には、カットグラの右みぎ肩かたが破壊され、さらに、ガベットゲンガーの足が正面から迫せまる。

　ドグワン！

　上体をさげるのが精せい一いつ杯ぱいだったが、それでもジョクの五体は最後の抵てい抗こうを試みていた。楯たてを装そう備びしたカットグラの左手が、ガベットゲンガーのコックピット・ブロックに強打を打ち込んだのだ。

『五感も冷たくするんだ！　自然の空気と敵の気配を感知する！』

　ジョクは、地に落下するコックピットのなかでそう意識する。落下の衝撃を全身で感じたが、フェラリオの声はなかった。

「ハアッー、ハハハハッ！」

　バーンの笑いが、ひどく生々しくジョクの耳を打ってきた。

「なんだ!?」

　ジョクは、ムッと迫せまる熱気のなかで、目を開く。

　熱には重さがあった。口をふさぐ力をもっているのではないかと思える。カットグラは、上からガベットゲンガーに押おさえつけられていた。カットグラの左手が、バーンのフロント・ハッチを破壊した状態のまま小こ刻きざみに震ふるえて、上からの力を懸けん命めいに支えている。そのむこうに、バーンの上体が動いているのが見えた。

　破壊されたフロント・ハッチを小しよう銃じゆうでこじ開けようとしているのだ。その顔には、勝利を目の前にした狂きよう喜きに似た笑いがあった。

『こいつ……!?　なにがそんなに、嬉うれしいんだ!?』

　ジョクの疑問が増ぞう幅ふくする。

　オーラバトラーの戦いに慣れてしまっているパイロットには、このような状態で敵の姿を見ることに慣れていない。バーンが小しよう銃じゆうを構えていた。

　ジョクは、カットグラの左の指が稼か動どうしないとわかって、推力そのものをあげた。レッドゾーン一いつ杯ぱいに回転をあげる気分！　ガベットゲンガーが押おし込こんでいたので、二機の機体がズルズルと地をすべり、機体の前後左右で火の粉の渦うずが巻き上がる。

「引っかかったな！　ジョク！　半信半疑だったが、やはりだったなぁ！　長いあいだドレイク様の庇ひ護ごをうけながらも、裏切るとは、よくもっ！」

　罵ののしりと同時に小銃を発射したが、機体全体が揺ゆれているので当りはしない。第一、ジョク機のフロント・ハッチは、小銃弾だんではヒビ割れをするていどなので、数射されなければ貫かん通つうはしない。が、こうもはっきりと声が聞るのは、無線を通しているからだろうか。いや、こちらのハッチにも、どこかに隙すき間まがあるから、生の声が聞えるのかも知れない。煙けむりも熱もコックピットを満たし始めてきた。

「よくもそんなことが言えるっ！　俺おれも貴様の裏切りを知っている！」

「わたしが、誰だれを裏切るのだ！」

「オーラマシーンの技術を、ミの国にも売っていたっ！」

「証しよう拠こがあるかっ！　そういう言葉こそ、裏切り者らしい悪あがきだ！」

　ついに、ジョクのフロント・ハッチにヒビがはいり、次の一発で穴が開く。

「おうっ！」

　ジョクの両りよう膝ひざのあいだいたフェラリオが呻うめいた。それまで、その子は絶ぜつ叫きようと悲鳴のオンパレードをしていたのに、ここでは我が慢まんしてくれていたのだ。

「……貴様こそ、ショットと同じだ。コモン界を機械文明で破は壊かいしようとしている。地上世界が、機械と科学技術でいかに破壊され汚お染せんされたか、知っているはずだ」

　叫さけびながら、ジョクはカットグラの左ひだり腕うでを上げていたが、最大荷重は超こえているのだ。グギン！と、また嫌いやな音が機体を伝わって、コックピットに響ひびく。しかし、バーンが小銃に弾だん丸がん込めをしている隙すきをついたので、ジョク機はガベットゲンガーの機体の下を擦すり抜ぬけられる。

「やらせん！」

　さすがにバーンは、ガベットゲンガーの脚あしを、後退しようとするカットグラの右腕に蹴けり上させて、オーラ・ライフルをアタッチメントから外していた。

　ドガゥ！

　またも、押し込みにかかったガベットゲンガーは、その剣けんを振ふりあげて突ついてくる。カットグラの右腕が撥はねるように動いて、その右腕の装そう甲こうをガベットゲンガーの剣が抉えぐる。

「駄だ目めかっ！」

「これまでだなっ！　聖戦士ジョク！」

　狂きよう喜きを含ふくんだバーンの声が耳を打った。バーンはまたも小銃を突き出し、右上方では、ガベットゲンガーの剣がカットグラの装甲を抉り、マッスルを殺そいでいこうとする震ふるえが伝わってきた。

「……！」

　ツーンとする気配が、ジョクの目の前で撥はねたように見えた。煙けむりがしぶいと感じた一いつ瞬しゆん、

「ウヲオッ!?」

　バーンの上体が沈しずんだ。その動きにあわせるようにガベッドゲンガーも後退した。ジョクの膝ひざのあいだにいたミ・フェラリオが、バーンの顔を蹴け飛とばしていたのだ。

「……!?」

　ジョクは、カットグラの上体を振ふり上げると、撥ね飛ばされたオーラ・ライフルのところに飛びこんでいく。その一瞬のあいだに、ミ・フェラリオが金きん髪ばつを振り乱して戻もどってきた。

　ジョクは、カットグラの足の爪つめで、オーラ・ライフルの圧縮可燃ガスのボンベの部分を踏ふみ潰つぶして、ガベットゲンガーのほうに放り出していた。

　ボウゴッ！　カットグラの脚あしが離はなれるか離れないかのあいだにガスが爆ばく発はつして、ガベットゲンガーの下半身が火か炎えんに包み込こまれる。

「ウワッ！」

　短いバーンの叫びが、炎ほのおのむこうに消えた。

　ジョグは、両りよう腕うでが不自由になったカットグラを後退させる間に、再度、ガベットゲンガーのちかくで爆発が起った。その原因を確認する間はない。カットグラは、火災を起した森の上に出た。

　無線の出力を最大にした。

「ジョク……逃にがすか！　ちっ……うっ！」

　バーンの声がノイズの激はげしいスピーカーから飛び込んできた。機体にかなりの損傷があったらしい。バーンの動どう揺ようも激しいようだ。

「ライフルまで!?」

　バーンの声で、ジョクは二度めの爆発が、ガベットゲンガーのライフルの爆発だと知った。

「……ハエサ、ハエサ、こちらオード！　撤てつ退たいする。撤退だ！」

　そのコードをジョクは知らない。この追つい撃げき作戦のためだけに用意されたものであろう。

　ジョクは一息つくと、両りよう膝ひざのあいだで、ジョクの革かわ鎧よろいにしがみつくようにしているフェラリオの金髪を見やってから、カットグラをミィゼナーの高度まで上げていった。

　夜は明けきっていた。

「…………!?」

　ジョクは、東の空に転てん舵だをはじめたオーラ・シップに、数機のフラッタラが攻こう撃げきをかけているのが見えた。しかも、地上からも、対空砲ほう火かが打ち上げられているのだ。ミの国のものだ。

　しかし、その攻撃の仕方は無定見である。味方機が攻撃をしているオーラ・シップに、地上からも砲ほう撃げきをくわえるのでは、共とも倒だおれになることもあるからだ。

　オーラ・シップは、バーンが現在母ぼ艦かんにしているゼイエガであろう。

　そのゼイエガの対空砲火は、ミィゼナーのように貧弱なものではないから、その弾だん幕まくは厚く、攻撃をかけてくるミの国のオーラマシーン、フラッタラに吸いつくように放たれていた。

　バッ！

　赤い閃せん光こうが黒い煙けむりになって尾おを引けば、フラッタラが撃げき墜ついされたしるしになった。

「バーン……どこだっ？」

　ジョクは、手しゆ榴りゆう弾だんをアタッチメントから直接落す用意をして、足元を警けい戒かいする。ガベットゲンガーの抵てい抗こうがなければ、それを、ゼイエガに投とう擲てきするつもりである。

　意を決したジョクは、無線に呼びかける。

「……騎き士しバーンが、ここに現れたこと自体、ラース・ワウから命令されていた作戦を実行していなかった証しよう拠こと見た！　この軍規違い反はんを、ドレイク王が許すのか!?」

「ドレイク王は、わたしの行動は承知している！　この雪せつ辱じよくはこの手でさせてもらう！」

　戦せん闘とう距きよ離り内ではなかったが、意外とちかい距離からバーンの声が届いた。鉱石無線レベルでは、距離感を推測するのは聞けばわかった。ジョクにもこの数年の錬れん度どで想像がついた。方位はアンテナを回す必要があったから、ジョクはカットグラの機体を一周させながら、バーンがゼイエガに帰投するコースにはいったと知っていく。

「……ドレイクが知ってる？」

　かなりの損傷をしているはずなのに、距離は確実に離はなれていくのがわかる。

「ニーの亡命以来、わたしは、貴様に目を付けていたということだ」

　そのあと、バーンの咳せき込こむ声になった。高度を上げることをしないために、煙に苦しめられているのだろう。バーンらしい堪こらえ方である。

「こちらハエサ！　オード！　オーラバトラーは、全機、応答ありません！　オード！　帰投しろ！　オード！」

　ジョクは、ゼイエガの無線を傍ぼう受じゆして、この戦せん闘とうは終しゆう了りようしたと判断した。しかし、手榴弾は投擲はするつもりだった。

「……もう怖こわいよ……もう……！」

　膝ひざのあいだから声がした。

「え……？」

　目を落して、ジョクは膝ひざにつかまっているミ・フェラリオを見てしまった。大きなブルーのビックリしたような瞳ひとみは、どこか哀あい願がんしている色があった。

「そうか……無理なのか？……」

　ジョクは、手榴弾のことを聞いた。

「……ウン……怖い」

　ミ・フェラリオは、はっきりと意思表示をした。

　彼女は、正確に手榴弾を投擲したあとの展開を予測しているのではないか、とジョクは感じたので、そのままカットグラの機首をミィゼナーにむけた。

　なぜそう感じたのかは、わからない。
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　ハモロソンの郊こう外がいの丘きゆう陵りよう地ち帯たいのくぼみに、オーラ・シップの修理工場があった。周囲の草地を利して滑かつ走そう路ろにしていたりするので、ジョクには上空から見ても、その界かい隈わいに軍事施し設せつがあるとは見えない。しかし、ニーたちには、三階建てほどの納な屋やにしかみえない建物も特別なものに見えるようだった。ジョクには、この世界のそういうディテールの識別はなかなか身につかない。まだまだ、地上世界の感覚が尾おを引きずっているところがあるからだろう。

　ミィゼナーをその滑走路に着陸させるために、クルーたちが甲かん板ぱん上を右に左に忙いそがしく動きはじめていた。

「チャム・ファウ？」

「フン！……チャム・ファウ……」

　マーベルとアリサの質問に、ミ・フェラリオはそう応じる。

「……なんで、こういうことになったの？」

「知らない。嵐あらしの壁かべを見に行ったら……モアイが怖こわかったから帰れなくなった……それで、うわーってなったら、ここだ」

　彼女はそう言って、自分の立たされている作業机の面を、ムッとしたように指差す。

「モアイ？」

「おばあちゃんだ！」

「育ての親って意味ですよ。物語に出てきます」

　アリサが説明してくれたので、マーベルは納なつ得とくする。

「どうするの？」

「どうするって？」

　ジョクは、オープン・デッキの向うに見えてきた丘陵の清すが々すがしい光景に目を奪うばわれていたので、アリサの質問の意味がわからない。ふたりの女たちに、フェラリオのことをあれこれ詮せん索さくされるのが気き恥はずかしいという感かん触しよくも手伝って、女たちの席に背を向けているということもあった。

　ミィゼナーに戻もどるあいだに、チャム・ファウと名乗るミ・フェラリオを観察するにつれて、ジョクは、彼女のあまりに人間の女性そっくりの肢し体たいに感動した。しかも、その娘こが自分の膝ひざのあいだに長時間うずくまっていたことを、マーベルやアリサに積極的に報告することはしなかった。若いジョクの感じすぎなのだが、簡単に口にできることでもない。

「何も考えていない……彼女にとっては長旅だったんだろう？」

「わたしたちが、嵐の壁を潜くぐったおかげで接せつ触しよくできたんでしょ……縁えんがあるのかな？」

　アリサは油の染しみた作業机に顎あごをのせて、つくづくとチャム・ファウを覗のぞきこむ。

「ムッ……！」

　チャム・ファウはそれを睨にらめっこと勘かん違ちがいして、頰ほお膨ふくらませて、アリサの瞳ひとみを見つめるのだが、ひとり芝しば居いという風に見えるだけだ。

「本当に助けられたの？　ジョクは？」

「彼女の働きがなかったら、カットグラは潰つぶされていた」

「今でも、かなりの損傷だけれど」

　マーベルの嘆たん息そくに、ジョクも改めて情けなくなる。人型の兵器というのは、何の役にもたたない飾かざりものの頭部でも、それがないと本当に悲ひ惨さんに見えるものだ。カットグラについては、両りよう腕うでの損傷の方がひどいのだが、頭の取り付けだけは早急にやる必要がある、という強きよう迫はく観念に取りつかれてしまう。

「ま、どういう風になるにしても、この娘こはとりあえずは捕ほ虜りよあつかいね」

　睨めっこをやめたアリサは、女王の威い厳げんを真ま似ねるように、そう宣言する。

「捕虜？　そうなるのかい？」

「ジョクも言ったでしょう？　バーンの放ったスパイかも知れないって」

　マーベルも意地悪である。豊かな胸をふんわりと大きく波打たせて笑うのだ。

「話してみてわかるだろう？　まだ子供だよ？　そんな心配あるわけがない。大体、バーンがフェラリオを飼かっているって話なんか、聞いていない」

「あら？　聖戦士らしくないお言葉ですね」

　アリサまでがそんな厭いや味みを口にする。平常という感覚を感じられると、人は意地悪くなるらしい。

「なんだ、それ？」

「スパイに使うようなフェラリオがいたとしたら、他人にわかるように飼います？　内ない緒しよで訓練するでしょう？」

「ああ、あー！　こら！　どこに行くの!?」

　チャム・ファウは、ジョクたちの会話がまったく自分に関係のないテーマになったと思ったのだろう。舷げん側そくのほうに飛んでいってしまった。その外から、

「よー！　接地ーっ！」

　そんな号令がかかると、ミィゼナーは軽い震しん動どうをともなって着陸していった。修理工場のわきの広場に到とう着ちやくしたのだ。

「チャム・ファウ！　勝手に動き回るな！　そんな裸はだか同然の恰かつ好こうで！」

　ジョクは、ハンドレールに摑つかまっていたチャム・ファウが、プッと下に飛んでいったので怒ど鳴なってしまう。

「ホラホラ、そういうのを気にしているんでしょ？」

「ええ……？」

　ジョクは、マーベルの厭味がわからない。

「あの娘をほかの人に盗とられるのが厭いやなんだ、って言うことですよ」

　アリサもハンドレールから身を乗り出すようにして、地面にむかって飛んでいくチャム・ファウを目で追いかける。

「あの恰かつ好こう、ハイレグそのものだものねぇ」

　マーベルが、おかしそうに付けくわえた。

　そう、チャム・ファウの恰かつ好こうは、水着一枚といったほうがいいようなもので、それがハイレグなのだから、女たちの冷やかしの対象になっているのだ。アリサは、その生き地じは繭まゆ玉だまそのもので、しかも、クスタンガにはいろいろな色がついた繭玉があるという。

　それで布を織り縫ほう製せいするのだが、子供たちには身体からだにびったりとしたものにして、飛ぶ邪じや魔まにならないようにしているのだという。コモン人は水着といっても、地上世界のビクトリア朝時代のような重厚にファッショナブルなものなので、水着に見えるというのは、ここではジョクやマーベルしかいない。

「そんなに、ぼくをいじめて楽しいの？　ぼくには、ロリコン趣しゆ味みはないんだぞ」

「はいはい……」

　その応こたえるのはマーベルで、アリサには、概がい念ねんとしてロリコンを理解できないし、想像もしない。

　と、下の方で、チャム・ファウを見つけた兵士たちが騒さわぎ出していた。

「そのフェラリオは、聖戦士殿どののパートナーです！　いじめないで！　チャム・ファウ！　兵隊さんたちのお仕事の邪魔をしてはいけませんよ！」

　マーベルの叫さけびが、ミの国の兵士たちにチャム・ファウの存在を知らせることになってしまった。

「ホレッ！　上に行って！　ケツを突つっつかれていいのか！」

　と、ミの国の兵士たちの歓かん声せいが、チャム・ファウを甲かん板ぱんに追い上てくれる。

「ミ・フェラリオまで取り付いちゃあ、この艦かんはおしまいなんじゃないのか!?」

　そんな歓声に、ドッと笑い声を上げるのは、もとゼナーのクルーたちだ。彼ら、甲板士官のメイザーム・エイたち、対空戦では機き銃じゆうの操作を手伝ってくれたクルーたちは屈くつ託たくない。

　ミの国の士官エゼラー・ムラボーの指揮で、捕ほ虜りよたちの下船がはじまったのである。

　が、ゼナー時代の艦かん長ちようギムトン・ケネサウスと副長のフオット・ヘラたち、最後まで空戦の協力を拒こばんで、一歩も倉庫から出ることはなかったグループは、虜りよ囚しゆうらしい覚かく悟ごをみせて舷げん側そくのラッタルを降りていった。総勢五十名といったところだ。

　士官エゼラーと捕虜たちの様子を確認した士官キゼサ・ハームが、ジョクのところに歩をすすめて、

「ほう、あのフェラリオが、聖戦士殿を救ったのですか？」

　士官キゼサは、ハンドレールのむこうを上ってくるチャム・ファウに目をやってから、難しい微び笑しようを見せてきた。

「そうだ。なんと言うのだろう。自分の意思をうけて、騎き士しバーンの顔を蹴けってくれた」

　チャム・ファウは、無ぶ遠えん慮りよにもジョクの髪かみの毛けのなかに手をつっこんで摑つかまり、右みぎ肩かたにとまった。

「どうして、できたんだ？」

「なにが？」

「敵の顔を蹴けったことだよ」

「ああ……！　怖こわい顔は嫌きらいだ」

　チャム・ファウは、額の上からジョクの顔を覗のぞくようにして答えたから、ジョクにはあまりにチャムの腰こしから脚あしがボケて見える。

「人間で言えば、十三歳ぐらいかな……ン？」

「そうですか？」

「そうか？」

　チャム・ファウが、キゼサを真ま似ねてジョクに尋たずね返し、キゼサに笑いかける。

「どうなさるので？　フェラリオは危険ですぞ」

　キゼサの苦笑はお世辞のものではない。事情がわかれば、今後のことを考えるのだろう。困こん惑わくの色を濃こくした。

「どういう風に？」

「口が軽い、どこでも、誰だれにでも、なつくものです」

「そうか？」

「知らない」

　チャム・ファウがブルブルと頭を振ふったらしいのだが、ジョクには見えない。肩かたに当っている小鳥のような足の裏の力加減が感じられるだけだ。

「……フム……聖戦士殿どのになついているようですな……ともかく、どうであろうが仕事の周辺におくことは賛成できません」

「俺おれだってわからない……勝手に飛んで行ってしまうんだろう？」

　ジョクは、チャム・ファウに聞く。

「あたし？　どこに行くのか？」

「知らないよ」

「クスタンガに帰る！」

「帰りなさい！」

　アリサが言った。

「そのほうがいい」

　キゼサは同意を見せると、舷げん側そくのラッタルを下りて行く。

　ジョクも、肩のチャム・ファウを気にせずにキゼサを追った。チャム・ファウを意識した行動をすれば、またマーベルとアリサに何かを言われるかもしれないのだから、むしろ、必要以上に乱暴に動くようにしてしまう。

　チャム・ファウはそんなジョクの動きなど気にせずに、フィと飛びあがると、ミィゼナーのブリッジのほうに飛んでいってしまった。







　15　握あく手しゆする男たち







　ミィゼナーの舷げん側そくのラッタルを駆かけ下りながら、ジョクは、目の前に見える納屋の周囲の光景に、修理工事用としての設備はなにもないのではないか、と不安になった。

　丘きゆう陵りよう地帯にある田園の風景は、林のあいだにカラフルな屋根をもった農家や畑、林りん檎ごだろう木々を点在させて、牧歌的そのものだし、目の前の納屋のまわりに見える数輛りようの馬車も、農家が使っているもので、係留作業をしてくれている人ひと影かげも、現地徴ちよう用ようの民兵らしく、服装も雑多なのだ。納屋の屋根の上に横にはった二本のアンテナ線だけが、軍事施し設せつらしいと思わせているだけなのだ。

「カットグラの修理はできるのですか？」

「クレーンひとつにしても、ミィゼナーに対応できる大きさのものはありません。それに資材も必要です」

　地に降り立った士官キゼサの表情が硬かたくなるのは、ウソをつけない男だからだ。

　大地に立つと、ジョクはいつものように気持ちは落ち着くのだが、さすがに、今回は、異国に辿たどり着ついたという緊きん張ちよう感かんのほうが強かった。空気さえも北に来たという感覚があった。

「資材は集めさせますが、お家のほうで修理のできるところは、やっておいてもらって下さい」

「勿もち論ろんだ。そうさせる」

「アリサ様には、わたしのつかう事務室でお休みいただきます。」

「すまない。礼をいう」

　士官キゼサは、軽く敬礼をして納屋のほうに歩をすすめ、大きな扉とびらにある潜くぐり戸に消えていった。機械戦がはじまったといっても、それはアの国の基準で考えてのことで、基礎工業力が整備されていない国なら、キゼサの言うことも当然なのである。

「…………」

　ミィゼナーのブリッジを見上げてみたが、チャム・ファウの小さな姿が見えるわけはない。

「腹、空すいていなかったのかな？」

　ジョクは、あの娘むすめたちは何を食べるのだろうかと思いつく。できることなら、花粉のダンゴを食べるとか、水すい仙せんの花の蜜みつはおいしいんだよ、と言って欲しいと思うのだが、現実はそれほど夢ゆめ物語になることはない。

『まさかドッグフードじゃあるまいな……あれは固いものな……』




　オーラバトラー・デッキに戻もどったジョクは、備品倉庫の内容物とカットグラの修理に必要な備品の調査を、ミハン・カームたちに命じた。捕ほ虜りよになってくれたゼナーのクルーから聞くという手もある、とミハンが口にしたが、ジョクは、そんなことに甘あまえるなと叱しかった。

　臨時の艦かん長ちようという立場で艦を任されたままのニー・ギブンは、船体の修理やら補給の監かん督とくに忙いそがしく、そんなことを続けていれば、このまま艦長になってしまうだろう。ミィゼナーがミの国なりラウの国に所属するようなことになっても、艦長という人材が、それほどいるものではないからだ。むろん、作戦指令は乗り込んでくるだろうが……。

　マーベルもニーの手伝いで、ジョクは顔をあわせることができず、下着を着き替がえると修理工場というものに顔を出す。

　穀物倉庫であったとみえる内部は、その半分のスペースが三層にわかれていて、手前の吹ふき抜ぬけは屋根まで空くう洞どうになっていた。

　藁わらの匂においとオーラマシーン用のリキュールの匂いが染しみついている空間には、一機のフラッタラが分解されたまま置かれ、その周囲には、フラッタラ関係の修理機材が乱雑にあった。二基のクレーンはあるのだが、オーラマシーン用のものなので、ミィゼナーに必要な備品搬はん入にゆうにつかえるような物ではない。天てん井じよう裏の梁はりには鉄のレールが敷ふ設せつされていて、数個の複ふく滑かつ車しやがぶら下がっていた。

　その奥おくには、長いテーブルが置かれているスペースがあって、食堂兼けんベッドにつかっているという。そこに、ゼナーの捕ほ虜りよたちが押おし込められている格好なのだが、警護の兵士も数名しかおらず、拘こう束そくされてもいないので、整備兵が休息しているだけのように見えた。

　士官キゼサ・ハームとエゼラー・ムラボーは、作業場の手前、入り口にちかい事務机の一角を占せん拠きよして、そこに設置されている性能の良くない無線機で、ピネガン・ハンムのキロン城と連れん絡らくをとるために、兵士たちを督とく促そくしているところだった。

　アリサ用に二階にあるという事務室を空けたので、自分たちの机はこの場所になったと、士官エゼラーが教えてくれた。

　ジョクは、士官エゼラーとともにゼナーのクルーたちの説得にかかるのだ。それが、聖戦士たる者の仕事になってしまうのは、拒きよ否ひできるものではなかった。




　ジョクを迎むかえるゼナーのクルーたちの目つきは、種種雑多だった。艦長ギムトンは一番奥にすわっていたので、ジョクには間遠い感じがする。

「……諸君らにとっては、自分は反逆者であろうが、自分は、ギィ・グッガの戦い以後、どうしてもドレイク・ルフトの政策に同調することはできなくなってしまった。そのことは、直接ドレイク王にも上申し、何度も叱しつ責せきもうけた……このことは、噂うわさでも聞いていましょう」

　クルーたちは平静で、事たててジョクに反はん撥ぱつの色をみせる者はいない。

「……ドレイク王に政策変へん更こうをさせるためには、国内での反乱しかないとまで思いつめたものです。しかし、そんなことをすれば、国内を戦争に巻き込むことになりましょうし、事態を収めるためには、政治的なセンスがなければならないのでしょう。しかし、自分には、そのように振ふる舞まうことが想像できませんでした。それで、アの国に抵てい抗こうしようとする、ミの国に手を貸すことにしたのです」

　クルーの全員がジョクの顔を凝ぎよう視ししてくれていたが、話を理解しようという意志は、感じ取ることができない。世界のちがう人間同士、本当の意味で意思疎そ通つうする難しさを知っていれば、ハンダノの経営で学んだ、誠意をつくすという金言を守りとおすだけだった。

「この国のピネガン王なら、政治的解決策を講じる力をもっていると考えたのです。アの国が内乱状態になって、その隙すきを外国から突つかれるというのでは、もっとも愚ぐ劣れつな結果になるだろう、と考えたことも理由ではあります……それが、昨夜の我々の決起であるのです……アの国は、今日にも大軍をミの国にいれるでしょうから、そのための要員が欲しいのです。ミの国のためではない。アの国の国民のために、自立する力を手にいれるための戦いになるからです。そのために、諸君らのなかから、ひとりでも多くの協力者が欲しいのです」

　食堂には、朝のオーラが射さし込んで暖かくなってきたが、クルーたちの表情には、困こん惑わくの色が濃こくなっていた。

　ジョクのような体験をつんだ者の言葉には、彼らの琴きん線せんに触ふれるものがあったようなのだが、そうなれば、自分たちの生活に照らし合わせて、選せん択たく肢しを考えなければならないと知ったからだろう。

　今回の事件は、もともとガロウ・ラン追討税を近きん隣りん諸国に課して、その税率を上げて反撥を誘ゆう導どうしていったという側面がある。それ以上にアの国の軍人たちには、ドレイクの野心は常識になっていて、アの機械化軍の一方的な戦力差をもって、世界を一国支配しようとするドレイク・ルフトの政策は、新時代の革新であると信じられていた。

　機械化によるという部分は、コモンの歴史上はじめてのものであるので、事の善悪はかんたんに裁定できるものではないという論調が、国内で主流だった。

　そこに、ジョクの現代人的な感覚で、国民という概がい念ねんや自立する、という考え方を口にするのだから、自意識を明確に日常のものにしていない人々には、判断するのは難しくなる。

「質問があります」

　甲かん板ぱん士官のメイザーム・エイが挙手をする。

「なぜ、アの国のやり方が、正義にもとるのでありましょうか？　自分には理解できません」

　正義という言葉をつかった覚えのないジョクは、思わず「本気の質問か？」と口にする。

「ハッ……。自分は海軍にあって、諸国を見てまわったつもりであります。アの国に開花した強力な機械文明は、正義であります。泥どろまみれの文明しか知らなかった我々コモン人を、近代的な機械力にしたがわせることは、他国の文物の発展もうながし、将来は、輝かがやかしい機械文明の世へとつながります」

「その考え方は、まちがいではない。革新していくことがいけないことでもない。発ほつ意いする人間が問題なのだ。かならずしも、道具が善き意識のもとに使われるとは限らないのが、世の中だ。料理でつかう包丁でも人殺しができるのだが、それは、包丁がやるのではなく、人間であります……軍のような巨きよ大だいな組織では、兵器という道具をつかう命令を出す軍人が、すべて正しい判断のもとで命令を出すでしょうか？　事態が変わっても、一度出してしまった命令は、命令者ひとりの面めん子つを保つために、取り消されずに実行されてしまうことだってある。官かん僚りよう、いや、ひとりの役人の面子のために行われてしまう施し策さくがあるのとおなじなのだ」

　ジョクは用心深く言葉を重ねた。

「ドレイク様は独善的な方ではございません。王は申されております。アの国の正義を実じつ践せんすることによって、世を拓ひらくと」

「ひとりの人間の考えで、世を仕切るのが危険だとは、なぜ考えないのだろうか？」

　副長のフオット・ヘラが、三さん脚きやく椅い子すから音をたてて立ち上がると、

「ドレイク王はコモン人であり、なによりも、王は、森しん羅ら万象の事象より信をうけて、国家を統治しているものであります」

　ここでも〝事象〟という意味を〝ゴットゥ〟と発音する。

「そのような王の意志が、独善であるわけはないでしょう。ガロウ・ランのごとく専横であれば許せませんが、アの国の統治であれば、他国にとってもたおやかであります」

「それは一方的な信心のように聞こえるな……先に話した機械をつかうのは人間であり、巨きよ大だいな組織にいる人間は、別の衝しよう動どうで物事を決定してしまうことがあるという話は、忘れないで欲しい……それに……ショット・ウェポン自身も一部の騎き士したちも、ドレイク王を出し抜ぬいて、独自の政治的な地歩を築こうとしている。つまり、王の周囲が健全であるとは言い難いのだ。なぜそうなったかは、オーラマシーンの発生と関係があろう。機械という強大な力を手にいれたからではないか、と、これは、わかって欲しいのだ……機械文明を体験した地上世界の人間の警告である、と思って欲しい……以後、ひとりずつ面接して、賛否を聞かせてもらう」

　言葉がきつくなっていくことを意識するのだが、とめることはできなかった。

「聖戦士……」

　艦かん長ちようギムトン・ケネサウスが軽く手を上げてくれたので、ジョクは、どこかホッと息をつけた。

「どうぞ？」

「反対の場合、我々はどうなろうかな？」

「……ン。騎士キゼサを」

　ジョクの要よう請せいで、士官エゼラーが、事務机の前から動けなかった士官キゼサを呼んでくれる。

「……ピネガン王は、捕ほ虜りよとして諸君らを収容される。ただちに斬ざん首しゆするような古い手段に訴うつたえることはない。それは保証します」

　キゼサの言葉に、クルーたちは頷うなずき合う。そのようなことが、コモン人に意外と感じられるという感かん触しよくは、ジョクにもわかるようになっていた。

「ただし、経済的に逼ひつ迫ぱくしている我が国は、十分な待たい遇ぐうをもって収容するよゆうはない。後方で労働してもらうことにはなります」

「質問！　収容するって……」

「待て！　捕虜収容について議論する場合ではない。これでおしまいだ」

　ジョクは強く制止して、ゼナーのクルーたちを数人ずつにわけて、ミの国の兵たちの監かん視し下において、ひとりずつ面接していき、最後に艦長のギムトンと会った。




「何人が、合力することになりましたか？」

　まず質問したのは、艦かん長ちようのほうだった。

「ちょうど、十人です」ジョクが疲つかれたという顔を見せると、艦長は温和な微び笑しようを浮うかべてくれた。

「意外と少ないのですな」

「そう思いますか？」

「……考えてみれば、ほとんどの者が南の海岸地帯の出身者です。慣れない山国に寵こもってしまうのが、厭いやなのでしょうな」

「ああ、そうでしょうね。家族や故郷を捨てるなど、よほどのことがなければできるものではありませんよ。借金を返済したい人もいるでしょうし、それから逃にげ出したい人もいましょう。ひとりの王のやり方に反対だ賛成だといって、生き方や暮しを変えることなどはできないものです」

「そうですな……そうです」

　艦長は、どこか苦く渋じゆうに満ちたものを含ふくみながらも、同調してくれた。若い青年が、人々の日常の問題を口にするのが面おも白しろいらしい。

「……ふつうの人々は、税の問題で苦しめられますが、それ以外では、王の意向などとは関係なく暮らすものです。生まれ育った土地は、捨てられるものではありません。生きるためには、軍にもはいります。それで給料をいただき、武ぶ勲くんでもたてて故郷に錦にしきを飾かざることができれば、それで十分なのです」

「わかります。艦長……主義主張など、生きる上でどれだけ必要なことか……」

「ありがたいですな。そう言っていただけると……」

「しかし、使われる身は、ときに、考え方ひとつで生かされもしますし、殺されもします。自分のような立場の人間は、少しでも、ま、正義と言われるものに近いところで働いてみせるしかないのでしょう」

「我々の先の時代を経験した者として、正義というものを理解していらっしゃるので？」

　ジョクは、正義という言葉をつかっていたと教えられて、かすかに腹がたった。

「……ギムトン艦長……貴き殿でんがなんの意思表示もしないというズルさには、多少、腹が立ちます」

「自覚しています」

「ぼくはですね……クルーたちの意志を聞いているうちに、いろいろな人生があると教えられて、自分が、異世界にあって、あまりに身軽な身であることに、侮くやしくなっているんですよ」

「ああ……だからこそ、聖戦士なのですよ。でなければ、聖戦士ではなくなります」

「……!?　身勝手ですね」

「はい。ズルくもあります。自分は、家族をドレイクの質にとられる羽目には、なりたくありません。卑ひ怯きようにもなります」

　そう言う艦長の目には、光るものがあった。

「……捕ほ虜りよとしての任務について下さい。艦長……いつの日か、捕虜交こう換かんの時がくるかも知れません。アの国の勝利によって……そのときは、聖戦士は国を裏切っても、やはり聖戦士であったと、お孫さんたちに伝えていただけると嬉うれしい……」

「それは、約束できます」

「そうでもなければ、我が身が情けなさすぎます」

「いや、聖戦士ジョク。自分は、あなたの苛か酷こくな戦いが、偉い大だいなる勝利を手にいれることを心底祈いのっております」

　立ち上ると艦長が差し出してくれた手を、ジョクは、思わず力をこめて握にぎり返していた。

「いつか、一いつ緒しよに、というのはムリかな……？」

　胸に熱いものを感じながら、ジョクは、艦長を送り出した。




　工場の外には、数台の馬車が用意されて、捕虜たちを後方におくる準備が整っていた。

　艦長は、残ることになったクルーたちのなかには、軍から逃にげ出そうと考えている者や、機関整備にかけてのエキスパートがいることなどを教えてくれると、馬車の一員になった。

　結局、ジョクは、身をよせる場所などどこにもない自分の運命を嘆なげくしかないのだが、そんなことをしても、なにも始まらないのが、ジョクの現実だった。

「ジョク！」

　ミィゼナーの船首下から、馬にまたがったニー・ギブンが呼びかけてくれば、ジョクは、擬ぎ態たいではない元気な声で応じた。現実の人間関係を維い持じしてみせるという仕事は、なんの役にもたたない思想などで頭を煩わずらわさないですむ。それは、よほど楽なことだ。

「午後の便でキロン城に行くぞ。アリサ様には、ピネガン王に目通りしていただかなければならなくなった」

「そうか……これで一段落だな……」

「ン……一時間でも寝ねたほうがいいが、どうする？」

「カットグラの修理をみる」

「ミハンたちが手を焼いている。かと言って、ここにはこれ以上の施し設せつはないし……オーラバトラーの製造工場から技術者を呼ぶにしても、王の許可がいる。ホレ！」

　ニーが手を差し伸のべてくれたので、ジョクはニーのうしろにまたがる。

「……？　あのフェラリオは、どうしたんだ？」

　ジョクは、なんとなく頭上に指で弧こを描えがいてみた。

「知りませんよ」

「そうか……可愛かわいかったけどな」

「それを女たちの前では、言わないほうがいい。徹てつ底てい的にバカにされますからね」

「……!?　そうだろうな……」

　ニーとジョクは、オーラ・シップの修理工場のわきを抜ぬけて、倉庫にむかった。そこには、オーラバトラーにつかえそうなマッスルやリキュールがあると聞いたからである。







　16　バーンとドレイク







　バーン・バニングスは、ラース・ワウのドレイクの執しつ務む室にいた。身体からだを直立させているのがやっとだったが、ドレイクの足音にその疲つかれも忘れた。

「まあ、すわれ」

　バーンは紙かみ綴つづりを膝ひざの上において、ドレイクのデスクの前にすわり、ひそかに深呼吸をする。

　ドレイクは、シャツ姿でくつろいでいるようにみえたが、その頰ほおにはやつれの影かげがあった。

　そうはいっても、破竹の勢いで勢力を拡大している国の長である。全体の印象は精せい悍かんで覇は気きがあった。この距きよ離りだから、皺しわのあいだの陰かげを見ることができるのだ。

「まず……アリサの件だが？」

「ここに戻もどるとちゅう、ハンダノに寄りましたが、いらっしゃいませんでした。城付きの下働きの女たちの証言では、アリサ様も旅支度で城を出られたということであります。管財人のヤェー・ウーヤは、畑の見回りに出て留守でありましたので、警護の兵数名を残して、ここに参りました」

「アリサの部屋は見たか？」

「はい……きれいに片付いておりました」

「そうか……バーンが聖戦士の裏切りを予測したのは、ニー・ギブンの脱だつ走そうがあった頃ころからだったか？」

　ドレイクは、ニー・ギブン一家の亡命関係の調書を繰くりながら聞く。

「具体的には、もっと後でございます。聖戦士が、ニー・ギブンの捜そう索さくを打ち切った時期がございました」

「ああ、ガベットゲンガーの実用テストがはじまる頃だったな」

「……はい……あの零れい号の高々度テストで、水すい晶しようの森ちかくにはいったことがございます。そのとき、聖戦士は越えつ境きようなさいまして、報告書では事故であったということでした。しかし、その時です。自分は、聖戦士がミの国と接せつ触しよくしたのではないかと感じたのです」

「ギブン家とハンダノの城は、隣となり同士であったな」

「はい……。それは重々承知いたしておりましたが、聖戦士は、ギブン一家の捜索にも精力的に参加いたしておりましたので、ギブン一家の亡命時には、このようなことになるとは、想像もしていなかったのです」

「しかし、ガベットゲンガーのテストの時には、聖戦士も怪あやしいと感じた……なぜ、そのような疑いがあることを、報せてくれなかったのか？」

「はっきりとした証しよう拠こがなくては上申できません。自分は、ギィ・グッガの戦い以来、王への忠誠に一点の曇くもりもなく働いておりましたので、ゼナーが一隻せきだけで、水晶の森に陽動作戦に出るまでは、聖戦士がどう動くかは、想像できませんでした」

「フム……」

　ドレイクは、バーンの話のあいだ、別の報告書を読んでいた。それは、ゼナーの行動計画について、ドレイクのサインのはいったものだ。

「ゼナーが改装したカットグラ一機の支し掩えんで、水すい晶しようの森に出る作戦は、儂わしも承認した……が、目的はゼナーの慣熟飛行をカットグラの聖戦士に支掩させるということであった……思えばその直前まで、偵てい察さつのドメーロ部隊を指揮していた聖戦士が、ゼナーに直接移動しているのは妙みようだな……儂の考えが浅かったか……」

　バーンもそう感じたが、相あい槌づちなど打つわけにはいかない。

「そうか……儂は、聖戦士に疑いを抱いだいていなかったので、きゃつに一連の偵察をさせたほうが効率が良いと許可したのだ……それが、ジョクには都合が良かったということか？」

「自分は、ゼナーとカットグラの出しゆつ撃げきに関しては、ドレイク様が聖戦士に嫌けん疑ぎをかけられたので、その、なんと申しますか、王ご自身が誘さそいをかけたのではないかと見ました」

　これは世辞である。

「なら、ゼナーの背後にもう一隻せきつけた。儂とて天てん霊れいたちのように目利きではない……まあ……アリサをつけていたので、油断していた気味はあるが……」

　と、父親の顔が出るのだが、バーンはこのドレイクの言葉を信じていない。なぜなら、ゼナーの水晶の森への出撃ひとつにしても、不ふ馴なれな艦かん長ちようだから越えつ境きようしたという言い訳を用意して、ミの国を煽あおるのが目的なのは明白なのだ。

「バーンは、なぜゼイエガで追つい尾びできたのだ？」

「直感、ただそれだけです。軍規違い反はんとゼナーを奪だつ還かんできなかったことについては、どのような責めも覚かく悟ごいたしております」

「そうだ……が、まあ、いい。アリサが同乗していたと思えば、攻こう撃げきもにぶろう。今回の軍規違反と敗戦については免めん責せきする。ガベットゲンガーの損傷については、直接責任をとってもらいたいところだが、これも許す」

「ハッ……」

「ご苦労」

　バーンは、起立すると深々と頭を下げた。儀ぎ礼れいでやったのではない。真実、ガベットゲンガーの損傷については、自身の自尊心を傷つけられたという思いが深いから、自ら頭を垂れるのである。カットグラ以上の力をもつオーラバトラーで対決したにもかかわらず、敗れたのであるから、ドレイクが許してくれても、自分自身、許せることではないのだ。

『しかしだ……ガベットゲンガーの修理を急がせても、次の本格的な侵しん攻こう作戦には間にあうまい……どうする……？』

　もともと、ゼナーが計画どおり隠おん密みつ行動をしていたのなら、次の作戦は、間をおかずに実じつ施しされるであろう。つまり、明日かあさってには、軍は動くはずなのだ。それにあわせて、ガベットゲンガーの修理をするのは不可能であった。といって、ジョクの裏切りで、次の作戦開始が少しのびても、事情はあまり変るものではない。

『まさか、デーモッシュを出すわけにはいかんしな……』

　バーンは、単純にオーラバトラーの配備の問題を考えればいいだけなのだが、これはこれで面めん倒どうなことがあった。自分とショットのあいだで、どうにでもなることなのだが、いかにも時間がなさすぎるのだ。

　バーンは、ギィ・グッガの戦いの頃ころから、ショットと結けつ託たくして、オーラマシーン一いつ般ぱんの技術を、求められれば売るというやり方で、他国に売っていた。それは、ショットが奨しよう励れいしたことでもある。

　バーンは、ショットがそうする理由がよくわかったし、同時に、ショットの技術指導のもと、個人的にもオーラバトラーの開発をすすめていたのである。それがデーモッシュで、ドレイクの戦力の埒らち外がいの機種である。

　それを今すぐどうするという意識はないのだが、バーンは、これらの行動を隠かくすために、ギィ・グッガの戦い以後、ことさらにドレイクに忠誠を尽つくしてみせたのである。結果がどうでるかなどは、時の推移のなかで考えれば良いことで、できることはできる時にやっておく、という考えを実じつ践せんしてきたにすぎない。

　バーンの、この思考の柔じゆう軟なん性は、騎き士しの時代のものではなく、明らかにショットの影えい響きようである。




「あ……？」

　バーンは、回かい廊ろうを向うからやってきた少女が身をひいてくれたので、あわてて自分が、通路のわきに身をよせた。

「どうぞ……考え事をしておりまして、失礼いたしました」

「バーン・バニングス様で？」

　侍じ女じよをしたがえたリムル・ルフトは、悪びれずにバーンの前にまでやってくると、微び笑しようを消して尋たずねた。

「はっ……姫ひめ様におかれましては、ご機き嫌げんよろしゅう……」

「ありがとう。城で噂うわさになっている聖戦士殿どのの逃とう亡ぼう、本当でございましょうか？」

「……？」

　バーンは、答えかねた。箝かん口こう令をしいたにもかかわらず、この小こ娘むすめの耳にまで噂が届いているということは、自分の部下たちに不信感を抱いだかざるをえなかった。

「バーン様にもカットグラが撃げき墜ついできなかった……本当でありましょうか？」

「恐おそれながら、自分からはお答えできかねます」

「そう……そうなの……？」

　ひどく冷れい淡たんに聞えるリムルの言葉に、バーンは、周しゆう到とうな大人おとなの感覚を感じとって、頭を下げた。

「義父ちちは、執しつ務む室に？」

「はい……今ならば……」

「数々の武ぶ勲くん、今後とも、よろしゅう」

　リムル・ルフトは、自分の冷たい口調に気づいたのか、少女らしい律義さと勝気さを見せると、すいっとバーンの前を離はなれていった。侍じ女じよが、目でバーンに挨あい拶さつして彼女にしたがう。

「…………？」

　バーンは、リムルの物もの腰ごしに暗いものを感じて、眉まゆをひそめたものの、ふたりの女性が回かい廊ろうをいく光景に久しく忘れていた平和な光景を見せてもらったと感じる。

『女の日常の行動は、平和を象しよう徴ちようするという話……なんで読んだか……？』

　そう思いはしたが、バーンは、リムルとの短い応答で感じた彼女の存在の重さというか、感かん触しよくを忘れるわけにはいかなかった。

「ステラの処ところに、顔を出してやるか……」

　バーンは、リムルから受けた妙みような感触を忘れようとして、そう口にしながら歩み出した。

　ラース・ワウの城下街といえば、目の前である。バーンは、そこにかよう店をもっていたのだが、ここしばらく行っていないことを思い出していたのだ。

『ステラも歳をとった……どこかの田舎に隠いん居きよ所をあてがってやっても、罰ばちは当るまい』

　そろそろ、下げ種すな女遊びはやめる年ねん齢れいになったという自覚が芽生えたのは、具体的に忙いそがしくなるという予感があったからだろう。







　17　ドレイクの周辺







「聖戦士は、ミの国に荷担して出てくると思うか？」

「さて、自分にはそうは思えませんな。騎き士しバーンは、打だ倒とうジョクを腹にすえているように見えましたが、無む駄だにおわるような気がいたします」

　ドレイクの質問に、彼の右みぎ腕うでともいうべき将軍ラバン・ドレトは、ドアを背にして答えた。

「ま、楽にしろ」

「はい……しかし、ここは閣下の個室でありますので……」

「ここでは、くつろがんか？」

「いや、閣下がよろしければ、いつものように振ふる舞まわせていただきます」

「そうすればいい……。聖戦士の件、なぜそう思う」

「聖戦士は、閣下のやり方に、反対をなさっておりましたが……？」

　ラバンは、ドレイクが窓際のソファにすわりこんでしまったので、その前のソファにむかいながら考えを述べる。

「……もともと地上人です。本質的に我々のやることに興味はもっておりません。ここで働いたのも、閣下に借りがあるという思いがあったからです。それに、あの若者、ひとりの青年として、オーラバトラーが面おも白しろかっただけのようにみえます。そんな青年が、義理を果す相手がいなくなったミの国で、命を賭かけてまで閣下に歯向うでしょうか？」

「フン……まあ、それも一理だが、儂わしはお前よりもジョクという男を知っている」

「は……？」

　そのとき、鈴すずが鳴って、侍じ従じゆうがドアを開いた。

「なにか？」

「リムル様が、ご面会を申し出ております」

「あとにさせろ」

「待たせていただくとおっしゃっております」

「……待たせておけ」

　侍従が退さがると、

「……その後、スパイたちからの情報はないのか？」

「はい、そのことですが、ラウの国から、数機のオーラバトラーが、キロン城にはいったらしいという情報がありますが、確認はできておりません。確認を急がせております。勝ち続けているからこそ、我々の考えに手落ちがあってはならない、と自じ戒かいいたしておりますゆえに……」

「当てつけか？」

「いえ……閣下の采さい配はいにしたがっているからこそ、今日まで失敗がなかったのです。己おのれの範はんにするということです」

　ソファに座って、ラバンは微び笑しようを見せた。

「フフフ……まぁいい……儂わしとてコモン界を制せい覇はしようという男だ。自戒に自戒を重ね、用意周しゆう到とうに事を為なすことに腐ふ心しんしている」

　何人といえども疑義をはさむ余地のない、強きよう烈れつな自己顕けん示じの言葉である。

「しかし、スパイの養成については、もう少し強化する必要があります。予算強化の計画については、この一両日中に提出させます。ミの国の攻こう略りやくと並行いたしますが、よろしいですな？」

「そうしてくれ……ン……。地上人、ジョクのことだがな」

「ハッ……？」

　話の腰こしを折られて、ラバン・ドレトは唇くちびるに指をあてる。相手の話を聞くときの癖くせである。

「ジョク自身は軟なん弱じやくであったが、育った世界の違ちがいから、彼のもっている生体力が我々以上の力になって発揮された。しかし、ギィ・グッガの戦い以来、ジョクは変った。この三年……奴やつにも思し索さく的なところが出てきた……」

「はい……？」

　ラバンは、ドレイクが、何を言おうとしているのかわからない。

「つまりよ……聖戦士として育てたのは儂なのだが、奴やつは、あの旧式のカットグラで、ガベットゲンガーに勝ったという……奴が、本質的な力を手にいれている証明ではないか、と推測している」

「……？　どういう意味でしょう？」

「鈍にぶい奴やつだな……奴は、今までは、ただオーラバトラーが好きでやっていたが、今回の離り反はん行動は、心底考えた末のことだ。男が変るときは、なにか刺し激げきがあってのことだ。奴は、地上時代の女が死んだときでも変らなかったが、あれから時がたった。この離反の原因は、個人的な感情ではない……つまり、どのような事情であれ、奴は儂わしに歯向ってくる」

「……どうも……飛ひ躍やくなさっているように聞えます。奴は逃にげ出したのであります。ガベットゲンガーは、バーンとザナドに取られましたからな」

「忌き憚たんない発言はいいが、考えが浅いぞ」

「ハッ……」

「表層的な見方では己の首を締しめる。奴は、この世界、コモン界のことやバイストン・ウェルそのものを、己の世界のことだと認識をしたのだ。聖戦士ではなくなったかもしれんが、コモン人になったのだ。だから、本気になった。儂への離反も本物だとみる」

「……恐おそれいります……聖戦士は、世界のなかの己の位置を看破した、とおっしゃるのでありましょうか？」

「そこまで言い切れんが……ちかいな。だからこそ、次の作戦……ミの国への侵しん攻こうについては、余人に笑われても良い。確実な布ふ陣じんをしいて、一挙にキロン城をおとす作戦をえがくのだ」

「ハッ……？」

　ラバン・ドレトは、ドレイクの物言いを大おお仰ぎようなものだと感じたが、驕おごりをもつ者が計画すれば、作戦要よう綱こうにも齟そ齬ごがあるかもしれないとは感じる。

　戦争というものは、勝つことがわかってこそ仕し掛かけるのが鉄則である。

　しかし、自ら仕掛けながら負けてしまう戦争があるのはなぜだろうか？

　原因は、すべて身内にあると考えてよい。敵が強かったという理由は結果論でしかないのだ。

　が、時代に慣れ、組織に慣れてしまった為い政せい者しやや大衆は、それをおこなってしまう。それでも、作戦立案において議論をつくしたりするのだが、その場合でも、戦争そのものの問題を考えず、自らの組織の問題やら自らができる作戦に比重をおいて立案、協議する。

　昭和海軍の図上演習では、そのときの司令の気分で、その展開はなかったことにしよう、と勝ちに誘ゆう導どうする演習が行われたし、海軍の本命は艦かん対艦の戦いであるから、航空戦はありえないとして、艦隊の散開、偵てい察さつ、艦隊の集結後、艦対戦をするという図上演習をくりかえしてきた。航空機が出てくる局面で、艦隊の集結などをやっていれば、航空機の餌え食じきになるだけなのに、四十年前の日にち露ろ戦せん争そうに勝てたという記き憶おくに縛しばられ、そのような演習と実戦展開をして、敗戦した。

　現代の戦争では、政治的な膠こう着ちやく状態を戦争によって突とつ破ぱする、という単純明快な目的意識がなくなってしまったにもかかわらず、戦争による解決策があるだろうという記憶に縛られたまま、いまだ、各地で紛ふん争そうをつづけているのだが、戦争による政治的解決の意味は、消失しつつあるのに、戦争のない戦争論を芽生えさせる時代の新しいロジックは提案されてはいない。

　ドレイクは、ラバンが賢さかしくなって、官かん僚りよう的な硬こう直ちよくした考えに捕とらわれるのを諌いさめたのである。

　ラバンは、事態を自分の都合の良い方向にしか考えていなかった非をドレイクに詫わびて、

「……聖戦士は聖戦士として、ミの国に荷担すると考えて、対策を練り直します。もし、彼がカットグラを十分につかいこなせれば、ガベットゲンガー二機を撃げき滅めつして、それによって味方が戦意喪そう失しつをして、軍を後退させることになるかも知れない……そのていどのことは計算した作戦をたてさせます」

「そういうことだ。ラバン……現在の我が国はそれができる」

「ハッ……」

「自じ戒かいすべきは、急速な組織の拡大によって、十人の部下をもつのが限界であった士官が、百人の命を預かるようになり、それを自分の能力だと信じている士官が多くなっていることだ。考えてもみろ。騎き兵へい戦しか知らなかった騎き士しが、機械部隊の指揮を司つかさどるようになったのだ。その変化に順応して正確に指揮できる士官は少なかろう」

「はい……」

「儂わしも人だ、驕おごるよ。そのときは、お前が忠告してくれなければならん。それが、お前の役目だ」

「ハッ……」

　ラバンは、ドレイクの意思を良き方向に開花させようとする意思をもたなければならないと胆きもに銘めいじる。しかし、ラバンがそう胆に銘じた瞬しゆん間かんに、彼は、ドレイクの真意がどこにあろうとも、その職務のなかでドレイクの意思にしたがうだけの将軍になったのである。たとえまちがっていても、己の器量に応じた判断を進言することによって、ドレイクに別の視点を与あたえるという立場は、知らず放ほう棄きしたのである。

「ショットやビショットの腹積りも気になるし、ラウの国が巨きよ大だいなオーラ・シップを建造しているという噂うわさも聞いておる。そういう配はい慮りよの網あみを張るということだ」

「はい……」

　ラウは、ミの国の背後にある最大の仮想敵国である。さらに、その背後にはナの国もあるのだが、それは当分は考えないで良いだろう。

「……その噂も、確認させる努力はいたしております」

「周辺国も、独自のオーラマシーン開発に入っているのが今日までの状じよう況きようだ。だからこそ、ミの国の攻こう略りやくは一いつ気き呵か成せいにな？」

「ハッ……」

　ラバンは、ドレイクの腹の底までみせてもらえた思いを抱いだいて、執しつ務む室を退出した。




『クの国のビショット・ハッタは食えん男だが、所しよ詮せんはこの世界の問題である。が……ショットは……我々、コモン人を試している気配がある……そう、ゲームをやっているというのが正しいところだろう。ミの国が、飛行機型のフラッタラを開発し、オーラ・シップの建造を始めたのが三年前か……ラウとナの国が、オーラ・シップの建造にはいったのもその頃ころだった。技術を流して、双そう方ほうに戦わせるという魂こん胆たんが見え隠かくれしている……地上人という立場で、儂わしまで試しているか……』

　だからといって、ドレイクは彼をどうこうする気持ちはなかった。まだまだ貴重な存在であり、トレンを要してからのオーラ・マシーンの改良は、さらに効果をあげているのである。

「もう少し、女に興味をもってくれればいいのだが、そのほうの興味が薄うすいのが困る……」

　ドレイクは、埒らちのないことを口にしながら執しつ務む室を出て、廊ろう下かの突つき当りのコーナーのベランダで、背中をむけて座っている少女を目にいれた。

「……あれか？……」

　ドレイクは、その少女の背中があまりに小さいので胸をつかれた。ろくに会っていないので、あれがリムルなのかと疑う思いもあって、家族を忘れている自分に気がつくのだ。

　妻によって、家族への思いもあまりにも違ちがうものだ、という実感もわく。

　先妻アリシアは、一週間も顔を合わせていなくとも、娘むすめのアリサとの関係をつないでいてくれたし、家庭を意識させてくれた。それは、ラース・ワウのような巨大な石造りの城に住んでいると、貴重な息いき抜ぬきになった。

　しかし、ルーザは違った。ベッドのなかではいざ知らず、生活臭しゆうのない女で、自らもアの国の拡大する版図を眺ながめては、悦えつに入っているような女なのだ。連れ子のリムルと自分の関係を気づかうようなデリケートなところはなかった。

「待たせたな？」

「はい……お義父とう様に、お伺うかがいしたいことがございまして……」

　リムルは立ち上って挨あい拶さつをしてから、そう言った。

「なんだ？」

「はい……アリサお義姉ねえ様が、聖戦士殿どのとご一いつ緒しよに、ミの国にお入りになったことでございます」

「知らぬな。真実であれば許せぬことだが、どこから聞いたのか？　そのような噂うわさ話ばなしに聞き耳を立てるなど、恥はずかしいことと思わぬか」

　ドレイクは、リムルの前のソファに座ると、親らしい嘆たん息そくを見せてやった。

「……でも、侍じ女じよたちのあいだでは、もっぱらの噂でございます。いやでも耳にはいります……」

「確認できておらぬことだ……それがどうしたというのだ？」

「……はい。アリサ様は、わたしたちがこの城に入ってからハンダノにいらっしゃり、またまた、ミの国にいらっしゃいました……すべて、わたしたちが原因ではないかと思いますと、胸が痛みます……謝罪してすむものではありませんが、どうか、アリサ様に厳しい処断をなさらないように、お願いに参りました」

「…………」

　ドレイクが、想像もしていなかった視点である。内心、苦笑せざるを得ないのだが、これが娘というものであろうとも思う。

「お願いできましょうか？　お義父とう様」

「言ったとおりだ。まだ、ミの国に行ったと決ったわけではない。そう思いつめるな。すべてのことが、自分に責任があると思うと、それは果てしがないぞ？　アリサとてすでに大人おとなだ。よしんば、ミの国に行ったにしても、それはリムルとは、全く関係がないことだ。いいかな？忘れなさい。このことは、今後、口にしてはならん」

　ドレイクは、優しくも断固とした口調で言いきかせる。

「…………」

　気の強いところは、ルーザに似ていた。リムルはへの字に結んだ唇くちびるを、緩ゆるめようとはしない。

「……なにが気に入らんのだ？」

「滅めつ相そうもない……なにも不足はございません」

「そうか……」

「……ただ、自分が生きていく上で、他人に迷めい惑わくをかけるのは心苦しいのです」

「成程な……リムルは、将来、何をしたいのか？」

「……とくに……いつかは知れませんが、外国で勉強をしたいと思っております」

　リムルは、ドレイクの気分とは違ちがうことを口にした。

「アの国では、不足なのだな？」

「いえ……ですが……わたくしには、息苦しいようです……」

　リムルは、自分にとって一番重要なことを言ったつもりだった。

「フン、少女時代には、誰だれでもそのように思うものだ。今、学ばねばならないことをしっかり学べば良い。悪いようにはせん……そうそう、近い将来、オーラマシーンの性能があがって、地上世界に行けるようになるやも知れん。そのときは、アメーリカとかフランチとかいう地上の国に、勉学に行くこともできるかも知れんぞ」

　ドレイクの冗じよう談だんに、リムルは陰かげのある微び笑しようを浮うかべて、絹ずれの音をさせて立ち上り、

「アリサお義姉ねえ様の件は、くれぐれもお願い申し上げます」

　ドレイクに深々と頭を下げて、「それにお忙いそがしいところを、お時間をいただきまして、嬉うれしゅうございました」と重ねた。

「なにを他人行ぎよう儀ぎな……相談したいことがあったら、いつでも、遠えん慮りよなく来るがいい」

　ドレイクは微笑して、通路のつくる暗がりのなかに消えていくリムルの小さな背中を見守った。

　ドレイクが、ゼナーをジョクに渡わたすような杜ず撰さんな作戦を許可した理由はここにあった。

　心のどこかに、血をわけた娘むすめと訣けつ別べつするためには、ゼナー一隻せきぐらいくれてやっても良いという思いがあったのだ。だからといって、ジョクとアリサが、手に手をとって亡命するといった具体的なイメージがあったわけではない。はっきりと意識はせずに、それでも、ジョクやアリサが好きにできる隙すきをつくってみせたのである。

『フム……聖戦士との訣けつ別べつも、どこかで承知していたのかな？』

　その思いは、ドレイク自身にとっても、どこかで意外に感じられないことでもなかった。

『あとはお互たがいに好きにするのか……？』

　ドレイクは、ベランダに出て、鮮あざやかな緑を繁しげらせている中庭の木々に見入った。これで、アリサのことを切り捨てられる、と自覚したのである。それにともなって、聖戦士もその役割をおえたのだと断定できるドレイクであった。

『地上人などは……裏方で油まみれになって働いていれば良いのだ』

　まさに、コモン人としての自尊心がいわせることである。

「フッフフフ……フッハハハ……！」

　ドレイクは心が軽くなり、沸ふつ々ふつと沸わき上る歓かん喜きに似た衝しよう動どうに、笑い声を大きくした。

　その笑いは、中庭に面した壁かべと柱を震ふるわせて、数十のこだまになって増ぞう幅ふくされた。

　ドレイクは、己の笑いの渦うずのなかで全身を震わせたのである。ドレイクは、ギィ・グッガの声を聞いたと確信し、ギィ・グッガの意思を体現したかのように行動する、精力的な王になっていった。

　この部分でも、ジョクの行動はドレイクを助けたのである。ジョクが、そのようなドレイクのメンタルな部分を知らない結果、こうなったのであるが、これも、世界が予定した一連の行動のひとつにすぎないのかも知れなかった。

　だからであろう。ドレイクに、アの国が拡大した結果、なにを為なそうという野望が、現在只ただ今いま、あるわけではなかった。あるのは、ただひとつ、

『我が手で、どこまで成せるのか……やって見せよう。ショット、そちの期待以上にやってみせるわ……ビショットごときが、裏でなにを画策しようがあしらってみせるよ。せいぜい好きにするがいい』

　ドレイクは、自己を刺し激げきするために、腹に一物も二物もあるクの若い国王ビショット・ハッタと手を組んだだけのことである。

『ま……ルーザともよろしくやって欲しいものだ……』

　ドレイクは、ようやく世界の意思を担になって、その使命を敢かん行こうする出発点に立ったのである。

　ドレイクは、世界の意思にとっては、道具なのかも知れなかった。

　しかし、そのような深遠な理解は、当事者たるドレイクにできるものではなく、それは、ジョクやそれ以外の人々もおなじであった。
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「参りましたわ。お母様！」

　幼さの残ったエレ・ハンムの声に、パットフット・ハンムがパッチワークの手をとめて、ベランダのほうに歩み出したときには、空気が振しん動どうしているのを感じていた。それで、微び笑しようを消して、ベランダから娘むすめのエレが見上げる空の一角を仰あおいだ。

「まあ……あんなに、大きな船が……!?」

　オーラマシーンについて知らないではないのだが、キロン城に面したローラグの湖上を渡わたってくるミィゼナーを目にして、パットフットは、男たちが血ち眼まなこになって開発競争をしているオーラマシーンなる機械の感覚というものが、わかったような気がした。

　自分の国で開発されたオーラ・シップであるナゲーマンやオーラプレーン、フラッタラとは比ひ較かくにならないほど力強く、なによりも不思議な造形は嫌きらいではなかった。

　首の長い恐きよう竜りゆう──強きよう獣じゆうではない──のように、船首から胴どう体たいまでが極度に細く、それが太った船体につづいているのだが、その曲線は優ゆう雅がでたっぷりと豊かに見えた。その胴体の前の屋根には立ちあがるように丸いものがあった。そこが船の司令室であるという。

　そのうしろにも、太い柱があって数本の電線が張られて、首から胴体のくびれた部分の舷げん側そくには大たい砲ほうらしいものもあった。胴体の後部には穴があいているように見えたが、オーラマシーンをおいておく甲かん板ぱんであろう。

　胴体上部から数本の煙えん突とつのようなものがうしろに流れるように張り出して、背後には廃はい棄き筒とうがあるともいうが、それはパットフットの位置からは見えなかった。

　そのように仔し細さいにミィゼナーを観察していくと、パットフットには、男たちの心情は想像がついても、このような道具があるから、戦争があっという間に大量殺さく戮りくの場所となる時代にはいったのだと理解できた。

『こんなもので、王は、戦争をなさるというのか……』

　パットフットは、聡そう明めいな婦人である。目の前に現れたオーラ・シップが、明日にも襲おそいかかってくるアの国のものなら、この力の前に、どれほどの人命と緑の国土が焼きつくされるのか、と恐おそれるのだ。

　暮れなずむ夕ゆう闇やみを背景に前進するミィゼナーは、湖の水面を飛ひ沫まつの幕にして、あたかもそれを支えにするように移動した。その船首と船せん尾び、左右の舷側には、輝かがやかしい電気の光の列があった。

　キロン城は、まだラース・ワウのように電気照明を備えていなかったから、ミィゼナーの電気の光は、まるで魔ま法ほうの輝きのように映って、幼いエレは感動する。

「なんでしょう！　あの光……お母様！　なんでありましょう！　キラキラ、キラキラ！　花火のようでありますね」

「電気というものです。この城も、いつかあのような光に飾かざられることもありましょう。あのような……」

　パットフットは、うかつにこのキロン城の将来を口にしてしまったことに気づいて、声をつまらせる。

　この城には、未来などないのだ。今も手にしていたパッチワークも楽しみでやっていることではなかった。エレの育児に手がかからなくなって以降、この二年つづけていたもので、この城を避ひ難なんする前に仕上げておかなければならない、と決心してのことである。

「そうなの！　あれが電気なのですねぇ！」

　エレは、あどけない瞳ひとみをパットフットにみせたが、その瞳はすぐに湖上を接近してくるミィゼナーに吸いつけられる。

　ブブッズルルルル……。城の石いし壁かべに反はん響きようするからであろう。ミィゼナーのオーラ・ノズルの低音は、人の生理の底を揺ゆするように響ひびいてきた。

「おお……うっっ……」

　パットフットは、手て摺すりに摑つかまっているエレの手が強張って、肩かたから背中までが痙けい攣れんをしているのを見て、あわててしゃがみ込んで娘むすめの顔をのぞく。

「エレ……どうしたのです！　エレ……」

　エレの顔は蒼そう白はくになって、見開かれた瞳の瞳どう孔こうが開き、上下の唇くちびるも震ふるえていた。

「ヘッセ！　お医者様を呼んで！　ヘッセ！」

　エレの肩を抱だいてパットフットは絶ぜつ叫きようする。その腕うでのなかで、エレの瞳は膠こう着ちやくしたように見開かれたままだ。小太りの侍じ女じよが、パッチワークを広げたむこうのドアから駆かけ込んで来くるのを制して、

「お医者様です。エレが引きつけを起しました」

「は、はい……」

　パットフットは、エレの唇をこじ開けるようにしてみたが、舌を嚙かむ恐おそれはなさそうなので、やや安心して、エレの額に自分の額をあてて熱の有無を調べる。が、両腕と額から伝わってくる震えは、尋じん常じようのものとは思えなかった。

「おお、天と地の精せい霊れいたちよ！」

　パットフットは、エレの身体からだの震えを止めようと力いっぱい抱きしめて、ただ心のなかで救いを求める。その親子の眼前を、ミィゼナーはドウドウと過ぎて、城じよう壁へきを乗り越こえるようにしてキロン城の中庭をめざした。

　ハモロソンで最小限度の修理をして、船体の一部をミの国の軍ミリタリー色・カラーである赤せき褐かつ色しよくに塗ぬりかえたミィゼナーのオーラ・ノズルがおさまるなか、ニー・ギブンの父親ムロン・ギブンとミの国の王ピネガン・ハンムは、声もなかった。

　やや太りじしのミの国の王ピネガンは、ただ目を細くして、湖の反対側にある中庭に着陸しようとするミィゼナーを注意深く観察した。

　かつての出しゆつ陣じんする軍を謁えつ見けんするための広場は、騎き士しの時代には、もっとも神聖な場所であったのだが、今はオーラ・シップの発着場でしかなく、そこにはミの国が独自に開発したオーラ・シップ・ナゲーマンが一隻せき係留されていた。

　ミィゼナーが、ランディング・アームの接地音を響ひびかせて、その横に着陸すれば、いやでも両艦かんをくらべることになってしまう。

「…………」

　ピネガン・ハンムは、両艦の造形の決定的なちがいに、絶句した。

「……自分もこれほどのものとは、知りませんでした……実際にこのオーラ・シップを見たのは、初めてでありますから……」

「よくも聖戦士殿どのは、こんなものを持って亡命してくれたものだ……これがアの国に数隻あるにしても、我が方もこれによって、有効な一いち撃げきを加えることはできる」

「まったくその通りであります。王よ……」

　ムロンは、それ以上の慰なぐさめを言うことはできない。同等の威い力りよくをもつ戦力なら、その数の比がなにを意味するかは、十分に知っている老いた騎き士しである。

「そうだよ。ムロン……聖戦士は、戦い方でいかようにも対たい抗こうできると言っていたではないか」

「その通りです。聖戦士殿はお若いが、地上世界の戦争についての学識もおありになります。聖戦士の言にしたがえば、勝つやも知れません」

　ムロン・ギブンの家は、もともとミの国から出たといういわれがあった。その真しん偽ぎは別にしても、ムロンは、このピネガン王の父と狩かり仲間のような関係にあったから、親交がもてるのである。このことが、ギブン一家の亡命の直接の動機になったのだが、このようなケースは少なく、まだ時代もそのような人情を許していた。

「ムロン……わたしは、アの国と対決するという決意はまちがいであったと思っていたが、これで、我が決意がまちがいではなかったと思える」

「御ぎよ意い……ドレイク王は恐おそろしい男でしょう……しかし、大義は我らにあります。ドレイクは、オーラマシーンを手にしてから、その生産拡大のために属領から税を徴ちよう収しゆうし、労働力を増強しております。ああ、あれが聖戦士殿でしょう」

　ムロンとピネガンは、ジョクがミィゼナーのクレーンに乗って、中央甲かん板ぱんに登っていくのを見届ける。

　ジョクは、先発してキロン城にはいって、兵員の訓練にあたっていたのである。

　その姿に気をやすめたピネガンは、執しつ務む室にもどる階段をあがり、ムロンは、王の背後にしたがいながら、言葉をつづけた。

「……ハワの国、ケム、リの国は、アの国のゴリ押おし政策に苦しんでおります……。機械化政策の軋あつ轢れきのなかで、もっとも危険なことは、アの国の人間は優ゆう秀しゆうで、敗北した人々は劣れつ等とう人種であるという風潮がひろまったことです」

「そうだ……これまで、バイストン・ウェル界では、そのようなことはなかった」

　階層が高くなったので、ピネガンは改めてミィゼナーを見下ろしてみた。隣となりのナゲーマンの倍の火力があるという意味が、よくわかる角度だった。

「しかし、私がもっとも問題にするのは、ドレイクの意思がすなわち法であるという考えが、蔓まん延えんしていることだ。これは、コモン界の歴史のなかでもまれにみる悪だよ。個人の専制は、歴史的にみても、大衆を虐しいたげ国家を荒こう廃はいさせるだけだ」

「はい。ですから、王が、抵てい抗こうをみせれば、周囲の人びとが蜂ほう起きしましょうし、聖戦士の離り反はんは、おなじような気持ちをもつアの国の人々を刺し激げきして、さらに離反する人々を掘ほり起すことになります。これらが、反ドレイクの力になります」

「が、しかし……ドレイクは、オーラマシーンという前代未聞の機械技術によって、過去の専制者の悪は排はい除じよできる、と言っている。我々が戦わなければならないのは、機械は絶対だという信しん仰こうにたいしてだ」

　ベランダをはなれた王は、執しつ務む机の前にすわった。

「……これは問題だよ」

「そうです。聖戦士ジョクは、その点をもっとも恐おそれて指し摘てきしていました」

「ああ……」

「コモン界が、地上世界の繁はん栄えいをそのまま引き写すのは、世界の崩ほう壊かいにつながると言っておりました」

「……ゆえに、これに抵抗してみせるのが、正義であるのさ」

　そう言わしめるのは、ピネガン・ハンムという若い王の気き概がいである。彼にも、個人的にはいくつもの課題があった。ラウの国との提てい携けいもすっきりといったわけではない。しかし、最低限度の軍事提携は締てい結けつさせたのである。

「できるだけ抵抗してみせれば、ラウとナの国が動いてくれよう。そうすれば、バイストン・ウェルの大義は堅けん持じできるさ」

　それが、ピネガンの望みうるすべてであった。

「あとは、アの国がいつどこから攻せめ入るかだな……」

　ピネガンは、壁かべの戦略地図に見入ってしまうと、ムロンがいることは忘れていった。戦争突とつ入にゆうの命令を出すことは、全身に寒気が押おし寄せるような恐ろしい決心であるからだ。

「素そ朴ぼくさの勝利を信じたいな……」

　ピネガンは、地図のいくつかの赤い線を凝ぎよう視ししつづけたので、ムロンが退出するのも気がつかない。
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「……イテッ！　チャム・ファウ!?」

　いきなり横面に蹴けりをいれられて、ジョクはよろけはしたが、チャム・ファウの大きな羽根が、体勢を立て直すのは見えた。が、もう一度、突とつ進しんしてくるとわかっても、チャムの第二の蹴りも早かった。身長三十センチほどのものが、そんなにも早く動けるのかと思うほどで、第二の蹴りは避さけられだが、羽根で頰ほおをなぶられてしまう。

「どうしたんだっ!?」

「なんだとおーっ！　勝手に放り出しておいてっ！」

　制止しようとするジョクの手をすり抜ぬけたチャムは、小さい腕うでを風車のように振ふり廻まわして、またも突進してきた。今度は、頭ず突つきでもしようというつもりらしかったが、目が慣れたジョクは、チャムの頭を押おさえつけるようなつもりで腕を振って、チャムの胴どう体たいを摑つかむことができた。しかし、手加減が慣れていないので、強く握にぎり締しめたかも知れないと感じる。

　が、そんなジョクの心配など知らず、力があると実感できるチャムの腕と脚あしが、握りしめたジョクの指を押おし開けようとしてきた。それで、少しは安心する。

「いきなり蹴飛ばすことはないだろう」

「あんたは、蹴られるようなことをしたんだ！」

　喚わめいた勢いで、チャムはジョクの手からスルッと抜け出して、再度、攻こう撃げきの隙すきをうかがう。

　チャムにそう言われれば、思い当たることはあっても、まさか、こんな娘むすめからそれほど意識されているとは思っていなかったので、驚おどろくのだ。この数日、こんなミ・フェラリオのことなどは、すっかり忘れていたのだ。それほど、ミの国のパイロットたちを教練することに没ぼつ頭とうしていたのである。

「どうしたんだ？　あいつ!?」

　チャムは、カットグラの裏から、オーラバトラー・デッキの天てん井じようから、おなじことを喚きつづけている。そのチャムを目の端はしに捕とらえて、ジョクがそう口にするのは、もう照れ隠かくしでしかない。

「ジョクがあたしを捨てたー、って、毎日言いふらしているんですよ。ここに来るまで、ズーッとあれだったんですよ」

　キムッチは、チャムの口真ま似ねまでして、笑った。

「いいですねぇ！　可愛かわいい若い子に慕したわれて！」

　デッキの外からも、デトアやナームたちの冷やかしが投げかけられる。コモン人は、こういうようなことには遠えん慮りよがない。

「俺おれがハモロソンを出たときだって、あいつはいなかったじゃないか。連れていこうにも……よせっ！」

　ジョクがカットグラのコックピットに登る梯はし子ごに手をかけたときに、また、チャムの攻こう撃げきがきた。それを避さけると、チャムは、梯子のあいだをすり抜ぬけて、甲かん板ぱんスレスレに降下して、またジョクの動きをうかがう。

「キムッチ！　こいつを縛しばり上げておけ！　うるさくっていけない」

　カットグラのコックピットへ梯子を登っていきながら、ジョクはそう命令したのだが、またの攻撃に、ジョクは表情を鬼おにのようにした。

「これ以上、うるさくすると蠅はえ叩たたきで叩くぞっ！」

　チャムは、呼吸良く正面でジョクの怒ど鳴なる顔を見てしまって、

「ウッ……！」

　チャムは、息をつめて滞たい空くうをすると、それから羽根を震ふるわせる力を抜いて、ズルズルと空を落ちていった。

「当てつけがましいんだから！」

　ジョクは、彼女が羽根を畳たたんで落ちていこうが、それは無視できた。どこかで、まだトンボかカブト虫ぐらいにしか思っていないのかも知れない。

「ヒーッ！」

　チャム・ファウの悲痛な泣き声が聞えても、ジョクは振ふり向かずにコックピットのミハンの手元を覗のぞいた。

「どうなんだ？」

「動きますよ。左ひだり腕うで以外は……」

　ミハンは、ひとりでレバーとマッスルの調整をしてくれていた。この作業が最終のものなのだが、ミハンは部分的な修理をおえた各段階で、いつでも出しゆつ撃げきできるようにカットグラの調整をしてくれるようになっていた。それは、いちいち片付けが面めん倒どうな作業なのだが、そうしなければ、いつ起るか知れない戦せん闘とうに対応することはできない。その心こころ遣づかいは、ありがたかった。

「肩かたのマッスルは、交こう換かんできないのか？」

「補強に使ったものが、固くって馴な染じまないんですよ」

「ラゲッサⅠの物が合わないのか……？」

「ええ……リキュールの調合を変えて、性能を上げようとしていますが、今夜一いつ杯ぱいかかりますよ？」

　シートから立ったミハンは、デッキにおいてある銅製の容器を指差してくれた。それは、ミの国独自のオーラバトラー、ラゲッサⅠに使われているマッスルを漬つけたリキュール容器で、カットグラ用に調合しなおそうとしているものだ。そのような細かいことからも、ミハンたちがミの国の技師たちと協力して、全力でカットグラの修復にあたっていることが了りよう解かいできる。

　しかし、ミの国のオーラマシーン技術が、まだアの国の開発時代のレベルであるために、純度の高いリキュールが手にはいらないというのだ。

「午後には、ラゲッサⅠのオーラ・ライフルが届く。そのアタッチメントをカットグラに合わせるように改修してくれ」

「はい……オーラバトラーで、戦隊は組めるんですか？」

　チャム・ファウの姿が、デッキに見えなくなっているのを気にしながら、ジョクは、カットグラを含ふくめて四個戦隊は組めるだろうと応こたえてやる。

「十六機というところですか？」

「二十四機だ。一個戦隊六機」

「凄すごいな。数だけは……」

「ああ。ラウの国が開発したドウミーロックはそれなりに使えるが、昔のカットグラぐらいかなぁ……」

「じゃ、ハインガットのほうが強いんですか？」

「単純に言えばそうだな。このカットグラⅡの改修要よう項こうをここの連中に伝えて、性能をアップさせたい。そのためのレポートも書いて欲しいんだ」

「今度の戦せん闘とうまでに間に合わせろって言うんですか？」

「できればな？」

　ジョクも苦笑をするしかない。そして、梯はし子ごを下りながら、「でもさ、ミハン。俺おれは、フラッタラを使ってドレイクに泡あわを吹ふかせるつもりなんだ」

「あんなもので？」

「その訓練をこの二、三日やっている。それで、ミィゼナーには戻もどれなかったんだ」

「へー……どういうことです？」

　甲かん板ぱんに下りたジョクにミハンは聞いてきたが、ジョクは手を振ふるだけにして、マッスルを強化している銅製の箱を覗のぞく。そこには、濃のう度どをカットグラに合わせて調合したリキュールに、オーラバトラーの動力伝達用の筋肉ともいうべきマッスルが漬つけられていた。

「……デトアとキムッチは？」

「え……？　ああ、チャム・ファウの手当てです」

　外甲板から互ご換かん用の装そう甲こうを運び上げていた兵員のなかから、ハイエラ・エイデが笑顔で教えてくれた。

「なんだと？」

「あの娘むすめ、骨折したって大おお騒さわぎなんですよ」

「フェラリオの言うことなんか、信じちゃいけませんぜ」

　ミの国の兵員までがそんなことを言う。

「わかっている」

「あの手のフェラリオは、口からでまかせが得意ですからね。それより、今のフラッタラの話は本当なんですか？　聖戦士殿」

　年とし嵩かさのミの国の兵員が、手を休めて聞いてくる。

「ン……。地上世界では、フラッタラ・タイプの飛行体が主流で、人型のものはないんです。ですから、フラッタラ・タイプの戦せん闘とうの仕方には歴史があります。見物になると思います」

　多少、言葉を選びながらも、自分たちがいることを謙けん遜そんするわけにもいかない難しさを感じてしまう。

「そりゃ、凄すごいや」

「多分、ミの国が独自に開発したオーラバトラー、ラゲッサより、フラッタラのほうが実戦的だと考えています。武器は構造がシンプルなほうがいいんです。保守が簡単なほうが、戦場では楽でありましょう？」

「なるほど……」

　その兵士が、明らかにオーラマシーンのメンテナンスを習得しはじめた要員だとわかった。聖戦士と言葉を交かわせただけでも嬉うれしいという表情を、遠えん慮りよなくしてくれるのだ。

「ハイエラ、マッスルのほうは頼たのむぞ。俺おれは、オーラバトラーとフラッタラの実戦配備の訓練に出る」

「はい……ご苦労さまであります」

「ミハン！」

「はいっ！」

「ニー艦かん長ちようとも相談して、クルーは順次休ませるようにしてくれ。いざという時につかえなくなっては、意味がないからな」

「はい……ああ！　マーベルさんに、カットグラをいじらせていいんですか？」

　その話は聞いたことがあると思う。が、いきなり口にされると腹もたった。マーベルが操縦をするという話だ。

「駄だ目めだ。彼女は、俺のほうで預かる」

「ハッ！」




　そうして、ジョクがキャビンのデッキに上っていけば、そこには、看護されているはずのチャム・ファウのキーキー声があって、うんざりさせられた。

「ああ……ジョク。自分は知りませんぜ、もう！」

「いい。構うな、あとは、俺がやる」

　キムッチはジョクの言葉にホッとすると、手にしていた薬くすり瓶びんを放り出して、

「女の恰かつ好こうしているから、ちょいと助平心で興味があったんですが、こりゃ、蛾がですね」

　そう耳打ちすると、キムッチは本当にブスッとして、出て行ってしまった。

　チャム・ファウは、お尻しりから右足首に包帯を巻こうと奮戦しているのだが、人間用の包帯なので、まるで帯を腰こしに巻きつけようとしているようになっていた。が、その元気さを見れば、怪け我がなどは当てつけであることが、よくわかるというものだ。

「……チャム……痛むのか？」

「痛いよ……お尻だってズッキンズッキンするんだよ！」

「薬は塗ぬったのか？」

「あのキムッチは、キムッチは……乱暴なんだ」

　チャム・ファウは、ちゃんと巻ききらない包帯をズリッと外してみせようとしたが、こんどは、お尻しりにブ厚く塗ぬられてしまっている塗り薬に包帯が張りついて、離はなれなくなっている。

「こんなんじゃ……まったく……！」

　ジョクは、指先を伸のばして薬と包帯を外してから、お尻の塗り薬を指先で拭ぬぐい取ってやる。そこは、確かにお尻なのだが、拳こぶしがならんでいるというようなもので、意外に芯しんのある硬かたさがあった。

「ウッ……ウウウウウ……」

「…………？」

　突とつ然ぜん、美人顔をクチャクチャにして泣き出すチャムは、本当に、ジョクと一いつ緒しよにいたかったらしいとわかって、包帯でお尻をきれいにしてやりながら、ジョクは慨がい嘆たんする。このような形の女の子をどう扱あつかったらいいのか、まったく見当がつかないからだ。

『……いったい、どういういう動物なんだろうか……』

　種族とか人種といった単語は思いつかなかったが、ただ、蛾がではないと思うのだ。
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　階段の手て摺すりから覗のぞいたガラリア・ニャムヒーは、薄うす暗ぐらい玄げん関かんのエントランスにポツリと立っている少女が、本当にリムル・ルフトその人であるのを知って、室内着を合わせてみせて内心の動どう揺ようを隠かくすようにした。

「ご用は、なんなんです？」

　ガラリアは、階段を降りながら訊きいていた。警けい戒かい心のほうが強くなっているのは、こんな事件をラース・ワウに知られて、叱しつ責せきをうけたくなかったからだ。

　ジョクやニーが指し摘てきしたように、彼女は意識しなくても、アの国で立身したいという思いが強くなっていて、以前のように無定見な行動をとることがなくなっていた。ギィ・グッガの戦い以後、軍功を上げれば上げるほど、オーラバトラーのパイロットとしてのステイタスが育っていた。

「あなたが聖戦士ジョクに一番ちかい騎き士しだとうかがいましたので……」

　見上げたリムルの顔が、緊きん張ちようで白く透すきとおっていた。よほど思いつめたことでもあるのだろう。が、まだ年とし端はがいかない少女の思い込みには、笑止、というものであるかもしれないとも想像する。

「居間の暖だん炉ろは、火が残っているのかい？」

　侍じ従じゆうにそれを確かめると、ガラリアは居間にリムルを案内した。深夜ともなれば、多少、空気が肌はだ寒ざむく感じられる季節になっていた。

「……よくお城を出られましたね？」

「わがままのとおし方は知っています。毎日、城内で暮すのは好きではありませんから……」

「そうですか……？　ああ、ご苦労、お前たちは寝ねていい。今夜のことは口外するな。姫ひめ様もこの歳になれば、夜遊びもしたくなろうというものさ」

「はい、では……外でお待ちの方にもご挨あい拶さつをして、休ませていただきます」

「そうしてくれ」

　茶を運んでくれた侍従は、ふたりに丁てい寧ねいに頭をさげると退出してくれた。

　ガラリアは、後妻の連れてきた娘むすめと個人的に接せつ触しよくしたことなどはないので、彼女とジョクにどのような接点があるのか想像がつかない。

　ガラリアが、ジョクとちかいといっても、それは戦場でのことでしかなくなっていた。

　今回の事件でハンダノに顔を出したのは、それこそ二年ぶりかも知れず、つきあう時間があったにしても、最近のジョクはどこかよそよそしくなっていたので、そんなことを詮せん索さくして、アリサあたりから嫉しつ妬と深い女だ思われるのも、警けい戒かいするようになっていた。

　ことに、バーンの胡う散さん臭くさい噂うわさを聞くようになれば、ここでドレイクに恩を売って、筆頭パイロットになるという具体的な夢ゆめがはっきりしてきたので、騎き士し魂だましいをもった女パイロットという新時代のヒロイン像を描えがくことに精進していたのである。

　そんなガラリアにとっては、今夜のリムルの訪問は迷めい惑わくなのだ。

「騎士ガラリアが、このたびの聖戦士殿どのの行動について、どう感じていらっしゃるのか、知りたいのです」

「裏切られたという感情しかありませんよ。ほかになにを言えとおっしゃるのです？」

　ガラリアは、かすかな腹立たしさを堪こらえてみて、本当は、自分にもジョクの本心を打ち明けてもらいたかったという思いがあることを意識した。

　ジョク離り反はんの報を聞いたときには、軍務をさいてハンダノに行き、ジョクに仕えていた者たちを詰きつ問もんしたりしたと思い出す。

　そのとき、ハンダノの管財人のヤエー・ウーヤから、

「ガラリア様には、内密にこれをお渡わたしするようにと……」

　と、ジョクからの手紙を手渡された。

　その手紙を読んで、ガラリアはジョクの配はい慮りよに感謝もしたが、水臭いという思いを打ち消すこともできなかった。

　ジョクの手紙には、アの国で功名をあげて、家を興すことを目的にしているガラリアに、自分の考えを伝えれば、ガラリアが困るだろうという意味のことが記されてあった。しかし、ここまでドレイクの専横が激しくなれば、アの国に骨を埋うめることは苦しくなった。地上世界の歴史から考えると、ドレイクの国家的目的意識は危険にみえるから、内ない緒しよでアの国を離反するが、ガラリアはよく功名をたてて、もし自分の首をとれる機会があるなら、そのときも恨うらまない、とあった。

　ガラリアの心を知るからこそ、自分の気持ちを一切伝えられず、そのことが一番気になっているとも書いてあって、その部分を読んだときに、ガラリアは泣きもした。

　そして、そんな自分を見つめて、ジョクとの関係がそういうものであったのか、と納得したのだ。それは、悪いことではないと思う。

　が、そうなれば、一枚の紙片で納得できない自分を、発見もしたのだった。

　アリサという存在が割り込んでこなければ、結けつ婚こんだって考えられたかもしれない関係は、ガラリアの少女の部分が夢ゆめ見たことである。同どう衾きんする機会がなかったわけではないし、誘さそい誘われ、暗あん黙もくのうちに断り断られもして、戦友愛を深めていった間あい柄だがらなのである。

「一番の戦友であったつもりなのに、離り反はんの心積りを打ち明けてもらえなかったことは、ちょっと無念なのですよ。こういう気持ちは、姫ひめ様にはおわかりになりますまい？」

　ガラリアの告白に、リムルが膝ひざを乗り出すのは、自分の問題だけに突つき進もうとする少女の悪い態度である。

「そうおっしゃって下さるのなら、はっきりとお尋たずねできますが、騎き士しガラリアには、聖戦士を追うというお心積りはないのでありましょうか？」

「あるわけないでしょう」

　ガラリアは切れ長の目を見開いて、声を荒あらげた。が、リムルは動じることがなく、自分の気持ちに率直に、聞きたいことを聞くという姿勢を崩くずさない。

「真実でありましょうか？　騎士ガラリアと聖戦士の噂うわさは聞いておりましたが？」

「可愛かわいくない姫様だねぇ……大人おとなになればいろいろあるのさ。信義にもとる騎士、それが聖戦士であればあるほど、許せないものもある」

「本当でしょうか？」

　ガラリアは、暖だん炉ろの火で右の頰ほおを赤くしたリムルを睨にらみつけた。

「……姫様は王様のスパイですか？　あたしの本心を聞きに来たのですか？」

「……!?　そんな風に見えましょうか？」

　ガラリアが思わず笑ってしまうような驚おどろきの表情を見せてから、リムルは今度は遠えん慮りよがちに聞いてきた。

「そう考えざるを得ないんですよ。聖戦士の離反につられて、アの国を脱だつ出しゆつしようとする騎士の噂は、聞かないでもないですからねぇ」

「…………」

　リムルはしょんぼりと肩かたを落して、退出する風を見せた。

「ね、本当の姫様の気持ちをさ……お聞かせ下さいよ。なにを探りにきたんです？」

「義父ちちと母にはご内密に……ガラリア様なら……わたくしを、アの国から連れ出してくれるのではないかと思いました」

　ガラリアは、さすがに絶句した。ふたりしかいない部屋でなのだが、壁かべにかけた飾かざり鎧よろいの陰かげにスパイでもいたら、と視線をめぐらしてしまう。

「……呆あきれたねぇ……それで、なんでそんな風にお思いになったのです？　ラース・ワウの暮しが嫌きらいなのですか？」

「好きではありません……でも、そんなこととは関係ないのです。わたし、今度の聖戦士の離り反はんで、あの方は、なんと申しましょうか……世界の真実をご存じなのではないかと思ったのです……ですから、あの方の側そばで勉強をしたかったのです」

「この国には、地上人で学問もあるショットとかトレンがいるでしょう」

「義父ちちとあうような地上人には、興味がありません」

　それは、ガラリアにも同意できることだ。

　城内ふかく暮すリムルが、そのように理解できているということには、驚きよう嘆たんしたくなった。

　が、リムルごとき小こ娘むすめの言葉にのって話をあわせてしまうと、ジョクに同調してしまいそうな自分に気づいて、ガラリアは話の筋を壊こわそうとした。

「いいかい？　姫ひめ様……あたしは、ジョクのやり方を怒おこっているんだよ。アリサ様のこともあったが、そんなことは抜ぬきにしても、今回の件は、騎き士しの信義を踏ふみにじったんだ。八つ裂ざきにしても、飽あきたらない気分なんだよね」

「そうでありましょうね……騎士であれば……」

　リムルは、ゆったりと立ち上って、頭を下げた。

「すみませんでした。お心を乱してしまって……」

　そのポツリとした印象に、ガラリアは、うかつに言葉を継ついでしまった。

「なんで、そんなにジョクのことが気になるんだよ？　言ってごらん」

　ガラリアは、そういう自分こそ、ジョクへの未練を吹ふっ切れないでいると感じる。

「……聖戦士殿どのがいなくなって、アの国は、空くう洞どうになったという感じがしたのです……別の言い方をいたしますと、聖戦士は、ガロウ・ランに撥はね飛ばされてしまったのではないか、というような恐おそろしさを感じるのです。聖戦士が戻もどってくれなければ、この国は滅ほろびないまでも、邪じや悪あくなものになっていくのではないかと感じるのです」

　居間のドアに歩みながら言うリムルの言葉に、ガラリアは背筋にスウーッと冷たいものを通されたような気がした。心の奥おく底そこで曖あい昧まいに渦うず巻まいていたものが、言葉という輪りん郭かくをもって語られたという感かん触しよくは冷たかった。

『小娘でも、そう感じたか……』

　しかし、ガラリアの口をついて出た言葉は、違ちがうものだった。

「まるで物語ですねぇ……。いいですかい？　あんたの義理のお父上は、ハワの国、ケムの国、リの国と、国力が同じか上の国を負かしたんですよ。ショットとトレンの協力が、ますます強力なオーラバトラーを開発して、オーラ・シップを建造して、ドメーロでさえ、より強力なものにしています。これだけの力があれば、ジョクというひとりの地上人の力などは、ただのパイロットとしての力しかないのです。現代は、ひとりのパイロットよりも、ひとりの技術者が設計した機械のほうが、よほど力になっているんですよ。今や、我が国にはジョクにくらべられる技量の持ち主は、いっぱいいるんです」

「でも、聖戦士の称しよう号ごうをいただいた方は、おひとりです」

「なに言ってるの。ドレイク様が、地上人をおだてて使うために考え出した称号じゃないですか」

「そうでしょうか？　それだけのものでしょうか？　義父ちちが、聖戦士の称号をお与あたえになったのは、ギィ・グッガの戦いの前でありましょう？」

　リムルは、身体からだをガラリアの正面に向けて、ガラリアが戸と惑まどってしまうほど、はっきりと抗こう議ぎをした。

「……？　何が言いたいんです!?」

　ガラリアは、思わず声を大きくして、詰きつ問もん調になった。

「……ギィ・グッガの霊れいが、義父に取り憑ついたという噂うわさがございます」

「今日まで、ドレイク様が、まちがったことをやったかい？」

「いいえ……よい父です。ご自分の力を信じすぎていますが、よい国王でしょう」

「そうだよ。ドレイク王に、ギィ・グッガが憑ひよう依いしたなどという噂は、あたしは信じないね」

「でも、なんで、そんな噂が立つのでしょうか？　人びとの直感に、確かな裏づけがあるとお思いになりませんか？」

「デマ。それだけさ……リムル様……ご苦労はわかりますが、もう少し心を安らかにお持ちなさいませ……どうか、ひとりの少女として、すこやかな人生をお送りになって……」

「……そうしたいのです。ですけど、聖戦士殿どのがいなくなった空白を感じてしまう自分をどうしようもないのです……これは、自分の意思ではないのです」

　リムルの表情は、夢ゆめみる少女の哀あい感かんを漂ただよわせているというようなものではなく、しっかりとした手て応ごたえのあるものとして、ガラリアに迫せまった。

「……やれやれ……あたしは、騎き士しです。ジョクのことなど忘れることができる力を持っています。姫ひめ様……？」

「騎士ガラリアの立場は、よくわかりました。最後に、もうひとつだけ教えて下さい」

「あたしがわかることだけにしていただきたいな」

「サラーン・マッキというフェラリオは、どこかに匿かくまわれているのでしょうか？」

「そういう質問ですか？……ハッ……知りません。その名前のフェラリオはもう泡あわになって、コモン界にはいないのではないでしょうか？」

「……噓うそをおっしゃる」

「噓など言うものですか。姫様。……トレンという地上人がサラーンと寝ねたという話もありますがね……わかりますかい？　地上人とフェラリオが寝るという意味が……？」

　ガラリアは、破れかぶれにちかい心境で、言葉を幼い少女にぶつける。

「セックスができるということでしょうか？」

「よしよし……話だけでも知っていればこっちとしても言いやすい……トレンとサラーンが寝たという話を、あたしは信じるんだ。なぜかって、トレンはもともとサラーンの力で呼ばれた地上人なんだから、霊れいの気性が合うんでしょうね。でも、これがフェラリオにとっては大問題でしてね」

「はい……」

　リムルは明快に頷うなずき、ガラリアは彼女の誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかった、と感じていた。

「だからです。サラーンは、エ・フェラリオのままではありません。地上人とつうじた罪で、コモン界にいつまでもいることができなくなって、泡あわになってしまったのです。しかも、泡になってクスタンガの丘おかに染み出ることもできずに、地に染み込んで、ガロウ・ランの世界に入ったかも知れないんですよ」

「そうなんですか……地上人を呼べたフェラリオなら、聖戦士を呼び戻もどせるのではないかと想像したんですけれど……」

「そうか……それですよ！」

　ガラリアは、ひとりでいれば考えもしないことを喋しやべって、ようやく、新しい事実を思いついていた。

「はい？」

　リムルは、次のガラリアの言葉を待った。

「あのね、サラーンは、昨日までは生きていたかも知れないんです……でもね、サラーンはアの国から消えた。だから、聖戦士はアの国から離り反はんした。そう考えることだってできますよ」

「そうですか……そうでしょうね……バイストン・ウェルの世界全体のバランスをとるということは、そういうものですものね……」

「そうですよ。そうでなければ、こんなに突とつ然ぜん、ジョクがアの国に愛想づかしをするはずがない……」

　それは、半分以上、ガラリアが自分自身を納得させるためのロジックであった。

「……なんと悲しいことを……」

　ガラリアは、立ちつくしたリムルの瞳ひとみからあふれる涙なみだが、暖だん炉ろの火を映して震ふるえているのを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。自身を納得させるロジックを発見できて驚おどろいているのだから、ほかになにもしようがない状態なのだ。

「……姫ひめ様……申し訳ありません。あたしは騎き士しをやるしかない女ですから、お役には立てませんでした」

　ガラリアは、リムルを現実に引き戻そうとして、そう声をかけた。

「ああ……そうですね……ありがとうございます」

　リムルは、指で涙をぬぐってからドアのノブに手をかけて、

「いろいろと勉強させていただいて、嬉うれしく存じます。騎士のご武運を……」

　リムルは自らドアを開いて玄げん関かんに向った。彼女が手にしたショールを頭からかけたときに、ガラリアは思いついたことを口にしていた。

「あの連中が、どう思っているか知りませんがね、ドメーロ部隊の第二か第三戦隊に、ニー・ギブンと一いつ緒しよに戦っていたキチニとマッタというパイロットがいます」

「…………」

　リムルは、何も言わずに、それでもコックリと頭を揺ゆらしてから、ガラリアの屋や敷しきを辞した。

　酒の一いつ杯ぱいも飲んでからでないと眠ねむれないと感じて、寝しん室しつへの階段を上りながら、ガラリアは、ショートヘアの髪かみをもみくちゃにしてみた。
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　明けやらぬ空のした、地をはう霞はいくえにも白い帯になって、森の木々をくすんだ藍あいにそめていた。

　その霞を突つき破るようにして、三機ずつ編隊を組んだフラッタラが、次々と離り陸りくしていった。

　それらの編隊は、上空でさらに六機編隊にまとまって、滑かつ走そう路ろわきで見送っている貴族、将官たちの頭上を旋せん回かいしたのち、それぞれの目的地に飛び去っていく。

　ジョクも睡すい眠みん不足も忘れて、滑走路わきにたって大きく手をふって、前線にむかう編隊を見送った。この数日という短い時間に、フラッタラ部隊のパイロットたちに、コモン人が想像しなかった戦術を叩たたき込むために、ジョクはまさに狂きよう奔ほんした。

　が、アの国という敵も、動き出していたのだ。

　それで、訓練の成果を問う間もなく、彼ら戦士たちを前線に送り出さなければならなくなったのである。

「見事です。聖戦士殿どの」

　ピネガン・ハンムは、即そく製せいの台から降りると、あらためてジョクに握あく手しゆを求めてきてくれた。

「最低限度のことしかできませんでしたが、少なくとも、フラッタラの性能は、これまで以上に発揮できるはずです」

「編隊を組んで離り陸りくするのにも、意味があるのでしょうな？」

　体格のいい若い王は、ジョクにたいして十分すぎるほど気をつかってくれる。

「たえず味方機の位置を確認する訓練になります。それは、戦場では、敵を視認する癖くせをつけるようになるのです。三機編隊を基準にできるようになりますと、同時に高度をとることができて、空中戦でもっと重要である、いかに早く敵を見つけられるか、という勝負に勝てます。それに、これは、地上要員たちの動きを早くさせる訓練にもなるのです」

「成程、我々は、機械を貴重に扱あつかいすぎましたか？」

「それは言えます」

　ジョクは、現代の東京の生活に慣れすぎている自分を、こんな会話のときに感じてしまう。

　なにも考えずに、乗用車に乗れる生活をなつかしく思う一方で、その弊へい害がいを考えられるようになっていた。貴重なエネルギーをつかう道具なら、自分で整備するぐらいの謙けん虚きよさが必要だということだし、バイクで暴走するなどは、機械を安易につかいすぎる現代社会が生んだ悪あく癖へきだと思うようになったのだ。

　その一方で、ミの国の人々が機械に接する考え方が素そ朴ぼくすぎて、実戦では役に立たないという現実も見せつけられたのである。

　ミの国の軍人たちは、フラッタラというオーラマシーンにしても、それが飛行できるという能力だけに満足していたので、水平飛行から地上を攻こう撃げきする使い方ぐらいしかしなかった。

　それで、飛行できる兵器の柔じゆう軟なん性のある活用を教えたのがニー・ギブンであり、その実地訓練を強制したのがジョクであった。

　しかし、彼らを訓練しながら、ジョクは機械にたいする人々の素朴な感性を貴重なものだと感じるようになり、生き残るために急降下爆ばく撃げきを教えなければならない現実に、痛みを感じるようになった。それでは、コモン界を地上世界とおなじにして、人々に機械依い存ぞんの悪癖を植えつけることになるだろうと思ってしまう。

『これも汚お染せんか……』

　目の前で発進していった六機編隊が四つ。ほかに前線で展開している六機編隊のフラッタラが、現在のミの国のフラッタラのすべてである。もちろん、今日でも、フラッタラの製造はつづいているのだが、五日に一機を前線に送り込めれば良しとしなければならないのが、この国の現状である。

「オーラバトラーの編成については了りよう解かいしましたが、三機のドウミーロックをミィゼナーに集中しすぎるという批判が出ています。これについては、どう考えればいいのか？」

　ピネガンは、自分の馬車にもどりながら尋たずねてくる。

「一隻せきの船に、働きのちがう飛行機を搭とう載さいするのが、我々の常識です。その意味では、その批判は当っています」

　馬車の踏ふみ台だいに足をかけたピネガンは、別段、非難がましい表情は見せずに、ジョクの説明に耳を貸してくれた。

「しかし、お国の船ナゲーマンの甲かん板ぱんは、ドウミーロックには狭せますぎます。それに、ミィゼナーと自分のカットグラ、ドウミーロックはミの国の物ではありません。ですから、これら外国の兵器をミの国の楯たてにするつもりなのです」

　ピネガンは馬車にすわると、ジョクを招きながらも眉まゆをしかめて、

「外国の兵器という言い方はなさらんで欲しい。お気持ちはわかるが、貴公には戦い抜ぬいてもらわなければならんのです。簡単に貴公が死ぬような布ふ陣じんは、別の腹があるのではないかと邪じや推すいしてしまいますぞ」

　ピネガン王のあまりにも率直な忠告に、ジョクは王のむかいの席にすわりながら、オープンの馬車のシートが朝の露つゆに冷えているのを感じて、頭を冷やそうと意識した。

「謙へりくだりすぎました……一番の理由は、物理的に配置できないからです。お国のナゲーマンは非力すぎるのです」

　そのジョクの説明に、ピネガンはジョクよりもひと回りは大きい巨きよ軀くを揺ゆすって笑い、

「……わたしは人使いが荒あらいのです。使い切るまで使うのが主義ですから、貴公には死んでもらっては困るのです」

「それで結構です」

　揺れる馬車のなかでジョクも苦笑をかえせば、この王なら、外交をやってくれるだろうと安心できた。

「いくつもの栄えい誉よを身につけて、地上世界に錦にしきを飾かざりたいという志がございます。そして、このような世界があることを、地上世界の人々に知らせたいのです」

「そうでしょうな」

「地上世界の人々も、たえず世界の破は滅めつが来るのではないかと恐おそれています。にもかかわらず、政治的な抗こう争そうはおわらず、環かん境きようの破は壊かいもつづいています。平和なときには、人々の暮らしが贅ぜい沢たくになって、環境汚お染せんが広まってしまうということは、じつは、戦争以上に深刻な問題になっているのです。これをやめさせるために、バイストン・ウェルのような世界があることを、地上の人々に知ってもらう必要があると考えています」

「知ってもらうことで、環境汚染がおさまるのですか？」

「この世界は、人間の生体力でできている世界だ、という考え方がございます」

「我々には、地上世界のオーラ力が、自分たちをもたらしてくれたという考えがあって、地上世界を崇すう拝はいする信しん仰こうがあります。そして、世界にあるあらゆる事象にも生があり、我々とともにあると……」

「ですから、地上世界の科学でも解明できないバイストン・ウェルの世界を提示すれば、地上世界にすむ人間も、少しは謙けん虚きよになるのではないかと考えるのです」

「なるほど……地上界の異常な人口増加も、このコモン界の動乱の要因だとおっしゃった聖戦士殿どのの推論は、面おも白しろく承りました。あのお話は、初めてお会いした晩のことでしたな？」

「ですから、必要以上に地上人のオーラが流れ込んでしまって、現在のコモン界の急速な発展があると考えています」

「フンム……」

　ピネガンは、霞かすみが晴れて周囲が見晴らせるようになった光景に気づいて、

「……地上世界では、本当にこの丘きゆう陵りよう地帯ほどのすべてを、コンクリートやアスファルトという固い材質でおおうようなことをしているのですか？」

「コンクリートも品質があがっていますから、高さが百メートルをこえる箱のような建物も造れますし、その建物のあいだには、アスファルトの道路が何千キロと続いています」

「それが、環境汚お染せんですか……」

　王が眺ながめ渡わたす木々のあいだに、王を待っている三十機ほどのオーラバトラーの機体が、見えてきた。

「……現在、地上世界で問題にされている環境汚染は、もっと悪質な段階にはいっています。ガソリンが燃える煙けむりがここをおおっていたら、どうなるとお思いになります？」

「臭くさいし、燃えカスの毒が出る。昔、鉛なまりの水道管をつかっていたために、鉛の毒で短命であったという考古学的な研究も発表されています」

「現在の地上世界では、それ以上に危険な化学物質が人々を苦しめています。知らないうちに毒が身体からだにはいった母親から、奇き形けい児じが生れるようなことも起っているのです」

「……それでは、暮していけないではありませんか」

　このことを理解してもらうために、ジョクは具体的な事例を挙げて説明したかったが、新聞記事レベルの単語さえきちんと覚えていないために、自分の説明が曖あい昧まいになってしまうのが悔くやしかった。

「聖戦士殿どののいうことが本当なら、悪いとわかっていることを、なぜやめられないのでしょうか？」

「ドレイクに、オーラマシーンは危険な道具だと何度も忠告しました。しかし、便利な道具を手にいれると、人は、なかなかそれを捨てる勇気をもてません」

「そういうことですか……便利な機械をつかいすぎると、機械のもたらす悪い面を考えるのをやめてしまうのですな。しかも、その機械を生産することで環境汚染になる……？」

「はい、人口の増加もそうです。長生きしすぎる罪というものも出てきました」

「それも悪ですか？」

　さすがに、その言葉には、嫌けん悪お感をふくんだ反応があるのをジョクは感じる。

「老人の存在が社会の良き象しよう徴ちようであったのは、人が短命であったからです」

「ああ………バイストン・ウェルでは短命ということはなかった……が、人が多すぎるという時代もなかったといいます」

「人が増えれば、世界そのものも拡がったからでしょう。人口密度は変わらなかったようですね」

「コモン界の地図が記録されるようになってから、拡大しているのがわかります」

「中世までは地上世界でもそうでしたが、ある時代から、世界の大きさがわかるようになりました。そうしたら、人口増加の問題は、克こく服ふくしなければならない最大の問題になってしまったのです」

「バイストン・ウェルが、生体力で形成される世界だというのなら、人が増えれば世界そのものが拡がるものでしょう？」

「そうでしょうか？　あらゆる現象には、適切な尺度というものがあります。バイストン・ウェルといえども、肥大しすぎればパンクすることは考えられます。宇宙そのものも無限ではないという観測が出てきているのですから」

「世界は有限というのか？」

「はい……」

　整列するオーラバトラーの背後で、一機のドウミーロックが歩行してくるのが見えるようになった。そのうしろには、カットグラと、ミの国が独自に開発したオーラバトラー、ラゲッサが、王の謁えつ見けんをうけるための整列をおわった。

「マーベル・フローズンも、慣れたようだ」

　ピネガンは、最後に列につこうとしているオーラバトラーのことを言った。

「……!?　お国のオーラバトラーのパイロット達もつかえるようになりました」

　半分はお世辞なのだが、劣れつ勢せいの戦力をカバーするために、ジョクとニーは、バーンがギィ・グッガに対決したときのように、ドレイグ軍の侵しん攻こうルート上に、可能なかぎりのオーラマシーンを配置することにしたのだ。

　少ない戦力でも、それができるのがミの国であるというのが、ジョクとニーの判定だったのである。

「……ジョク！」

　甲かん高だかい声が、最後にオーラバトラーの隊列についたマーベルのドウミーロックから聞えた。

　その機体が、カットグラよりはひとまわり大きくみえるのは、装そう甲こう面に大きな突とつ起きがあったりするからで、強きよう獣じゆうエゲラゼのものを採用したからで、厚すぎるからにすぎない。それでも、曲りなり以上にオーラバトラーに仕上がっているのは、ラウの国から供きよう与よされたものであるからだ。

　濃のう紺こんの機体の頭部には長い角があって、その角の外気を感知する能力は、強獣エゲラゼの能力を生かしたもので、マーベルに言わせれば、カットグラの視界認知度よりは高く、目の代わりになるという。手にしたオーラ・ライフルの耐たい久きゆう性能は怪あやしいものの、一射の威い力りよくがカットグラより大きいのは、試射で確認されていた。

　ジョクは、マーベルをそのコックピットからひきずりおろすつもりだったのだが、そんな口論をしたのは三日ほど前の一度だけで、今日という日になってしまったのだ。マーベルにすれば、亡命したからには、生きる意味を亡命先に見つけるというのだから、ジョクには論破できるものではなかった。

「…………!?」

　まさか、マーベルと一いつ緒しよにいたわけではないのだろうが、ドウミーロックの陰かげから、チャム・ファウが羽根を震ふるわせて馬車に飛び込んでくると、ジョクの頭に取りついて肩かたにとまった。

　その突とつ然ぜんの出現に、ピネガン王がウムと呻うめき声をもらす。

「無礼だぞ、チャム!!　ピネガン陛下の御ご前ぜんだ」

「あーっ！　王様!?　王様なんだ？」

　チャムを見返すピネガンの視線が好意的なものではなくても、そんなことにおかまいなく、チャムは声高に自己紹しよう介かいをして、ジョクの肩かたの上で、お城の謁えつ見けんの間でするような最敬礼をする。

「……好かれているようですな？」

　若い王は、目礼を返すだけで、ジョクにむいた。

「コモン人が、ミ・フェラリオを良く思っていないのは承知しています。しかし、なにかの縁えんです。お認めいただきたいのです」

「これらは、バイストン・ウェルの世界の掟おきてを破って、住むところをまちがえた者たちです。糾きゆう弾だんされてしかるべきことしかしません」

「よく教育します。自分にも、この娘むすめにも、自制心はあるつもりです」

「チャム・ファウ」

「はぁい」

「見たこと、聞いたことをペラペラ喋しやべるのではない。そのことで、どれほどの人を苦しめるかは、子供でも知るべきである」

「知っている。ミィゼナーのことはミィゼナーでだけ。この国のことはこの国でだけ。世界のことは世界でだけ！　ほかでは喋りませーん！」

　チャム・ファウの宣せん誓せいする声が、右の耳元に降りかかるように響ひびけば、ジョクの耳にはくすぐったいだけだ。

「ま、油断なさらんほうがいい」

　ラゲッサの列の中央、ドウミーロック三機が整列する前に馬車が停まると、ピネガン王は、堅かたい表情のまま馬車から降り、ジョクもつづいた。

　ピネガン王のミ・フェラリオにたいする評価が厳しいので、多少憂ゆう鬱うつになる。

　伝説のなかで語られる格言に、魅み力りよく的であるものほど気をつけろというのがあるのも知ってはいる。邪じや悪あくを背後にもちながらも、コケテッシュであったりエロチックなものは、人の勤勉と誠実さを失わせてしまうというのである。サラーン・マッキのような存在を考えれば、それは容易に理解できるし、小さなフェラリオも、小さいまま成人すれば、コモン人の性的な慰なぐさみの相手になるということも、ジョクにも想像できた。

『ロリコンにちかい欲求を充じゆう足そくさせてくれることは、見当がつくけど……』

　とはいえ、チャムが性的な欲求充足の対象になるという想像はつくものではなかった。

　ショウ・ビジネスではあり得ようかと思う。なにしろ、ジョクの時代の東京では、青年のあいだでも着せ替かえ人形が流行はやっているのだし、小型の女性の形をしたＳＭショウを商売にする手合いもいるだろう。そうなれば、チャム・ファウなどは、このハイレグ水着の格好で、ＳＭの女王様……それは絶対にありえない。







　22　別れの刻とき







　ピネガン王の前には、パイロットたちと、ジョクがハンダノの城から引き連れて来た若者たちを中心にしたオーラバトラーの保守要員が整列していた。

　フラッタラ同様に、オーラバトラーも、今朝を期して実戦配置につくのである。

　ピネガン王は、簡単な訓示をあたえると、パイロットたち一人一人と握あく手しゆをかわして祝福をあたえていく。

「……勝利の輝かがやかしさが、死と敗北を蹴け散ちらすように……」

　最後が、マーベル・フローズンである。

「慣れましたかな？」

「はい。お国の方々が良くして下さいますし、聖戦士殿どのがたっぷりと絞しぼってくれましたので……」

　マーベル・フローズンも、王の前ではコモン人の常じよう套とう句くをつかってジョクを呼んでくれた。

　彼女の骨太で肉付きのよい身体からだが、重い革かわ鎧よろいを苦もなく着こなす女戦士らしい姿は、逞たくましさを感じさせながらもしなやかで、コモン界の戦士たちに劣おとらない強さを見せつけて、ジョクの目には素す敵てきなものにうつった。

『ニーが惚ほれるわけだ……。昨今のズルけた日本人の若者が、この恰かつ好こうをしたらどうなるのか』

　ジョクとて逞しい青年とは言いがたいのだが、妙みような運命にひきずられた結果、ともかく戦士という形を手にいれたのである。しかし、この三年余りのあいだ忘れかけていた、東京の記き憶おくを呼びもどしたい衝しよう動どうにかられるようになると、日本人の若者を非難がましく思い出してしまうのだ。

「…わたしの目には、地上人のマーベルに大変な力を感じます。よくよく尽つくして下されば、わたしごときがいなくとも、そのお力は、聖戦士同様にひろく世界に示されるでありましょう。貴女あなたの栄達が見えるようです」

　お世辞をいうのがコモン人の通つう癖へきであったが、ピネガンの言葉はそうではない。それにたいして、マーベルも照れることなく率直に礼を口にした。

「お国でオーラバトラーを触さわらせて下さったおかげです。そうでなければ、聖戦士殿の要求に答えられませんでした。それに、お国の方々が快く接して下さったことが、自信をもたせてくれたのです。これは、王のお心の広さの証明であります。感謝いたします」

　王は、自国の騎き士したちを賞賛することを忘れないマーベルに、満面に笑みをうかべて、

「では、オーラバトラーを駆かる騎士たちよ。アの国の侵しん攻こうにたいして、よく国を守りきれば、打だ倒とうドレイクの声は世界中に起ろう。むざむざと敗北することはない。天てん霊れい地霊とともに、その職務を全うしていただきたい」

　王は、パイロットたちにそう言い残すと、馬車の人となった。

「なんで、あたしにも、同じことを言ってくれないんだ？」

　チャム・ファウは、王の馬車を見送りながらふくれた。

「チャムは、まだ子供だろう？　オーラバトラーの操縦はできないし、修理だってできない」

　ジョクは、チャムが肩かたにとまっていることなど気にしないで、カットグラに歩み寄る。

「子供だって、できることあったじゃないか！　ジョクを助けた」

　チャムは、ジョクの髪かみにかじりついて、離はなれようとしない。

「いつまでも、同じ手が通用すると思うな。敵だっていろいろ考えてくるんだ。いつも勉強をしなくちゃいけない」

「ここで勉強やっている！　クスタンガだけが勉強するところじゃない」

　耳元で喚わめくチャムを追い払はらおうと手を上げたが、見事に逃にげられてしまう。

「好かれちまいましたねぇ？」

　ミの国のパイロット、ソトロウ・レストマーラが笑った。ドウミーロックのパイロットのなかでは一番の年長者で、博学の騎き士しである。

「……いいことだと思っています。女の子に好かれているんですから」

「ということは、あれは、聖戦士殿どののお子さんですな」

　騎士ソトロウの皮肉に、パイロットたちが、歓かん声せいをあげるようにドッと笑った。

「勉強するんでここにいるのに、なんで笑うのよ！」

　チャムは、ジョクの髪のなかに飛び込んでしまう。が、その声はベソをかいているように聞えたし、ジョクの頭に張りつくチャムの上体が、嗚お咽えつで震ふるえていると感じられた。

「これが、クスタンガに戻もどらないと成長しないというのは、本当なのだろうか？」

　ジョクが訊きいたので、騎士ソトロウは、

「本来的に考えれば、このフェラリオたちは、そうしないと天に昇のぼれないようです。世界の境い目には、嵐あらしの壁かべのような結界がありますからね……花の力でクスタンガからワーラー・カーレンへ入るといいますな」

「ああ……睡すい蓮れんの花だな？」

　ソトロウの説明に、釈しや迦かが蓮はすの花の上にすわる構図は、こういう事実から発想されたものではなかったか、とジョクはかってに想像する。

「しかし、妙みようですねぇ……」

　騎士ソトロウ・レストマーラは、ジョクの髪の毛に頭をつっこんでメソメソしているチャムのお尻しりを眺ながめながら、唸うなってみせた。

「……この娘むすめの言い方とかやっていることは、我々が知っているフェラリオとは、ちがうのです……勝手に振ふる舞まっているように見えますが、聖戦士の言うことをなぞっているようなところがあります」

「同感です。聖戦士のやることが、わかっているようなところはあります」

　もう一機のドウミーロックのパイロットで、騎士のメトーオ・ケトロスがつけくわえてくれる。

「はすっぱの色いろ狂ぐるいって奴やつで、すぐ裸はだかになるようなフェラリオとは、ちがいますね」

「そんなのいるんですか？」

　マーベルが、ドウミーロックの補欠要員の騎士ヘサ・ミセッテの厭いやらしい言い方に、眉まゆをひそめる。

「いえ、自分は飲んだくれのフェラリオぐらいしか知りませんが、そういう話はよく聞きますよ。チャム・ファウというんですかい？　そのフェラリオ？」

　補欠要員でも、騎士であるヘサ・ミセッテが出任せをいう男とは思えなかった。

「たとえそうでも、人にはそれぞれいるべき場所というのがある。チャム、作戦がおわったら、ミィゼナーでクスタンガに連れて行ってやる……おい！　発進だぞ！」

　パイロットたちを追いたてたジョクは、背後に位置したラゲッサが、次々に離り陸りくするのを見上げながら、

「チャム。みんなは行ったよ。もう泣くんじゃない」

　頭の上にかじりついているチャムの羽根のあたりを叩たたいてやる。そこはチャムの筋肉のなかでも、もっとも運動量が激しい部分なので、トンボの羽根の付け根のように硬かたい筋肉質になっていて、触さわり心地が悪い部分だ。それにくらべれば、羽根は柔やわらかくしなやかで、うかつに触っても筋がついたり曲がったりすることはない。飛ぶ時には、羽根は硬くなるという。

「知っています？　あの嵐あらしの壁かべは、もうあそこにはないんですってよ？　どうやって戻もどさせるんです？」

　マーベルは、ドウミーロックのコックピットへ登りながら、ジョクに訊きく。嫌いや味みではない。ジョクの生き真ま面じ目めさを気をつけさせよう、という気持ちが込められていた。

「現れて消えたものなら、また現れるさ。その時にミィゼナーで追いかける。カットグラでもいい。そういうことができるようになったのが、オーラマシーンの時代なんだ」

　ジョクは答えながら、今しがたまで王に語っていた話と矛む盾じゆんするようなことを言っている、と気がついていた。

「意気込みはわかるけれど、無理をしすぎてはいけないわよ」

　マーベルは、革かわ鎧よろいに包まれた形の良いお尻しりをコックピットに隠かくしながら、地上人同士の気安さをからめてくる。

「そうか……無理なのか……？」

　ジョクは、自分が目一いつ杯ぱい働きすぎていると感じる。と、突とつ然ぜん、アリサに会っていかないといけないのではないか、と思いついた。

「おい！」

　ジョクがそう思ったとき、チャムは羽根をはねあげると、ジョクの手の下からマーベルのコックピットへ飛びこんでいってしまった。

「……？　まさかな……」

　ジョクは、ソトロウたちの言葉を思い出しながら、自分のカットグラの梯はし子ごを登っていき、左右のドウミーロックに先行するよう合図をして、キロン城にむかった。




　キロン城の周辺では、ミィゼナーと四隻せきのナゲーマンが遊ゆう弋よくしていた。キロン城下の住民たちと、いくつかの同盟関係をむすんでいる外国の武官にたいする示じ威い運動であり、艦かん隊たい列れつをとるための最終訓練でもあった。

　ジョクは、キロン城にはいると、アリサにあてがわれている部屋にむかう。ピネガンより早く城に戻もどれたので、話をする時間はあるはずだった。

「……アリサ様は、まだ部屋にいらっしゃるのか？」

「はい……パットフット様のお呼びをお待ちいたしております」

　ジョクは、侍じ女じよの案内で、アリサの待つ部屋にはいった。

「ジョク……！　出しゆつ撃げきしたというのに、こんなところに来てよろしいのですか？」

「アリサに会うのも、ぼくにとっては大切なことだ。みんなはわかってくれています」

　ジョクは、穏おだやかなアリサの表情を見て安心した。

「ジョク……よくやってくれていますね。わたしには、ただ頑がん張ばって下さいとしか言えませんが……勝って下さい」

「すべては、運命のなすがままです。自分の意思は、働かせないようにしているつもりです」

「もし、それが本当にできるのなら、あなたは真の聖戦士です。世界にとって……」

「ドレイク・ルフトについても、同じことが言えるのではないかと思うようになりました。憎にくむことは良くない。それだけは、わかって欲しいものです」

　アリサはそれには答えず、窓の外の湖の景色に顔をむけた。

「……パットフット様は、良い相談相手になってくれるでしょう……いい時間をもたせてくれたことを感謝します。アリサ……」

　ジョクは、アリサにちかづいて彼女の肩かたを抱だいた。胸に彼女の暖かい肉のぬくもりが伝わってくれば、人の生気そのものが感じられて、ジョクは深く息をつく。

「……あなたが来て下さらなければ、ハンダノの暮しは味気ないものになっていたでしょう……本当にありがとうございました」

「それでは、もう会えないみたいな言いようです」

「言い残していることがあるのは、気持ちが良いものではない……夫婦でも礼は言い合うものです」

「地上では、そうする？」

「ああ……。君のお母様も、そういう方だったのでしょう？」

　コックリと頷うなずいたアリサの首筋が、はじめて震ふるえた。

「ごめんなさい……あたし、ずうっと逃にげ回っていたような気がいたします」

　アリサは、はじめて体の力をぬいて、ジョクにもたれかかるようにした。

「あなたの気持ちもわかっているつもりです。この戦いがすんだら、本当に結けつ婚こんしよう……」

「フフ……でも、今になってウンと言ったら、ガラリアはいいけれど、今度はあのチャム・ファウが嫉しつ妬とするかもしれなくてよ？」

「なにを言って……」

　ジョクは、アリサの眼から、頰ほお、唇くちびるへとキスをして、アリサの言葉を封ふうじていった。

「ああ……ジョク……勝って下さいね……」

　唇を触ふれたままアリサが言ったとき、ドアをノックする音がした。

「…………!?」

「パットフット様が、そろそろおいで下さいと……」

「はい……」

　アリサは、ジョクの腕うでのなかからすりぬけると、ガウンを羽織り、もう一度ジョクの腕のなかに走りこんでキスを要求した。

「…………」

　アリサの瞳ひとみに、厚く涙なみだが震えていた。ジョクは、それを父を敵にしてしまった少女の涙だと感じて、その涙を吸い、そして、もう一度、唇をあわせた。




　ジョクが、アリサにしたがうようにして中庭に出ると、数台の馬車のむこうで、ピネガン王とその妻が別れを惜おしんでいるところだった。

　ラウの国のフォイゾン・ゴウの娘むすめであったパットフットを、拉ら致ちするようにして妻にしたという噂うわさのとおり、ふたりの立ち姿には愛あい惜せきの情があふれていた。かたわらでは、娘のエレが悪びれる風も見せずに、夫婦の別れを見守っていた。

　その背筋を伸のばしたエレの姿は、異常に清すが清すがしい。

　侍じ女じよが立ちどまり、アリサとジョクも、王夫婦の別れがすむのを待った。ピネガン王の妻子が城を出ることは公表されていないので、送る者も必要最小限度の数であったために、より哀あわれな空気をかもし出しているように見えた。

「……エレ……」

　パットフットが、ピネガンの胸から離はなれて娘を呼び寄せる。幼い王女エレが、スイッと脚あしを踏ふみ出した姿は、淑しゆく女じよのように端たん正せいだった。

　その姿は、数少ない見送りの者たちの涙を誘さそったが、エレには、そのような俗ぞくっぽい感傷を身にまとうことのない厳しさがあった。

『なんという娘なのだろうか……？』

　ジョクは、エレのその尋じん常じようでない幼女の姿に、全身を貫つらぬく厳しさを感じた。

　ピネガン王は、エレの肩かたに手をおくと、

「……お前のお祖父じい様であるフォイゾン・ゴウは、お前と母がこの城を逃にげ出したと知れば、ますますお怒いかりになろう。しかし、父には、死することが生きる道とは思えんのだ。エレ、お前には、世界を見通す力もあるように見える。よいか……どのようなことがあっても、母の言うことを守り、お前の力を発揮して、いつかお祖父様のお怒りを解いてくれ」

「はい、お父様」

「お前のその声をきくと、このキロン城にもまだまだ先があるな？」

「はい……」

　エレの答える声がはじける。エレが何も知らぬ気に明るい声で答えたと思ったのは、ジョクの誤解だった。ピネガン王は、幼い王女につづけて訊きく。

「では、どう読むかな？　エレは？」

「はい……苦難の道でありましょうが、キロン城が消しよう滅めつすることはございません。でも、その先は、わたしにはわかりません」

「しかし、お前のその微び笑しようはわたしにとって力になる。ミィゼナーの轟ごう音おんを耳にして引きつけを起したそうだが、今のお前を見ていると、とても信じられん。エレ、勝利の可能性はあると見ていいのだな？」

「ひろく世界を見れば、そのように感じられます」

　ジョクとアリサは、思わず顔を見合わせていた。

「ああいう姫ひめ様であった……？」

「気休めでしょう。でも、優しい心があのように言わせているのです」

　アリサは、ジョクの言葉を嚙かむように反はん芻すうしている。

「ウム……もうお前は八はつ卦け観みなどはしなくていい。疲つかれるだけだぞ。人の生活は、刻ときに身を任せるのがもっとも自然であると、父は思う」

「御ぎよ意い」

　エレが小さい膝ひざを折って挨あい拶さつをすると、パットフットに手を伸のばして、瞬しゆん時じにして、幼女にもどっていた。

「おお……アリサ様、いらして下さったか……こちらへどうぞ」

「はい……」

　アリサは、一いつ瞬しゆん、ジョクを見返ってから、中庭に出ていった。

「そこでありましたか……聖戦士殿どのも……」

　ピネガンも、ジョクの姿に微笑して、中庭に招いてくれる。

「申し訳ございません。お許しも得ずに、このような場所にまで参ってしまいまして……」

「カットグラに追い抜ぬかれたので、承知しておりました」

　ピネガンは、かたわらにジョクを立たせ、馬車を見送る姿勢になった。アリサも、パットフットたちとおなじ馬車で城を出るのである。

「……では、遠えん慮りよなく……」

　アリサは王に深く礼をして、馬車の人になった。

「わたしからの手紙が行くまでは、城に戻もどってはならぬ。敵が、このことを知れば、虚きよ偽ぎの誘さそいをするかも知れんからな」

　ピネガンは、窓から差し伸べられたパットフットの手を愛あい撫ぶしながら、御ぎよ者しやに出発を命じた。

　三台の馬車はごくふつうのもので、各々の御者になった騎き士したちが、パットフットたちの生活の面めん倒どうをみることになっていた。

　行く場所も、城とか砦とりでという体裁のところではなく、狩かりにつかわれている山小屋であるという。その小屋のことは、ピネガンにごくちかい者しか知らず、付き従う者で知っているのは、先頭の御ぎよ者しや役の騎き士しだけであった。




「行ったか……」

　ピネガンは、妻と別れる寂さびしさを隠かくそうともしなかった。

　車輪の音が聞えなくなると、ジョクは王に礼をして、

「ミィゼナーと合流いたします。アリサ様とお別れする機会をつくっていただきましたことを、感謝いたします」

「ン……後ほど、視察に行こう」

「ハッ……」

　ジョクは寂さびし気な王を背にして、カットグラを待たせてある中庭にむかった。その姿は、正にコモン界の凜り々りしい騎士そのものである。







　23　ラース・ワウの下げ知じ







　ラース・ワウの城全体のざわめく空気をふるわせて、涼すずやかな喇らつ叭ぱの音がつらぬいた。

　冷たい空気をためこんだ石壁と石柱につつまれた回かい廊ろうに、その音は清せい冽れつに響ひびきわたる。ドレイクが、公式に謁えつ見けんの間に出るときの合図だ。

　侍じ従じゆう長に衣装を点検させたドレイクは、冷たい廊下を足早に、謁見の間へむかう。午後のオーラの光があふれる謁見の間は明るく、そこからは、底そこ抜ぬけに明るい空も望めた。きら星のごとくならぶ将官たちの数は、五百をこえた。

「ドレイク王に代って……」

　声を張り上げたのは、クの国王ビショット・ハッタだ。

　やや細面のその顔は、精せい悍かんで一見狡こう猾かつそうな印象をうけるのが傷ではあったが、生れつきの気品が演台にたつ姿を高貴にしていた。ビショットの背後の王座にすわるドレイクが、彼のうしろ姿に卑ひ屈くつさの影かげを感じても、それはドレイクの感想でしかない。しかし、だからこそこの男には油断できない、とドレイクは信じていた。

　ドレイクはその思いを消しがたく、左ひだり隣どなりの妻ルーザの横顔を見やって、この女もこういう儀ぎ式しきが好きなのだ、と納得する。

「このビショット・ハッタが、ミの国にたいする誅ちゆう伐ばつを宣言する。諸将の敢かん闘とうを期し、むごく長い戦乱をつづけることなく、ここにしめされた目的をすみやかに完かん遂すいされんことを願うものであります」

「たいしたものよなぁ……」

　ドレイクはルーザに、ビショットのよくとおる声を誉ほめた。

「はい……良き男おとこ振ぶりで……本当に良い同盟者を、お上は手にいれましたこと」

「同感だ……」

　ドレイクは、ビショットの頭の上の背せ丈たけの高い帽ぼう子しを見やって、その姿を妙みようなものだと腹のなかで冷笑する。

「……ドレイク・ルフトとビショット・ハッタがおこなう戦いが、コモン界に永遠の平和をもたらすためのものであることを、諸将は脳裏に焼きつけて、よくその持てる力を発揮されんことを、望むものであります！　諸君らの尊き戦いの名声は、末代まで語り伝えられることを誇ほこりに思っていただきたいっ！」

「おおっ！」

　ビショットの誘さそいにのって、満座の席が和し、謁えつ見けんの間の高い天てん井じようがこだまをつくった。

「勝利は、我が手にある。正義は、広くコモン人にっ！」

「うおおーっ、おおーっ！」

　ビショットのアジテーションにのって、場内の歓かん声せいは一段と高くなるのを、ドレイクは皮肉まじりに感かん嘆たんし、ルーザは艶えん然ぜんたる微び笑しようをうかべて、扇せん子すをつかって見せる。

「よくやりますな……」

　ドレイクは、ビショットのやり方を、肯こう定ていしているのか揶や揄ゆしているのかわからないルーザの声こわ音ねに、チラッと目を走らせ、

『……どちらだ？……』

　その疑問が脳裏をはしった瞬しゆん間かん、ルーザはただ楽しんでいるのだ、とわかる。そういう女なのだ。

　彼女は、もともとアの国の隣となりにあるウルという小さい領地を守る領主の妻でしかなかった。

　国というほどでもなく、アの国の属領にもなっていない独立した自治区といった性格のもので、取り得があるとすれば、古来からウルの歩兵は精強といわれ、ギィ・グッガの戦いにあっては、伝説どおり奮戦してくれたことぐらいである。

　ルーザは、彼女の領地の小規模な経済では、オーラマシーン時代に対応できないと早くから気づいていて、ドレイクの先妻アリシアが没ぼつしたあと、信じられない素す早ばやさでドレイクの歓かん心しんを買うことに成功して、ラース・ワウの第二の女主におさまったのである。

　ドレイクは、彼女の欲深を知っていたが、そのような女を身近におくことによって、己の刺し激げきとしたのである。彼女の悟ご性せいを満足させるように働くことができれば、アリシア亡きあとの空くう疎そな人生を埋うめることができるのではないかと思ったのだ。その結果が、各国の武官を招いてのこの出しゆつ陣じん式しきなのである。その意味というか、この結果にいたった経けい緯いについてはよく認識していた。

「……ビショットは、真ま面じ目めに陛下の下働きをやっておりますなぁ？」

「奴やつの魂こん胆たんは、儂わしが先せん鞭べんをつけて開発して育てた、オーラマシーン部隊のやり方を、根こそぎ手にいれて、裏切ることだ」

「まあ……そのような恐おそろしいことを、このような場所で……」

「このような場所だから、安全なのだ。まさか、ここにいる高官といわれている者たちが、儂がこのようなことを口にしているとは思うまい？」

「ホホホ……御ぎよ意い……」

　絹の扇せん子すで口くち許もとを隠かくして笑うルーザの声のなかにふくまれている甘あまえた声を聞きながら、ドレイクは席にもどるビショットと目をあわせて、微び笑しようをふくんだ挨あい拶さつを投げかけてやる。

「結構でありますな。出席者たちの顔が、閣下の覇は気きのある演説で燃えているようです」

「いや、ドレイク王の人徳でありますよ。それがなければ、どのように太たい鼓こを叩たたき、笛を鳴らしたところで、兵は踊おどりません」

　ビショットは、シャラッと答える。薄うすい唇くちびるがよく動くと思いながら、ドレイクは立ち上ると、ラバン・ドレト以下の作戦参さん謀ぼうが左右に居並ぶ演えん壇だんで言い放つ。

「ミの国が、我がオーラ・シップのゼナーを奪うばった事件……これは、明らかに我が国への挑ちよう戦せんである。これを殲せん滅めつして、アの国の北の守りをかためる。それが、オーラマシーンによる近代化を促そく進しんし、旧態依い然ぜん、頑がん迷めいなコモン界へ革新の血をみちびく道である。わたしは宣言し、約束する。諸君らは、今日の活かつ躍やくによって、未来永えい劫ごう、革新的コモン界の創造をなした偉い大だいな者として、語り継つがれるであろう。コモンのローマンス高こう揚ようのために、諸君の血と汗あせを瞬しゆん時じ、我れに貸し給えっ！」

　ドレイクは、最後に両腕を天にむけて突つき上げてみせた。意識してのことである。

「うおーっ！」

　勝利が約束された戦いにのぞむときの将官は、底そこ抜ぬけに明るく、その歓かん声せいは、真実、ラース・ワウを揺ゆるがした。

　諸将とあまたの士官たち、外国からの武官たちは、アの国の戦勝を確信して、謁えつ見けんの間を退出した。

　しかし、なかには、バーン・バニングスやガラリア・ニャムヒーのように、敵にまわってしまったジョクが危険な存在であるという認識を深くもっている者もいた。

　そして、この機会にラース・ワウを脱だつ出しゆつしようとしている少女が、ひとりいたのだ。




「…………!?」

　肩かた口ぐちをドンと押おされたリムル・ルフトは、その青年を睨にらむようにしたが、周囲を全力で駆かける青年たちに遅おくれまい、と駆かけ出だしていた。怖こわくて周囲を見ることなどできない。左右前後のパイロットやクルーたちの若い足音が、雪崩なだれのように彼女を押し包んでいる。

　リムルはしゃがみ込んでしまいそうな衝しよう動どうを堪こらえながら、ともかく全力で走っていた。しかし、軽装の革かわ鎧よろいでも身体からだにはきつく、手足の動きを拘こう束そくされているようで、走っていると思えないのだ。事実、周囲からはどうしても遅おくれてしまう。

　リムルの前を行くのは、キチニ・ハッチーンとマッタ・ブーンで、うしろには、彼らのもうひとりのクルー、アイザス・ゲランがしたがっているのだが、遅れがちになるリムルを、周囲から注目されないように必死になっていた。お互たがいにいかにも確認し合う事じ項こうがあるように振ふる舞まって、走るのだ。

　キチニとマッタは、もともとジョクの家の者であったのだが、ジョクがカットグラに移り、ニー・ギブンがドーメのパイロットになってからは、ニーのブリッジ要員として長く働いていたのである。

　ニーが亡命したとき、彼らが一いつ緒しよに行動する機会がなかったわけではないのだが、一族郎ろう党とうが一度に亡命することは危険だと考えて、残ったにすぎない。それに、今、こうして乗り込んでいくドメーロを持ち出す機会を狙ねらっていたということもあった。

　ドメーロは、ドーメを継ぐ新型のオーラ・ボムである。

　彼らは、事前からニーやジョクと具体的な亡命の打ち合わせをしたわけではない。嫌けん疑ぎをかけられることを避さけるために、基本的には、ギブン家と別行動をとる他所よそ者ものという関係を維い持じしつづけた。それでもそんな行動は、内輪での気持ちの問題でしかなかったから、ニーやジョクが亡命したときには、ふたりはラース・ワウの警察機構から取り調べをうけた。

　しかし、彼らは、この二年ちかくドメーロ部隊の専属要員として生活していたので、ハンダノの家の者と思われるのは、騎き士し修行時代の名な残ごりで、それ以上の意味はなくなっていた、と弁明をつづけたのである。

　そのために、嫌疑を払はらうことはできたのだが、取り調べをうけたという事実が、ふたりにアの国からの離り反はんを急がせることになったのである。その上、リムル・ルフトの申し出があれば、彼らもドレイク艦かん隊たいの侵しん攻こうにまぎれて亡命するのは、この日と決したのである。

「おい！　そっちのアーム！　見てくれない？　さっきのテストの時に引っかかりがあったんだ」

「ハッ!?」

　マッタ・ブーンが先に自分たちのドメーロに駆かけ寄って、担当の地上要員の目をそらさせる工作をする。

「さっ……！」

　その隙すきに、キチニは、ドメーロのハッチに登るタラップにリムルを押おし上げ、アイザスがそれにつづく。周囲も発進の準備で気分が高こう揚ようしているので、体形の小さなリムルが搭とう乗じようするのを見み咎とがめられることはなかった。

「今になって、何やっているんだ！　マッタ！」

「すみません！」

　芝しば居いじみたマッタの台詞せりふに、キチニが振ふり向いてハッチにとりつけば、第一関門は突とつ破ぱしたというところだ。

　ブリツジの床ゆかにしゃがみこんで、身を伏ふせたリムルだったが、革かわ鎧よろいの前をあけて息をつきたいと思っても、そんなことはできる気分ではない。

　キチニがドメーロの天上のプラットホームに登り、アイザスがオーラ・ノズルを開いて、マッタは今しがた文句をつけたアームの動きをテストしてみせたようだ。

「どうでしょう？」

　整備兵が、ハッチから覗のぞいてきたときには、リムルはこの計画はここでおしまいだと感じた。

　その一いつ瞬しゆん、アイザスが立ち上がって、ハッチ横の上のほうの機械類を操作するような仕草を見せたので、その整備兵の視線があがって、リムルを見下ろす視線を奪うばっていた。

　キチニが、上からハッチを閉じろと命令すれば、整備兵は「ご武運を！」と、外から扉とびらを閉じてくれた。

「直ったみたいだ。すまねぇな！」

「補給基地に着くまでに、テストをしてみて下さい。そうすれば、原因がわかります」

　地上に降り立った整備兵が、気を利かして怒ど鳴なってくれる。

「そうする！　こっちのレバーが重いことは重いんだからな」

　窓ガラスを閉じたマッタが、プラットホームのキチニに合図すると、ラース・ワウの一角、かつて機械の館のあった広場に勢せい揃ぞろいしたオーラボム・ドメーロ二十余機は、一発の号ごう砲ほうを合図に、次々と離り陸りくしていき、そのなかに、リムルを乗せたドメーロもまぎれていった。

「ヨーオーッ！　ヨーッ！」

　リムルは、マッタたちがお互たがいに掛かけ声をかけあうのを頭上に聞いて、身を小さくするしかない。

　オーラ・ノズルの排はい気き音や機体の震しん動どうが、激しくなるだけに感じられて、プラットホームのキチニの声に合わせて、機体が姿勢を正す動きをするたびに、リムルは身体が浮うき沈しずみをするのを感じていた。排気音が床下から突つき上げて、リムルの内臓全体を震ふるわせるように響ひびくのが、不安だった。

「……ああ……」

　気持ちは悪くはないのだが、神経にまで響く震動は、慣れるまで時間がかかりそうだと思う。

　もちろん、リムルは、オーラ・シップにもドーメにも乗せてもらったことはあるのだが、今日のこのドメーロは、生理的に刺し激げきが強くて、まったくちがう機械のように感じられる。

「リムル様、もう大だい丈じよう夫ぶです。ご覧になりますか？」

　マッタが声をかけてくれたので、リムルは、ブリッジの中央のバーに摑つかまって立ち上って、窓の外を見てみた。

「……まあ……!?」

　さすがに、複雑な感情がこみあげてくる。

　新しん鋭えいのドメーロが列になって飛行する姿は、ドーメ以上に力強く眼下の世界を睥へい睨げいするように見えた。丸っこい機体のアウトラインはより洗練さを増して、四本のアームの動きもより速く、照準も容易になって、火力も増している機体である。それらの背後には、緑の野と山、ラース・ワウを中心にした街の景観が美しくひろがっているのだ。

　その城こそ、この三年ちかくリムルが暮した場所であり、しかし、今日の今日まで馴な染じめなかった場所でもあった。

『別れてしまう……』

　その思いが、リムルの胸をうった。

『お母様は、国を守ることに執しゆう心しんしすぎて、ほかの大切なことをなにもかもお忘れになっていらっしゃる……それが、どんなに狭せまいものか、なんでおわかりにならないのでしょう』

　リムルは、それが悲しかった。

　革かわ鎧よろいの前のボタンをふたつほど外した。楽になったと思える。

　ラース・ワウに来てからは、リムルは子供扱あつかいされなくなっていたと思い出せた。子供時代との訣けつ別べつの象しよう徴ちようが、リムルのラース・ワウであったとわかったのである。

　ぐんぐんと遠くなっていくラース・ワウとともに、リムルは、重い存在であった実母ルーザの気配までもが遠くなっていくのを感じていた。

『でも、狭いだけなら、それはそれでいいのです。ふつうの人々は、みんな、そうなのですから……。でも、お母様は、人の不幸を呼び込むような立ち居振ふるまいをなさる……それがいけないのです……』

　そんな思いを抱いだくことが、自立心をもちはじめた少女にとってどんなに辛つらいものであるか、親たちは想像しないだろう。

　親たちには、守るべき財産や親族や名めい誉よ、すなわち歴史があって、現世で暮らしを立てていかなければならない現実があったから、足元の、もっとも慈じ愛あいをもって接しなければならない子供という存在を忘れるのである。

　子供たちは、まだ守るべきものを何ももたない存在なのである。その違ちがいが意味するところは、大きい。







　24　ベランダの二人







　五機編隊のドメーロが五戦隊、ラース・ワウ上空を旋せん回かいすると戦場にむかって飛び去っていき、それを謁えつ見けんの間の前のベランダから見送ったのが、ドレイク以下の高官たちである。

「では……」

　ルーザが扇せん子すをソヨとゆすって、男たちから離はなれていくのは、女の立場を承知しているからである。そのあたりの駆かけ引きは上手以上で、男たちに任せるところは任せて、彼らの邪じや魔ま者であることを感じさせない。

　そのような才がありながら、目の前で、娘むすめのリムルがラース・ワウを離れていったことなどは、まったく想像しない。

　部屋に閉じ籠こもりがちのリムルを心配することを、彼女はとっくにやめて、昔の領地の者たちを、いかにアの国の役所や軍に組み入れるかという仕事に忙ぼう殺さつされていた。リムルのことを家政婦任せにしてしまっていても、ルーザの立場にすれば、暮らしを立てていくための当然のことであって、母娘の関係が冷たいということは、考えたことはない。

　具体的にアの国の軍が動き出せば、その勝利の結果おこるであろう、軍人たちの論功行賞や、新しい役所の人事などで、考えなければならないことはウルの時代の比ではなく、山積しつづけているのである。

　現代人が考えるように、女王が舞ぶ踏とう会三ざん昧まいというような生活は、もっと国力が拡大し、経済が安定しないかぎりできるものではないのだ。

　気質的には、ルーザは真ま面じ目めな女王で、楽しみといえば、毎月いくばくかの宝石類を買うぐらいのことで、国家財政に響ひびくようなことはしていない。




「……せめて、あのドメーロが、あと三倍動員できれば、一気にラウのタータラにまで攻せめ寄せられましょうになぁ」

　ビショット・ハッタは肩かたをいからせていても、ドレイクに追従をいう術は心得ていた。

「ハハハ……現在でも倍の数は動員できるが、そんなことをしたら、海がガラ空きになる。それに、補給基地の建設は容易ではない。この部分では、古来からの陸軍の働きが有用だが、その整備もまだまだ十分ではない」

「海岸線を無防備にすることはできませんからな。ナの国が建造をすすめている大型オーラ・シップの能力は、心配していませんが、少なくとも、そのような動きがあるということは、無視するわけには参りません」

　そう答えたのは、ドレイクの左ひだり隣どなりに立ち、灰色の総そう髪はつを風になびかせたショット・ウェポンである。

「……戦いは常にひとつでなければならない。戦力を分散させる戦いは、危険である……しかも、敵はひとつではないのですからなぁ」

　ビショットが、ショットに相あい槌づちをうつ。地上人を尊敬するという態度があからさまであるのが、ビショットというプレイボーイ風を吹ふかせる王なのだ。

「そう……それが難しいところだ……失礼する」

　ドレイクは、ビショットがかぶる山のように高い帽ぼう子しが気にいらない。ショットの肩かたを押おすようにして、ビショットから離はなれていく。

　それを潮に、ビショットは籐とう椅い子すに腰こしを落として、グラスを手に謁えつ見けんの間を覗のぞくように振ふり向くのは、ルーザの姿を探しているのだ。

　ドレイクは、おなじベランダの生いけ垣がきで仕切られた一角に、ショットをしたがえて歩をすすめる。

「……貴公に聞きたいことがある。ジョクが、我が国を離り反はんした理由を知っていよう？」

「わかりません。おなじ地上人でも、彼と自分では、民族も人種もちがいます。器量もちがうでしょう」

　ショットはすっきりと背筋を伸のばした自分の姿が、傲ごう岸がんに見えることを気にしなくなっていた。

「儂わしの目とて、節穴ではないぞ。ジョクのカットグラは、バーンとガラリアが使っていたものと性能がちがう。それと関係があろう？」

「生体力の大きさが、オーラマシーンの性能を拡大します。その力が、ジョクにあるのは認めましょう。しかし、参考までに申し上げれば、半世紀以上戦争を知らない国で育ったのが、城じよう毅たけしです。そのような青年は、戦争のなんたるかを知りません。一時の正義感にとらわれて、離反したのではないかと考えます。生体力の問題、つまりオーラマシーンの問題と今回の離反劇は、関係がありませんな」

「……単純な正義感の問題か？」

　ドレイクは、ベランダの手て摺すりに腰をかけて、背の高いショットを見上げるようにする。

「王とジョクの意見の相そう違いは、漏もれ伺うかがっておりますが、そのことからも、ジョクの育った国の問題が感じられます。海にかこまれた小さな国である日本では、人口密度に苦しみ、乱暴な国土開発のおかげで、日本国民はヒステリー状態に陥おちいっています。その上、平和すぎました。それらがミックスして……そうですな。すべてが、漫まん画がの物語のように、清せい廉れん潔白、理り屈くつ優先におこなわれると信じ込む若者を輩はい出しゆつしたのであります。彼は、そういう病にかかっている人間です」

「くだらん……くだらんな……！」

　ドレイクには、漫画の物語のように、という比ひ喩ゆがわかろうはずはない。しかし、日本という国がルーザの領地のようなものだという推測はつく。だから、ドレイクはショットの一方的な推論を否定したのである。

「彼の生体力から生れる洞どう察さつ力というのは、考えなくて良いのか？」

　ドレイクは、ストレートに質問した。ショットの答えを曖あい昧まいにさせないためだ。

「…………皆かい無むとは申せませんでしょう。バカな男ではありませんでした……しかし、現実的にコモン界の勢力バランスを考えれば、ナの国まで制せい覇はしなければ戦乱はつづきます。今、アの国が逼ひつ塞そくしていれば、あしたには、ラウなりナの国なりが、突とつ如じよとして、オーラマシーン部隊をもって攻せめ寄せて参りましょう。地上界のヨーロッパでは、そのようにして、ある日突とつ然ぜん、敵の機械化部隊に蹂じゆう躙りんされた国家が数々あります。機械化部隊に騎き兵へいが突とつ撃げきする戦争の悲ひ惨さんさを、自分は十分に知っています」

「ン……」

　ドレイクは、ショットが、生体力とオーラマシーンの性能を関係があるものとして語るのを避さけていると感じたが、別に非難はしなかった。

「……現在のアの国が為なさんとすることは、歴史的な必然です。遅おくれた文化国をオーラマシーンによる改革によって、すみやかに繁はん栄えいさせ、我々の意思によって統合する。世界が、その使命をアの国におあたえになったからこそ、かくも多くの地上人がアの国に現れたのです」

「そのうちのふたりが、離り反はんしたのだぞ」

「地上人のすべてが有能なのではありません。現に、聖戦士の友人であった女性は、ギィ・グッガにしたがいました」

「……良い忠告であった。仕事に邁まい進しんするように」

「ハッ……王にあっては、佳よき日を」

　ショツトは、立ち上ったドレイクに丁重に頭を下げたが、ドレイクの指し摘てきを無視できないと感じていた。ドレイクのマントが、明るいオーラに映えて、ビショットの席に歩んでいくのを生いけ垣がき越ごしに見やりながら、ショットはひそかに嘆たん息そくした。

『こちらの手の内をよく知っている……いつまで、好き勝手を許してくれるか……』

　ショットのかすかな不安を消し去るような威い圧あつ的な光景が、上空に展開しはじめていた。

　グロロロ……ドウドウ……。

　オーラ・シップの轟ごう音おんが、地に立つ物を地中に押おし込めてしまうのではないかと思えるほどに重く共鳴して、ゼナーとおなじ重巡じゆん洋よう艦かんともいうべきゼィス・タイプと、それにつづく軽巡のギュイス・タイプの四隻せきの艦かん隊たいが、五編隊である。

　その二十五隻の艦隊が、東の空からラース・ワウを横切るようにして、西北の空に移動を開始したのである。儀ぎ式しきばったものではないのだが、ともかく、艦隊はラース・ワウに挨あい拶さつをするようにして、ドレイクたちの立つベランダの前方上空を、堂々と飛行していった。

　何人といえども、これを見て、アの国の国力を疑う者はいないだろう。ミの国の五倍である。

　それでも、これがアの国のすべての艦かん艇ていではない。まだ、この半分ほどのものが、周辺の国境と海岸線の防衛についているのである。

　ジョクにしても、これだけの艦隊が一堂に会したのを見たことがない。もし、これを昨日見ていれば、ジョクとて、アの国を離反したかどうか怪あやしいのだ。

『……このすべてを建造させたのが、俺おれだ。これをもってすれば、ドレイクはコモン界を制覇できる……それは、俺のなかにある北ほく欧おう人の血、バイキングの血を呼び醒さますことでもある……』

　ショットは、さすがに心がときめくのを押おさえることができなかった。

「ショット！」

　彼をそう呼ぶことができるのは、フランス人のトレン・アスベアしかいない。ショットの立つ左側の階段を駆かけ登ってきた彼は、興奮していた。

「あの艦かんのなかには、オーラバトラーが搭とう載さいされていると思うだけで、興奮するぜ！」

「そうだ。それも、すべてのオーラバトラーにターボ装備だ。昔のカットグラのレベルではない。バッテリーのアイデアといい、トレンがいなければ、これほど威い圧あつ感のある光景を拝むことはできなかったな」

　半分以上は世辞であったが、彼が参加してくれたおかげで、仕事にふくらみがでたことは事実なのだ。

「ま、これで、新しい土地の女たちに会えるという楽しみができた……来週はミの国に進しん駐ちゆうするぜ」

「マメなことだな」

「そりゃそうだ。今日まで、とうとうサラーン・マッキとは会わせてもらえなかった。この恨うらみは、ほかのもので埋うめ合わせしてもらわなければなぁ」

「わたしにもどうにもならんことだ。恨むな……いいことは、まだまだあるよ。それだけは保証する」

「そう願いたいね」

　トレンは、相好を崩くずして手を揉もみながら、艦隊が行きすぎるのを眺ながめていたが、

「そろそろ、ドーメ部隊が通過するぜ」

「そうだな」

　ふたりは、申し合わせたように東のほうを見やると、ルルル……という軽快な飛行音が接近して、いくつもの影かげが街の屋根屋根を流れたと見えると、六機から十機の編隊を組んだドーメ部隊が、ラース・ワウの鐘しよう楼ろうをかすめるように通過していった。

　ドーメの軽快な飛行と機動性の良さは、ドメーロにくらべれば非力にみえたが、去年までは空中戦せん闘とうの主力機であったものだ。

「……まったくさ。この力を、地上世界に持ち出したらどうなるか知れないぜ。ショット、こんなものを地上世界で売り出してみろよ。大金持ちになれるぜ。ええ？」

「なんと言うことを考えるんだ。トレン……」

　ショットには思いもつかない発想だった。さすがにショットも笑った。

「そうかい？　ショットは言っていたじゃないか。地上世界だって、大気層と同じレベルでは、オーラが地球をおおっているってさ……次元リープができれば、地上でもオーラマシーンは使えるんだ」

「オーラによって世界がつながっていると仮定した場合の話だ。それと、そのふたつの世界が、共鳴しあうような変化があればの話だ」

　ショットは、石段を降りながら答えた。

「お前が気にしていたフェラリオのサラーンが、思った以上に早く泡あわになって消えた。その意味を考えていたのだが、バイストン・ウェルの世界の変質が始まっているのではないかと思うな……オーラ・ロードが揺ゆれて、開かれる時期がきているのじゃないかってな……とすれば、地上世界にも、バイストン・ウェルとおなじように、オーラが厚くなっているのじゃないかと仮定しているだけだ。次元がちがうものが、そう簡単につながるかよ」

「地上には帰りたくないのかい？　この成果をもって」

「帰りたいさ。帰れれば、これだけのもので、我々は世界的な名士になれる」

「そうだろう？」

「そうだよ」

　ショットとトレンは立派な角をもつ二頭の馬がひく馬車に乗った。機械の館やかたでやらなければならない仕事は、反へ吐どが出るほどあった。オーラマシーンの製造工場こそ、戦場そのものなのである。







　25　収しゆう斂れんされた戦場







　過去のアの国の南進の戦いは、一方的なオーラマシーンの行使によって苦もなくすすんだために、今回の戦いもおなじようなものであろう、と幕ばく僚りようたちは漠ばく然ぜんと感じていた。だから、ドレイクは、彼らの過去に縛しばられた判断やら計画を諌いさめてきたつもりだった。

　しかし、勢いにのっているときは、細心の注意を払はらっているつもりでも、勢いがつくる齟そ齬ごに嵌はまるものだ。ハングリーたれというのは易しい。が、実行は特段の意志と洞どう察さつ力をもっていなければできるものではない。

　ゼナーとカットグラがミの国に手を貸し、多少のオーラバトラーを供きよう与よされたからといっても、もともと五倍ちかい戦力差があるのだ。しかも、防衛する側がわは、戦力を二つか三つに分散して、国境を守備しなければならないのである。空からの侵しん攻こうルートは、いくらでも考えられたのだから、アの国の艦かん隊たいは、そのどれかひとつの抵てい抗こう線を蹴け散ちらすだけですむ、と考えるのは当然である。

　その上、ドレイクの命令で、世間から笑われるほど大きな戦力を整えたのである。この戦力をまとめて侵攻させれば、一挙にキロン城にいたるはずであった。

　よしんば、ミの国のオーラマシーンすべてが迎げい撃げきしてきて、それなりの損害があったにしても、なおあまりある戦力を保持しているのである。

　しかし、アの国の幕ばく僚りようたちの想定は、やはり安易にすぎた。

　ミの国という敵を想定するとき、考こう慮りよから欠落していたことがひとつあった。ミの国が独力で整備した無線機と電信の架か線せん工事である。

　この技術がアの国からもたらされたとき、ピネガン王は、経済的に小国であるミの国にとって、これは有力な戦力になると判断した。情報戦という概がい念ねんはなかったものの、相そう互ごに通信することによって、散開させている少ない部隊を、急速に特定の作戦地域に集結させることができれば、侵しん攻こうする部隊のひとつぐらいは阻そ止しできるのではないかと考えたのである。

　その想定が、ピネガンに電信の設備の敷ふ設せつを急がせ、そのための要員の育成にはアの国以上に力をそそいだ。

　この事実を知ったニーとジョクは、それをキロン城の守りに利用したのである。現代の情報化時代に育ったジョクだからこそ、その活用計画を有効に組織できた。

　通信システムを戦力と考えなければ、少ないオーラマシーンを分散配備したまま、その有機的な活用はできなかったろうし、ピネガン王ひとりでは、実戦に対応した組織づくりを即そく座ざに構築できたかどうかは難しく、ドレイクの考えるように、ミの国は簡単に蹴け散ちらされていたかもしれなかった。

　現実には、ジョクの構築した組織が機能した。

　ドレイクの艦かん隊たいが、水すい晶しようの森の北側を迂う回かいして国境をこえた一時間後には、キロン城は、その規模と進路を知ることができて、ミの国の将兵は、艦隊の規模に慄りつ然ぜんとしながらも、散開していた部隊と艦かん艇ていを、ドレイク艦隊の前面に集結させることができた。

　国境ぞいの五つの基地に散開していたフラッタラ部隊は、数時間を経ずして、マハラ村の平地に次々と到とう着ちやくして、艦対戦用の爆ばく装そうの準備にはいった。

「偵てい察さつに出ていたフラッタラ部隊は、キロン城に後退させろ」

　キロン城を望む山に指揮所をおいたピネガン王が、そう指令を出したのは、ドレイク艦隊が国境をこえた二時間後である。

　そして、ミィゼナーを旗き艦かんとするオーラ・シップが、マハラに隣りん接せつしたクオスタの森に到着したのも、おなじような時刻であった。

　コンタヌスとメツムドウの山間部は、もっとも高い山でも標高四百メートルとないなだらかな山々で形成されていて、コンタヌス、マハラ、メツムドウと呼ばれる谷間があった。ミの国のオーラ・シップ四隻せきが、マハラに隣接したクオスタの森に船体をひそませたのは、その日の正午前である。

「……敵の侵攻速度から考えると、午後一時にはコンタヌスの山間にはいる。マハラとコンタヌスの二つにわかれる可能性もあるが……」

　ニーは、ミィゼナーのキャビン一いつ杯ぱいにひろげた地図に、敵艦隊の動きをえがかせて、各艦長にしめした。

「それでは、これからフラッタラの指揮をするために、マハラに移動するが、艦隊はフラッタラの攻こう撃げき後、第一防衛線をぬける敵艦かん隊たいにたいして、徹てつ底てい的に攻撃をかけて撃げき滅めつしてくれ」

　ジョクは、地図上のマハラからコンタヌスの谷間をぬけた位置をむすぶ線をしめして、各艦長に指示を出すと、艦長たちはなんの疑義も抱いだかずに、命令を受領した。フラッタラとオーラ・シップの集結までを実際に訓練でやってみて、ジョクの戦術が机上のものではなく、実戦的であることを承知していたからである。

「質問は？」

　ニーの確認をうけて、艦長のひとりが挙手をする。

「我が方の戦力では、いかに巧こう妙みような戦術でも、二十隻せきの艦隊を全滅することはできないでありましょう。その場合は……？」

「そうだな。三分の一を殲せん滅めつできればありがたいな」

「六、七隻を撃げき沈ちんできると？」

　艦長たちが、驚おどろきの声をあげた。

「そのつもりだ。それ以下の戦果では成功と認めない。オーラ・シップは、構造的に海に浮うく船よりも脆ぜい弱じやくです。本当は、七隻は沈しずめなければならない」

「もし、聖戦士殿どのがおっしゃるとおりの戦果が上げられれば、敵は、侵しん攻こうを諦あきらめるかもしれません」

　初老という艦長が、感動に目をうるませてしまう。

「そうだ。だから、今の質問に答えたくない。もし、敵が諦めなかったときは、我々は第二防衛線で抵てい抗こうして、さらに、キロン城で最後の抵抗線を張る。そうすれば、ラウの国が援えん軍ぐんを出してくれよう。敗北はない」

　ピネガン王が、後方の巨きよ大だい国家で、妻パットフットを奪うばった国に正式な援助を要よう請せいしているわけではない。が、ドウミーロックの供きよう与よをしてくれたのである。ラウの国が、軍の動静に無関心であるわけがなかった。国家の問題であるからだ。

「ハッ……！　聖戦士殿のお言葉、胆きもに命じてっ！」

　艦長たちは、ジョクという軍の指揮系統のなかでは異い端たんである戦士に、快い敬礼をした。

「艦長！　艦隊護衛についているドーメ部隊は、本国に帰投しはじめたということです」

　キーン・キッスが、ブリッジで受信したメモをニーに届け、それをほかの艦長たちにも報告する。

「予定通りだ……新型のドメーロがついているが、これもコンタヌスの山にはいる頃ころには引き返すはずだ」

「敵までも、すべて聖戦士殿の作戦通りに動いています」

「そうだ。オーラ・ボムまで相手にしていては、いくら戦力があっても足りないから、後退してもらわなければならない」

「聖戦士殿は、アの国の軍にお味方がいると推察しますな」

　涙なみだを浮かべてしまった初老の艦長が、冗じよう談だんを言ってくれた。ジョクは微び笑しようを返して、

「そうなら、諸君ら騎き士したちの協力は仰あおがないし、フラッタラ部隊に行くこともしない」

　と、敬礼をしてみせた。

　ジョクの礼に、艦かん長ちようたちはもう一度、一いつ斉せいに返礼をして見送ってくれた。士官エゼラー・ムラボーは、通路までジョクを送って、名な残ごり惜おしそうに握あく手しゆをしてくれた。

「聖戦士殿どの……感謝いたします。お考えのとおりの戦術で戦えば、むざむざ討ち滅ほろぼされることもないでしょう。聖戦士殿が、本当に我が国のことを考えて下さっていることを、身にしみて感じました。艦長たちの士気もあのようにあがり、光明を見る思いであります。どうか、どうか、我が国と王を……」

「それだけではありません。世界のために、とも言わせて下さい。そのために戦うのです」

「はい……。聖戦士殿の大望は、王からも聞いております。よろしく我が国をお守り下さい。我々も聖戦士殿のために、命を懸かけることをお約束いたします」

「ありがとうございます。騎き士しエゼラー」

　ジョクは言い残して、オーラバトラー・デッキに降り立てば、ミハンをはじめとするハンダノの城の若者たちを中心に編成されたデッキ要員も、手を上げて応じてくれる。

「騎士ソトロウ、騎士メトーオ、騎士ヘサ！　第二波の攻こう撃げきをよろしく頼たのみます！　騎士マーベルは、フラッタラ部隊の爆ばく撃げき支し掩えんに連れて行くが、攻撃がおわりしだい後退させて、合流させる。よろしいな？」

　いちいち騎士と呼こ称しようすることを面めん倒どうがってはいけないのだ。これが、彼らの自尊心を煽あおることになるのだし、なによりも、マーベルの格付けのためには必要なことだった。

「ハッ！　聖戦士殿っ！」

　ドウミーロックのパイロットたちの態度に、かなりの緊きん張ちよう感があっても、マーベル以外はもともと騎士である。実戦慣れをしているらしい物もの腰ごしが見える。

「では、騎士マーベル！」

　ジョクは、彼女のドウミーロックにむかって歩きながら、戦場の地図を照合させる。

「……いいのか？　マーベル……？」

　マーベルはさすがに白い肌はだをさらに白くしていた。奥おく歯ばを嚙かみしめているのだろう。時折、頰ほおが痙けい攣れんした。

「ご心配なく。わたしは、今日までいい思いをさせてくれたこの世界に、感謝しているのよ。大だい丈じよう夫ぶ。怖こわいけれど、やれるわ」

「ニーに挨あい拶さつしなくていいのか」

「昨夜だって、充分に愛しあったわ。気はすんでいる」

　マーベルは微び笑しようを見せて、地図を膝しつ下かのポケットにいれた。

「それなら駄だ目めだな。絶望的だ」

　嫉しつ妬とが言わせることだ。

「なんで？」

　彼女は、ドウミーロックのコックピットに登る梯はし子ごに手をかけながら、ジョクの冗じよう談だんにからんでくる。

「ボクシングとおなじでね、戦争の前に異性をちかづける戦士は、実戦では使い物にならないんだ」

「よくおっしゃるわ。この世界、そんなに潔白な方たちの集まりですか」

「少なくとも、ぼくはそうだ」

　そのときは、マーベルはもうドウミーロックのコックピットに上っていた。マーベルの身体からだは重くない。芯しんの強さが、彼女を支えていると見えた。

「地形をしっかりと観察して、頭にいれながらマハラまで行く」

　ジョクは、カットグラの梯はし子ごを登りながら確認する。そして、シートにすわるとエンジンと無線に火をいれた。

「……それにヌースさん」

　マーベルの声が、無線でカットグラのコード名を呼んできた。

「ヌース、オーバー？」

「これからの任務は、ジョクが自信をもっているフラッタラの急降下爆ばく撃げき。すぐには、オーラバトラー同士の空中戦せん闘とうはないはずでしょ？」

「そのあとに、君にも急降下爆撃をやってもらう。それに、敵はこちらの都合で動くんじゃないから、空戦はある」

「そのときは、あなたのお尻しりについて逃にげまわります」

「それでいい。それができればたいしたものですよ。そうやって体験を積み重ねて、いい戦士になってくれ。コゥス！」

　それがマーベル機のコードだ。ジョクはチャム・ファウがいないと思いながらも、カットグラをミィゼナーの舷げん側そくに出して、森の木々が視界を遮さえぎっているのを面めん倒どうに感じる。

「ヌース！　発進、どうぞ！」

　ブリッジの無線士メトー・ライランの声だ。ゼナーの時代からの目の利くクルーだ。




　カットグラが、木々の梢こずえを払はらって上じよう昇しようすると、数秒おいて、マーベルのドウミーロックがジョク機を追って上昇してきた。

「安定している。よくやっている！」

　ジョクは、マーベルにパイロットの素養があることは知ってはいたが、あらためて感心するような飛行だった。しかし、十分な訓練をしてやる時間がなかったという思いが、ジョクの心を重くした。

「昔の日本軍は、もっとひどかったかも知れないんだから……いいか……！」

　そうでも思わないと辛つらいのだが、しかし、ジョクがオーラマシーンのパイロットになった成り行きを考えても、当然であるとも言い聞かせられた。

　物事は、いつも充分に準備してから始められるものではないのだ。始まれば始まったで、克こく服ふくしなければならない問題は、次々と生れるものなのだ。結けつ婚こんや葬そう式しき、リストラのように……。

　クオスタの森をこえるあいだに、森にひそんでいる味方の艦かんを振ふり返ってみたが、その位置を知らされていなければ発見されることはない、と確認できた。

「……結構だ……」

　高度をとったジョクは、マーベルに編隊飛行の訓練をかねた飛行をさせながら、マハラの上空に達した。

　小さな村であるそこには、キロン城に後退した偵てい察さつ部隊の六機をのぞく、すべてのミの国のフラッタラが集結していたが、当然のことに、軍事基地というほど設備はない。フラッタラが、数回空くう撃げきできるていどの弾だん薬やくの備び蓄ちく倉庫と通信設備があるだけの基地だ。

　むろん、滑かつ走そう路ろらしいものもないのは、フラッタラがそれなりの平へい坦たんなスペースさえあれば離り着ちやく陸りくできるからで、オーラバトラーは、そんなものさえ必要としない。

　ジョクは、村の北側にむかって目測で降下すると、村の家々の陰かげにある数機のフラッタラを見つけて、その一角にたつ赤い吹ふき流しをめがけて着陸した。

　フラッタラは、麦むぎ藁わらでおおわれて地にうずくまるように駐ちゆう機きしていた。

「意外と隠かくれるものだな……」

「見つけたのか？」

　やっぱり、チャム・ファウは、コックピットに忍しのび込んでいた。

「どこに居たんだ？」

「……どこでもいいだろ」

　小さいものが動く気配がシートの下でして、油で汚よごれた布を肩かたにしたチャムが、ジョクの脚あしのあいだから這はい出てくる。

「どうして、俺おれにつきまとうんだ？」

「なに言っているの？　ジョクが来いって言ってた癖くせに！」

「そう言った？　覚えはないけど……あれがフラッタラだ。空を飛ぶ機械だよ」

　ジョクは、チャムに外の景色の説明をしてみて、チャムの言うような心境がくすぶっているらしいとは自覚する。

「ホウ……！　空を飛ぶのか？」

　コンソール・パネルに飛び上ったチャムは、腰こしに両手をあてて地上を覗のぞいた。

『……俺が呼んだ……？』

　ジョクは、チャムの羽根の接続部である背中の肉の盛り上ったところが、水着のような形の服の麻あさ布ぬので隠されているのを見下ろしてみて、訳もなくフェラリオというのは、人の潜せん在ざい意識をキャッチする力があるのではないか、と思いつく。

『ミィゼナーが、嵐あらしの壁かべを突とつ破ぱしたときに、俺が呼んだとでもいうのか？』

　それは、悪い想像ではないとは思う。しかし、どうこうできる相手ではないし、等身大の異性のほうが好みなんだ、と意識している自分がいるとわかっていた。

『しかし、こうもちがうこの娘むすめの知識を借りれば、世界を知る手立てが見つかるかも知れない……』

　どこかでそう考えていたことが、明確な言葉になって意識に捉とらえられると、自分がチャム・ファウという存在を、コモン人のように嫌けん悪おしていなかった理由がわかって、ひどく納得できた。

　チャムもジョクの気持ちを感じるから、彼にちかづくのだろう。犬とおなじなのだ。犬を嫌きらいな人は、犬も本能的に嫌って、吠ほえてくる。

『とすれば、将来、連れ合いを探さなければならなくなるし、上の階のフェラリオになってしまったりしたら、別れるようなことにもなるのか……』

　そんなことは、今は考えないようにしようと決心する。




　ジョクとマーベルが、マハラの司令部がある小屋にはいると、敵艦かん隊たいの移動が早くなったことを伝える無線がはいっているところだった。

「……あと二十分もしないでコンタヌスにはいります。敵艦隊は、二手に分れようとしている様子であります」

「予定通りだ。コンタヌスにはいる艦隊だけを狙ねらうように徹てつ底ていさせろ。攻こう撃げきを分散させると、成果は手にいれられなくなる」

「ハッ……！」

「ドメーロ部隊の動向は？」

「順次、国境に引き返し始めています」

「結構！」

　ジョクとフラッタラ部隊を指揮する士官は、ニンマリと笑い合って、手と手を空に合わせたものだ。なぜなら、ジョク以前のミの国の布ふ陣じんなら、国境線上でドレイクの艦隊を迎げい撃げきしたであろうから、フラッタラとラゲッサは、ドーメとドメーロとの交戦で、半分以上が撃げき墜ついされていたはずなのだ。

　さらに、今回のドーメとドメーロの部隊は、この地域にミの国のオーラマシーンのすべてが集結しているとは考えていなかったので、偵てい察さつもおざなりにしてくれたことが幸いした。彼らは、往復の航続距きよ離りギリギリで、順次、後退してくれているのだ。

　フラッタラが離り陸りくをはじめる頃ころには、ドメーロの全機が、アの国の領内に帰投する途と中ちゆうにあって、艦隊を掩えん護ごすることができなくなっていた。

　しかし、一機だけ例外があった。

　その機は、僚りよう機きに機体不調の通信を発信して、コンタヌスの山間に不時着したのである。

　いうまでもなく、キチニをチーフ・パイロットとするドメーロである。ドレイク艦隊の旗き艦かんゼイエガは、そのドメーロの不時着の報告を受理したが、返答は素気なかった。

「作戦終しゆう了りよう後、収容する。それまでそこに待機せよ」

　この時点で、そのドメーロに、リムル・ルフトが潜ひそんでいると知る者は、敵にも味方にもひとりもいなかったのである。




「そろそろ、フラッタラを全機、発進させます」

「そうだな。後は、天と地の精せい霊れいたちの意思のままだが、俺おれは勝つ！」

「はい……」

　ジョクは、司令と敬礼をかわしてカットグラの足元に戻もどった。

「マーベル、フラッタラが離り陸りくしてから、我々も出る」

「はい……」

　ふたりの前の平地では、どこに隠かくれていたのかと思える百数十人の地上要員が走り出て、フラッタラを遮しや蔽へい物の陰かげから引き出していた。引き出されたフラッタラは、今朝、ピネガン王の前で見せたように編隊を組んで、次々に離陸していった。

　そのために、二十四機のフラッタラが離陸するのに、三分とかからなかった。

　ジョクとマーベルのオーラバトラーが、マハラの村をあとにして、フラッタラの編隊を追った頃ころには、二手に分かれたドレイクの艦かん隊たいは、コンタヌスとマハラにいたる山間部にはいっていた。コンタヌスの山間部に十二隻せき、マハラに八隻である。

「……まちがって侵しん攻こうしてくるオーラ・ボムはいなかったな」

「そうだね。ジョクは、よく知っている」

　チャム・ファウは、ジョクを誉ほめた。

「さて……」

　ジョクが捜さがすまでもなかった。無線からはいる情報と地形を照合して目をやったとき、ジョクは、はるか下に、ドレイク艦隊の一角が、その影かげを山に落すようにして、侵攻してくるのを見つけていた。

「フラッタラ！　よろしく！」

「お先にっ！」

　その声は、ジョクがこの数日訓練に訓練を強要したパイロットたちのものだった。







　26　対艦かん隊たい戦







　戦争というものは、ひどくあっけなく始まり、そして、血と肉の吹ふき飛ぶ嵐あらしになる。

　この場合、コンタヌスの山間部に侵しん攻こうしたドレイク艦かん隊たいにたいして、高度差千メートルにちかい上空から、まず六機のフラッタラが、垂直にちかい角度で落下するように襲おそいかかることから始まった。

　ドレイクの艦隊がそれに気づいたのは、先頭のフラッタラが数個の爆ばく弾だんを切り離はなしたあとだった。それに遅おくれること数秒で、二番艦に次の六機のフラッタラが急降下攻こう撃げきを敢かん行こうした。

　それが、四戦隊つづいた。

　ドレイク軍の一戦せん闘とう艦隊と次の戦闘艦隊の旗き艦かんが爆撃をうけて、はげしく動どう揺ようした。非力のはずのフラッタラが、あっという間に各艦を爆撃して、そのうちの二艦は、爆弾の当りどころが悪く、瞬しゆん時じに山の中腹に激げき突とつして、さらなる爆発を起したからだ。

　迎げい撃げきしようとした時には、急降下爆撃をしたフラッタラは、その空域から姿を消していた。その動きは、バーンの目には信じられないものに映った。

「……なに……？」

　バーンだけではなく、ドレイク艦隊のすべての将兵が、突然の敵機の襲しゆう撃げきに呆ぼう然ぜんとし、次になにをする時間もあたえられずに終しゆう了りようしたのだ。一分とかかっていないのである。

「二艦、撃げき沈ちん？　何隻せきがやられたんだ！」

　バーンは、オーラバトラー・デッキの伝声管に怒ど鳴なっていた。

「わからない！　属国の連中は、意気地がなくていけねぇ」

「今は、個人的な感想を聞いていない！　事実だけを知らせろ！」

　伝声管の声の主は、先行する艦かん艇ていのクルーの大半が、アの国以外の将兵であることを言ったのだ。バーンは、山腹で爆発炎えん上じようする味方艦の炎ほのおと黒こく煙えんを見て、身体からだを震ふるわせた。はじめての恐おそろしい経験だった。

　過去の南の国々への侵攻は、ろくなオーラマシーンを持っていない敵にたいしての侵攻であったから、野や砲ほうていどのものしか持っていない陸軍を叩たたくのは、眠ねむっている赤子の腕うでをねじるのに似ていた。その経験から、ミの国の侵攻にあたっても、国境で抵てい抗こうがなければ、キロン城まではたいした抵抗がないと艦隊のクルーは信じ、バーンも、どこかでこの固定観念に捕とらわれていた。

　バーンは、オーラバトラー・デッキから、ブリッジに駆かけ上りながら、

『ジョクかニーだ！　奴やつらの考えでやらせたことだ。コモン人が、こんな攻撃方法を思いつくはずがない』

　そうは思っても、オーラバトラーをすぐに出すということは、バーンも思いつけなかった。

　オーラバトラーは、敵のオーラバトラーか強力な陸軍が出てこない限り、出るべきものではないというのが、南に侵しん攻こうした経験からの戦せん陣じん訓くんになっていたのである。アの国の軍は、自らが開発した、近代的な戦術思想に捕とらわれすぎていたのだ。

　オーラ・ボムの大部隊とオーラ・シップが侵攻した後に、オーラバトラーが、最終的に占せん領りよう地を制圧する。その上で、陸軍が、占領地に侵攻するのである。この戦術が定着したのは、ギィ・グッガの戦い以後なのだが、この戦術によってもたらされた一方的な戦果が、アの国の軍人たちを呪じゆ縛ばくしていたのは、やむを得ないといえる。

「……ウッ……!?」

　見晴しの良いブリッジに出たバーンは、前方の山間に、煙けむりを吐はいて隊列を乱す艦かん隊たいを見て、息を吞のんだ。はじめて見る自軍の混乱である。

「突とつ然ぜん、上空から、フラッタラが落下して、攻こう撃げきを仕し掛かけたようです」

　ゼイエガの艦長オレッスーオ・レウフが呻うめいていた。

「連中の話では、フラッタラが落ちてきたと言う。わからん話だ！」

　バーンは、ブリッジのもっとも高い席にすわっている武将ストラド・スケンソンに振ふり向いた。

「急降下爆ばく撃げきです。そう見えたのでしょう」

「儂わしは知らん！　そんな戦術はっ！」

　司令のストラドは、騎き兵へい大隊を指揮する将軍であったが、オーラ・シップが投入された頃ころから、新しい兵器に興味をもって、率先して艦隊指揮をするようになった人物である。が、実戦になると、騎兵時代の軍隊の経験をふりまわす頑がん固こな老人に豹ひよう変へんした。

「地上世界の航空戦では、実じつ施しされている、と聞いたことがあります」

「ここはコモンだぞ！　相手はミの国だ！」

　ゼイエガは、最さい後こう尾びに位置して、先行する全艦隊を指揮していた。これは、ドレイクの考案した布陣である。王自身が身を挺ていして戦う、古来の騎士道に反するものであったのだが、オーラマシーンという画期的な戦力の出現によって、戦争の様相が一変するなかで考案された新しい艦隊形であった。

「しかし、ジョクが荷担していれば、考えられる戦法です。艦長、艦隊には高度をとらせろ。ゼイギス艦隊は、ほとんどが被ひ弾だんしたのか？」

「はい……」

　司令官であるストラドは、無線士からまわってくるメモを読むのにいそがしくて、バーンの越えつ権けん的発言には気づかない。

「我が方、ゼイゾスとゼイエガは、このままマハラ街道を前進します」

「そうだ。艦隊の針路はこのままだ。ミの国に、どれほどの戦力があるというのか。オーラバトラーは、順次出せ。対空戦せん闘とうにはいる」

　武将ストラドはメモを握にぎり潰つぶしながら、バーンと艦長オレッスーオに命令した。

「キロン城の制空圏けんにはまだはいっていませんが、よろしいのですな？」

　バーンは、ストラドに確認する。

「そうだ。キロン城にいたる前に、艦かん隊たいが全ぜん滅めつしてはならんのだ」

「ハッ……！」

　バーンは遅おそい決定に腹がたったが、ラッタルの手て摺すりを滑すべり降おりて、オーラバトラー・デッキに駆かけ込んでいく。

「各艦のオーラバトラー部隊も出させい！　上空を固める。被ひ弾だんした艦の掩えん護ごなどは、構うことはない！」

　しかし、その頃ころには、ミの国の第二波の急降下爆ばく撃げきが敢かん行こうされていた。

　森にひそんでいたミの国の艦隊のオーラバトラーが爆弾を手にして、傷ついた艦隊めがけて降下してきた。

　上空で掩護するジョク機とマーベル機以外の十四機が、隊列を乱したゼイギス艦隊とその後続のゼイエラ艦隊にたいして、次々に爆弾を投とう擲てきすると、これもまた、山やま肌はだに機体をぶつけるようにして退たい避ひしていった。

　一撃離り脱だつ戦法で、徹てつ底ていして空戦をやらないという姿勢である。

　黒こく煙えんがボゴッとあがった艦が見え、ややあってドドウッ！　と津つ波なみのような爆発音を、ゼイエガに伝えてきた。

「銃じゆう撃げきできません」

「敵が早すぎます」

　各艦隊から悲鳴のような報告が、無線でゼイエガにもたらされる。

「バカな！　そんな高性能なオーラバトラーが、敵にあるわけがない！」

　バーンは、オーラバトラー・デッキで叫さけんでいた。

「……騎き士しバーン！　ゼイギスとゼイエラが沈しずみました」

　伝声管にとりついていたメカニック・マンのひとりが、バーンに報告する。

「オーラバトラー、全機、発進する！　対空戦せん闘とう用意っ！」

「総員かかれっ！　ガベットゲンガー、ハインガット！　拘こう束そくロープ外せっ！」

　動どう揺ようにつつまれていたオーラバトラー・デッキに、兵員が右往左往し、革かわ兜かぶとをかぶったバーンは、ガベットゲンガーのコックピットにすわった。

『なんで、敵のオーラマシーンが、早く見えるのだ？』

　バーンは、艦隊要員が実戦に不慣れなためではないかと想像して、「バカバカしい！」と、ひとり罵ののしると、ガベットゲンガーを舷げん側そくに出して、前方空域から流れ込んでくる黒煙の量が増えているのに慄りつ然ぜんとする。

「各ハインガット、真まつ直すぐに上じよう昇しようだ。高度をとれよ！」

　バーンは、後続機の返答を待たずに離艦した。バーンの頭のなかには、編隊戦闘の思想はない。




　ガラリア・ニャムヒーは、バーンの艦隊の前に位置した艦隊の指揮艦ゼイゾスにいた。マハラ街道と暗号で呼ばれるコースの先せん鋒ぽうを務める艦かん艇ていである。

　ガラリアは、山のむこうで、第一波の攻こう撃げきをうけて被ひ弾だんした艦かん隊たいを、右う舷げんで目もく撃げきしていた。

　全艦が山の端はに隠かくれていたわけではなかったので、その様子をよく観察することができた。

　敵のオーラマシーンは、艦隊の後方から七十度の降下角度で進入して、爆ばく弾だんを投下したあと、そのまま真まつ直すぐに離り脱だつして、艦隊の進行方向に消えていった。

　そのあまりに単純な攻撃方法に、オーラバトラーのパイロットは呆あつ気けにとられた。

　それは、絶対に勇ゆう敢かんな戦い方には見えないのだ。ガロウ・ランでも、あそこまでみっともない戦い方をしない、と誰だれしも感じた。

「あれでは、逃にげるために艦隊に接せつ触しよくしただけじゃないか!?」

　パイロットたちは、騎き士しの誇ほこりをもって、ミの国のフラッタラの戦法を笑ったのだが、艦隊が次々に爆ばく煙えんをあげて爆発を起すのである。

　笑ったあとで、その戦法の効果に慄りつ然ぜんとした。

　さらに、オーラバトラーによる第二波が、傷ついた艦隊と後続のゼイエラの艦隊に襲おそいかかって、確実な戦果をあげたのを知ると、アの国のパイロットたちは、この戦法にたいして恐きよう怖ふをおぼえた。

　フラッタラもオーラバトラーも、逃げるために出ているのではないのだ。まちがいなく攻撃をして、場合によっては撃げき沈ちんさせて、一直線に飛び去るのである。しかも、その素す早ばやさに艦隊の火線に摑つかまることもなかった。

　四艦が沈しずめられ、数艦が被弾したと聞かされれば、それも戦術であったと納得したのである。そうなれば、戦場にいる者は恐怖にとりつかれる。

「ギュイスが三隻せき大破だ。オーラバトラーは出せないでいる！」

　そんな報告が、ゼイゾスのオーラバトラー・デッキにもたらされて、ガラリアたちにも迎げい撃げき命令が出された。

「こんな戦法を考えつけるのはジョクだけだ！　よくも踏ふんだり蹴けったりにしてくれる！」

　ガラリアは、自分のカットグラに駆かけ登って、機体の拘こう束そくロープをブッ千切って、舷げん側そくに出た。そして、バーンより早く高度をとる位置にはいっていた。

「ああいう使い方があったか……!?」

　ガラリアの無念さは、複雑である。

　今日まで、コモン人たちは、空飛ぶオーラマシーンは、格かく闘とう戦をするものと信じ込んでいたのである。相手もいないのに妙みように聞えるが、そうではない。

　強きよう獣じゆうたちとの戦闘などが、彼らコモン人に、オーラマシーンは格闘するもの、と思わせていたのである。それは、オーラボム・ドーメについてもそうで、そのために、地上を掃そう討とうする場合でも、直線的に行動することはなかった。前後に行きつ戻もどりつする戦法を常としていたのである。

　まして、人型のオーラバトラーが直線的な攻撃だけを敢行するなどということは、パイロットたちが受け入れるはずがなかったのである。

　ガラリアが、高度を上げている時だった。

　彼女の左手の山の端はしから、三機のフラッタラが上じよう昇しようするのが見えた。非力なフラッタラは、右に左に揺ゆれるように上昇していた。

「あれか!?」

　艦かん隊たいを攻こう撃げきする時にみせた機動力を考えると、噓うそのような光景だった。艦隊を攻撃された時のガラリアの驚おどろきが、そのまま怒いかりに変った。フラッタラのノロノロとした上昇が、彼女の怒りに油を注いだのだ。

「いい加減にしてもらうからねっ！」

　ガラリアは、カットグラの機体を煽あおると、上昇をかけて、先頭のフラッタラの頭を押おさえつける位置につこうとした。

「くそっ！　後続があんなにあるのか!?」

　ガラリアは、三機だけでなく、さらにそれにつづくフラッタラの影かげを見て、ミの国の空中戦力が、言われているほど小さいものではないと知った。まさか、ドレイク艦隊が通過する目の前にある基地で、爆ばく弾だんを補給したおなじフラッタラが、十分もしないで舞まい上ってくるなど、想像もしない。

「あの先頭をやれば……」

　ガラリアは、自機を降下させようとして、目の前にはしった閃せん光こうに、機体を右にひねって避さけていた。フレイ・ボンムだ。

「どこだ!?」

　ガラリアは、背後をまったく気にしていなかった自分のミスに気がついて、必要以上に降下した。




「……ガラリアか……」

　ジョクは、牽けん制せい攻撃をかけた敵のオーラバトラーが、ガラリア機であることをその回かい避ひ運動で知った。

　戦場で、一番会いたくないオーラバトラー！　しかも同型機である。精神的に、もっともプレッシャーのかかる相手とは、戦わないですませたかったのだが、こうなってしまった。

　ジョクの心の揺ゆれを、チャム・ファウは感じる。

「どうした!?　追え！　落せ！　やられちゃうよ！」

　チャムは、ジョクが牽制攻撃をかけながらも追撃はしないで、マーベル機のかたわらに引き返したのが不満で、ジョクの耳のそばで絶ぜつ叫きようした。

「今は、フラッタラの背後の掩えん護ごが大事だ！　追うわけにはいかない！」

　ジョクは、チャムの顔の前で、口一いつ杯ぱいにして怒ど鳴なり返す。

「マーベル！　オーラバトラーが出てくる。後退して、ミィゼナーの護衛にあたれ……艦隊も森を出る頃ころだ」

「了りよう解かい！」

「真まつ直すぐにミィゼナーにはいるんだぞ！　わきを見るな！」

「了りよう解かい！」

　マーベルの緊きん張ちようした声が、鉱石無線からはっきりと返ってきた。彼女もガラリア機を見たはずなのだが、それを恐おそれている風には聞えない。

「女は強いな……お前もさ」

　左のレバーのむこうに座りこんだチャムの背中に、ジョクは言った。

　再度上じよう昇しようしたフラッタラは、前よりは低い高度から、またも艦かん隊たいの先頭めがけて急降下爆ばく撃げきを敢かん行こうした。今度はさすがに、艦隊から多少の対空砲ほう火かがあがってきたが、フラッタラの降下をとめるには十分ではなかった。

　三機編隊の攻こう撃げきなので、今度は六機編隊以上に狙ねらわれる確率が高かったが、それでも、フラッタラは、山間に逃にげようと速度を落した三隻せきのギュイス・タイプの艦を撃げき沈ちんしていた。

　しかし、艦隊から発進した数機のオーラバトラーに、三機のフラッタラが撃げき墜ついされた。

「誰だれが、迎げい撃げきさせたんだ！　こちらの砲ほう撃げきの邪じや魔まをするだけだろう！　艦長！　味方機の発進で、砲撃ができないぞ」

　大半の艦隊の砲撃手と銃じゆう撃げき手とが、ブリッジにそう抗こう議ぎをした。艦が被ひ弾だんして混乱した上に、味方のオーラバトラーが飛びたったことが、艦隊の対空防ぼう御ぎよを困難にしたのである。

　このことは、バーンもガラリアも想像しなかったことだ。艦砲射撃と迎撃の飛行は同時にできないのである。

「まったく！　冗じよう談だんをやっているのか!?」

　艦隊の砲撃手の気持ちなどは想像もできないパイロットのひとりが、あたかも自分を狙ねらって撃うち出しているように見える味方の火線にむかって、怒ど鳴なり散らしていた。

　もう一機のガベッドゲンガーをまかされた騎き士しザナド・ボジョンである。彼は、ガラリア機を追い越こしていた。新型オーラバトラーを任せることができる俊しゆん英えいである。

　彼は、母艦ゼミガルが被弾する直前に、艦長の命令を無視して離艦したのである。彼は、最後にパスしようとしたフラッタラを背後から狙そ撃げきして、撃墜していた。その腕うではなまじのものではない。

　撃墜されたフラッタラ三機のうちの一機が、彼の手によるものであったのだが、その彼でも、対空砲火をあげる艦から離艦することの愚ぐを、理解していたわけではない。







　27　ドメーロの合流







　ドレイク艦かん隊たいが通過した山間部に、不時着と見せたドメーロが、森のなかに取り残されたのは良かったのだが、目の前で戦せん闘とうがはじまってしまったので、三人の若者は途と方ほうにくれていた。

「帰るつもりがないんだから、もっと奥おくまで行って、投降すればいいじゃないか」

「……今、出ていったら、戦闘空域に突つっ込むぞ。それじゃぁ、やられちまうのがオチだ」

　急せかそうとするマッタに、キチニは憮ぶ然ぜんとして答えた。

　木々のむこうに見える黒こく煙えんの数を見れば、キチニの言うことが正しいと思えるのだが、アイザス・ゲランは、とんでもない先せん輩ぱいたちに付き合ってしまったという顔を見せて、ふたりを見比べていたが、

「どうにかして下さいよ」

「それを考えているんじゃねぇかっ！」

　アイザスの頭をこづいてから、キチニはプラットホームの床ゆかにあるハッチから、下のブリッジを覗のぞく。

「ここにいても、危険なのでありましょう？」

　視線があってしまったリムルからそう言われれば、キチニは、決断を急がなければいけないと思う。後妻の娘むすめであっても、王家の娘なのだ。彼女が望むようにするのが、使命だと考えてしまうのである。

　そんな若者をブリッジから仰あおぐリムルはリムルで、自分はどこまでも何かに追われる定めなのではないか、と悲ひ嘆たんにくれてしまいそうになる心を奮い立たせるように、ラッタルに手をかけた。

「いけません。姫ひめ様は、そこにいてください」

　キチニはリムルを制して、「行こうぜ。もっと先に！」とほかのふたりに号令した。

「そんなことをしたら、艦隊の連中に見られてしまって、事故を偽ぎ装そうしたことがバレちまいますよ？」

「バーカ！　戻もどるつもりはないんだよ」

　リムルを意識したキチニが、足でアイザスのお尻しりを蹴け飛とばす。

「なんですよ!?」

「ここにいたら敵に摑つかまるか、やられるかも知れねえって言ってんだよ！」

　一番、下したっ端ばなのに口が多いアイザスに、マッタも説教をした。

「いい考えがあります。キチニ、敵の……ミの国の艦かん艇ていに飛び込むというのは　どうでしょうか？」

　リムルは、青年たちが事態を正確に把は握あくしていないような気がして、下から口を出した。

「そうできればいいんですけど、敵艦隊は見えないんですよ。それに、うまくいったとしても、その艦かんがやられちまったら、こっちも巻き添ぞえを食うかも知れないんです」

　そうはいいながらも、キチニはドメーロのエンジンを始動させた。

「戦場では、安全な方法なんてあるのでしょうか？」

「え？」

「戦場で、安全なやり方なんて、ないってよ！」

　マッタは聞き直したキチニを叱しかって、リムルの言うことに納得してしまった。

「よし……ちょい上じよう昇しようするぜ……アイザスはここにいろ！」

　キチニとアイザスがプラットホームに残り、マッタがブリッジに降りてエンジンまわりの監かん視しをする。リムルは前方を覗のぞける窓から、監視の真ま似ね事をした。

　プラットホームのキチニの操縦で、ドメーロを森の梢こずえの高さにまで上げて、周囲をぐるりと偵てい察さつするようにして、前進を開始したときだった。グワラッと炎ほのおに包まれた物体が、山やまの端はを越こえて頭上に流れこんできた。

「うわーっ！　艦が撃げき沈ちんされたんだ！」

　頭を抱かかえたアイザスがプラットホームの床ゆかにしゃがみこんでも、ドメーロを操縦しているキチニは、操縦レバーを抱だくようにバーで身をささえて踏ふん張った。

「操縦は下に切り替かえるぞ。キチニは、フレイ・ボンムを担当だ」

　マッタが怒ど鳴なれば、「よ、よしっ！」キチニの応答を待つことなく、マッタは操縦レバーを握にぎる。

「姫ひめ様！　キロン城に直進します」

「は、はい！」

　そこここから炎を吹ふき出した艦の船底、後部から爆ばく発はつをくりかえすドレイク軍の艦かん艇ていは、バラバラと破片の雨を降らせてきた。そのなかを、キチニの指示にしたがったマッタが、推力をあげた機体を、撃沈された艦の横合いからすべり出させて、山腹を舐なめるように北にむけた。

　それを狙ねらったわけではないのだろうが、一機のオーラバトラーが機体を横にしたまま落下してきた。離り艦かんしそこなったその機体は、森に姿を消すや、ドウッと大爆発をおこして、木々を天に噴ふき上げてきた。

「航続距きよ離りは大だい丈じよう夫ぶなのですね？」

「それはいいんです。こっちにすれば、今はどっちも敵みたいなもんですから、そのほうが、怖こわいんです」

　眦まなじりを決したマッタは、進行方向に思った以上の黒こく煙えんが山腹をはっているのを見て、ドレイク軍が全ぜん滅めつしたのではないかと興奮した。しかし、そのことが、自分たちの飛行の障害にもなると気づいて、推力をあげて高度をとる決心をした。

「キチニ！　コースと敵には気をつけろ。アイザス！　敵対行動をとるオーラマシーンがきたら、教えるんだ」

　キチニは、木々の流れが眼下から足元に吸い込まれるように見えれば、飛行にはまちがいがないと思えた。が、そうなれば、敵対行こう為いをみせるオーラマシーンのことが、恐きよう怖ふの対象になりはじめる。

「……オーラバトラーだ！」

　プラットホームの床ゆかから頭を上げたアイザスが、上空を仰あおいで悲鳴をあげた。

「こっちにむかってくる敵機だけを教えればいいんだよっ！」

「はいっ！　ミの国の？　アの国の？　どっちの敵です」

「攻こう撃げきを仕し掛かけてくる奴やつのだ！」

　口だけではすまないと思ったキチニは、アイザスを蹴け飛とばして、立たせた。

　そんな飛行をするドメーロは、いつの間にか、ドレイク艦かん隊たいの前に出てしまっていた。

　と、その前方、といっても、キチニの左手にあたる方位の森の一角が押おし割られるようにして、船が浮うかび上がってきた。そのオーラ・ノズルの排はい気きで、森の木々の頭が、ドウドウと波のように揺ゆれた。

「なんだ!?」

　ミの国の艦かん艇ていが四隻せき、森の木々を押し割りながら前進を開始したのだ。その四隻は、ドレイク艦隊が第一防衛線をこえたら迎げい撃げきに出ることになっていた、ミィゼナーとミの国の艦艇ナゲーマンだった。

「ゼナーだ！　ドレイク艦隊の前に出ようとしている!?」

「色が違ちがいますよ」

「ゼナーだよ！」

　キチニの絶ぜつ叫きようを合図のようにして、ミの国の艦隊が艦かん砲ぽう射撃を開始したので、その火線がキチニの頭上を光の幕でおおった。キチニたちの背後の、高度をとりながら突とつ進しんするドレイク艦隊の第三戦せん闘とう艦隊を狙ねらっているのだ。

　しかし、その艦艇群は、バーンの母艦ゼイエガのように、高空からの急降下攻撃を避さけるために高度をとっているのではない。あくまでも、被ひ弾だんした艦艇と速度を合わせながら、侵しん攻こうする隊形を崩くずしていない艦隊なのである。

　ガラリアの母艦ゼイゾスが大破し、その楯たてのような位置についていた第二戦闘艦隊の最さい後こう尾びのゼィス・タイプが、ミィゼナーを旗艦とする艦隊の集中砲ほう火かを浴びて、撃げき沈ちんした。

「またやられた！」

「ドレイク軍と言っても、モロいじゃねぇか！」

　快かい哉さいを叫さけぶキチニも、さっきまでは自分たちもドレイク軍の一員であったのだから、その心境は複雑である。

　しかし、ミィゼナーの艦隊の目がドレイク艦隊にむけられていたおかげで、森の小枝を蹴散らして飛行するドメーロは、砲火をくぐるようにして、ミィゼナーに接近することができた。

　ドレイク艦隊はミの国の艦隊との最初の接せつ触しよくで、その半分にちかい艦艇を失っていた。そのほかに、大破が二艦かん、無傷でのこっている艦は九隻になった。

　しかし、それでもなお、ドレイク艦隊は、ミの国にたいして圧あつ倒とう的な火力を誇ほこっているのである。

　ミィゼナーを旗き艦かんとしたミの国の艦かん艇ていは、ドレイク艦隊の後続艦がグングン高度をとりはじめたのを知って、もっとも難しい判定を下さなければならない局面にたっていた。




「うわーっ！　敵だぁっ！」

　悲鳴が伝声管からニー・ギブンの耳に届いたのは、次の局面にたいして艦隊をどのように動かすか、ニーが迷っているときだった。

「オーラバトラー・デッキ！　どういうことっ!?」

　ニーは伝声管に聞き返した。

「敵オーラ・ボム！　着艦っ！」

「着艦!?　どうしたの！　なんでだ？」

　ニーは、ミハンらしい男の声に、カッとなった。

「どうって、いきなり下から飛び込んできてっ！……キチニかよ!?　キチニッ！」

「……!?」

　ニーは、そのミハンの声で、なにが起ったのか了りよう解かいした。

「艦長、今、右の方向からドメーロらしい機体が侵しん攻こうしたのを見ました！」

　ミィゼナーのクルーが、ようやく自分の見たものを報告してくる。

「了りよう解かいした！　ミハン、状じよう況きようは了解だ！　諸君、ドメーロ一機が我が方に投降してきたぞ！」

　ニーは、今になって接せつ触しよくしてきてくれた仲間に、胸が熱くなるのを覚える。

「……マハラはどうなっている!?」

「はい……フラッタラは、空中戦せん闘とうの用意をして、順次離り陸りく！　第二防衛線に後退です。あと数分で、地上要員もマハラを撤てつ退たいします」

　無線機にかじりついていたメトー・ライランが教えてくれる。

「よし！　全艦隊、撤退！　フラッタラのいる第二防衛線まで後退して、敵を迎げい撃げきする。オーラバトラー部隊はっ？」

「ヌース以外全機、艦隊警護の配置に集結しています！」

「回頭！」

　ミィゼナーを先頭にした艦隊は、恥はじも外聞もなく一挙に回頭すると、キロン城の方角にむかって、全速前進を開始する。

　上空には、オーラバトラーが各艦艇を護衛するように随ずい伴はんした。

　と、ドゴゴゴッ！

　マハラのフラッタラの補給基地があった村から、膨ぼう大だいな閃せん光こうがはしったと見えると、黒こく煙えんが強大なキノコ雲になって天に昇のぼった。それは、追撃を開始しようとするドレイク艦隊の前に、あたかも壁かべのようにそそり立った。




「ええいっ！　これがミの国の力だというのか……これがっ……！」

　バーンの母艦の艦長オレッスーオは、黒煙が前方の空をおおいはじめたのを見て、罵ののしり声をあげた。

「信じられん……。こんなことが起るとは！　戦わずしてこれだけの戦力を失うのか!?」

　艦かん隊たいの総指揮を執とるストラド・スケンソンも、呪のろいの言葉を吐はいた。

　敗北を知らない将軍になっていたから、この戦せん闘とう結果の衝しよう撃げきは大きく、顔面は蒼そう白はくにして脂あぶら汗あせを浮うかせていた。人は増長していなくても、苦境を体験したことがなければ、いざという時の対処に遅おくれをとるものである。

「……撃げき墜ついしろ！　ミの国の艦かん艇てい一隻せきのこらず、叩たたき潰つぶせい！」

　先行する指揮艦の吐き出す煙けむりが、後続の艦艇をつつみ、高度を八百メートルまでとったところで、水平飛行にはいったゼイエガのブリッジにまで、その煤すすが流れ込んでくるのだ。

　それが武将ストランドの癇かんに障った。

「ゼミガルの煙、さっさと消火しろといってやれ！」

　武将ストラドの命令に、艦長オレッスーオも「無線士！」と怒ど鳴なりつけた。







　28　オーラ・ロードの色







　ジョクは、ガラリア機が艦隊の下に潜もぐり込むような運動をするのを見ると同時に、そのむこうの山間部から接近するガベットゲンガーを発見していた。

　戦場に出るとジョクの視野は、意識しなくとも広がっていた。八方眼というもので、空手をやっている頃ころに教えられたものだ。

　敵と対戦するときに、どこから攻こう撃げきがくるか見極めなければならないために、視野を広くとる技術があると教えられて、ジョクは平常でも視野を広くとる練習をしたものだ。それで、ジョクは、少なくとも百八十度の視野を確保することができるという意識があった。それが働いたのである。

「敵だ！　敵だ！」

　はしっこいチャム・ファウも、特に教えないのに監かん視しの目になってくれる。

「……バーンではない」

　バーン機と思いこんでいるチャムを、ジョクは否定する。

　相手は、ザナド・ボジョン。実戦訓練で数度手合わせをしたことがある若い騎き士しだ。オーラバトラー部隊の戦闘隊長を長く務めているケルムト・ドリンの推すい薦せんを得たことでもわかるとおり、彼は天性の勘かんの良いパイロットだった。まだオーラバトラーの力に振ふり廻まわされている感じは否めなかったが、その素質はバーンを凌しのいでいた。

　しかし、ジョクはバーン機を気にして、山をはさんで二列に展開する艦かん隊たいの正面をはしって、ザナド機のほうは無視した。

「……来たよ！」

「ああ……」

　油断しているわけではなかった。ザナドの目の良いのも承知しているのだが、ジョクは、ここでの戦せん闘とうは、バーン機の撃げき墜ついにあると信じていた。そのためには、多少の危険を覚かく悟ごしても、まず彼と遭そう遇ぐうしなければならないのだ。

　しかし、現実には、ガラリアが出て、次いでザナドである。バーンとの遭遇が遅おくれていた。

　オーラマシーンの時代になったといっても、まだ、軍隊には騎き士しの存在を賞賛し、騎士精神にのっとった戦いに憧あこがれる気風が強い。

　バーン機とジョク機が、アの国とミの国のシンボルであるのだ。両りよう雄ゆうが激げき突とつして、ジョクがバーン機を葬ほうむることができれば、ドレイク艦隊に決定的な動どう揺ようをあたえることができるのである。

　あの強力無比に見えた艦隊の半分が、コンタヌスの山間に十数条の煙けむりを吐はくだけの存在になっているのだから、艦隊の戦意はかなり喪そう失しつしていよう。その上で、バーン機が撃墜されて、ジョクのカットグラが勝利するのをみれば、ドレイク艦隊はまちがいなく撤てつ退たいする。

　だからこそ、ジョクは、敵のオーラバトラー全機が出てくる前に、バーン機と決着をつけたかった。

　バブーン！

　細いが狙ねらいの正確なフレイ・ボンムが、数条、ジョク機をかすめる。

「おうっ！」

「声を出すな！　気が散る！」

　ジョクは、カットグラの機体をひねり、落下させた。その素す早ばやい動きは、ガベットゲンガーには負けていない。




「…………!?」

　若い騎士ザナドは息を吞のんだ。上じよう昇しよう速度は限界をいっていた。それに対たい抗こうするように落下するカットグラから狙われたとき、ザナド機の回かい避ひ運動は必然的に遅おそくなった。

「聖戦士かっ！」

　そう思ったときには、カットグラの機体のディテールが、はっきりと見える距きよ離りにいた。

　ザナドは、母艦ゼミガルが被ひ弾だんした怒りだけで発進をした自分の気の焦あせりが、マイナスに働いたと自覚した。が、防ぼう御ぎよのつもりで発射したフレイ・ボンムが、かえってジョクに狙いをつけやすくさせたということまでは、想像できない。

「……うおっ!?」

　ザナド・ボジョンは、生れてはじめてフレイ・ボンムの攻こう撃げきを機体にうけて、動どう揺ようした。

　パッと目の前が白くなり、気がついたときには、森そのものが視界一いつ杯ぱいに迫せまっていた。魔ま法ほうにかけられたような気がした。

「どこをやられたっ!?」

　楯たてでフレイ・ボンムを防ぼう御ぎよすることを忘れて、脚あしに直ちよく撃げきを許したらしかった、と直撃のときの感かん触しよくを思い出す。

「チッ……」

　戦せん闘とう力は減殺されていないと信じたかったが、機体の震しん動どうはとまらない。ガベットゲンガーの巨きよ大だいな羽根をひろげて滑かつ空くう態勢にはいり、やっと機体の震動をとめた。敵のオーラバトラー部隊が展開していれば、狙そ撃げきされていたはずである。

　ザナドは、実戦ではまだまだ素人しろうとにちかく、すでにふたつの重大なミスを犯していた。そうであれば、見上げる視界に、オーラバトラーの影かげがひとつもない局面に追い込まれていると気づく。

「……俺おれは……！」

　はじめてザナドは、自分が言われるほど有能でもなければ実力もないと思い知った。




　離り艦かんしたバーンがジョク機を見つけることができたのは、この一いつ瞬しゆんの交戦のフレイ・ボンムの輝かがやきを見たからである。

「……バカ奴めっ！」

　バーンは、ザナドがガベットゲンガーの強力な推力だけを頼たよりに上じよう昇しようして、撃退されたのがわかった。

「ジョクだ！」

　無線にガラリアの声が飛び込んできた。言わずもがなのことであるが、ガラリアの気持ちもバーンにはよくわかった。

『……そうだよ。だから、ここで叩たたいてしまわねばならんのだ』

　バーンは、ガラリアがジョクとつながっていないとは思えないから、彼らが一いつ緒しよになる前に、ジョク機を撃げき滅めつしなければならないと決する。

「…………!?」

　バーンは、ザナドが前に出てくれたおかげで、ジョク機の高度が下ったのを利して、斜ななめ上から一気に接近をかけた。カットグラの力をあなどってなどいない。おなじ失敗をくりかえすのは、本当の無能者である。

「見参！　ジョクっ！」

　フレイ・ボンムを仕し掛かけた。そして、手しゆ榴りゆう弾だんを目くらましにして距きよ離りをつめて、とどめのフレイ・ボンムをブチ込む。それでも駄だ目めなら、剣けんをつかってコックピットを突つき通すつもりだ。

　数回のフレイ・ボンムをうけたカットグラの楯が、目の前に迫った。

「…………!?」

　バーンは、ガベットゲンガーの剣けんをアタッチメントから外すや、カットグラの楯たてを払はらい除のけた。その時だった。

「…………!?」

　激しい〝気〟が後頭部を打ったように感じた。ガベットゲンガーの剣の動きがとまった。

「ジョクは、あたしがやる！」

　ガラリアだった。

「…………!?」

　バーン機の剣のしたに、ジョク機の剣とガラリア機の剣がはいった。そして、ガラリア機の剣が、ジョクのコックピットに捩ねじむけられようとした。

「ガラリアっ！」

「…………!?」

「ヒヤーッ！」

　三人の騎き士しとミ・フェラリオの悲鳴が共きよう振しんした。

　彼らの意思が三本の剣に融ゆう合ごうしたのだろう。刃は合わせした剣が、スパークするようにボウッと輝かがやきを発する。その光は閃せん光こうではなく、波のように律動して、三機のオーラバトラーをつつむ七色の光になった。

「……うおおっ……！」

　律動する光につつまれた三機のオーラバトラーは、機体を震しん動どうさせあい、なかにすわる騎士たちの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷをゆすり、彼らの体内にまで光を透とう過かさせていった。

　ボッボッ、ボボボンッ、ボッボッ！　ボボンッ……

　いくえにもなった丸い虹にじの律動は四方にひろがって、激しい呼吸をするかのようにドレイク艦かん隊たいを押おしつつみ、ニーたちの艦隊もつつんでいったが、その光は、船体を震ふるわせることはなかった。船体を透過する光は視認できるのだが、なんの感かん触しよくもないのだ。




「なんだ。この光は!?」

「オーラバトラーの接せつ触しよくがあったようです。その方向から！」

　ミィゼナーのパイロットが叫さけぶ。

「……確かかっ！」

　ニーの問いに、伝声管から、

「ヌースが、敵の二機と交戦したように見えました」

　ニーには、その報告を伝える伝声管も光を透過させて、そのシンプルな構造をレントゲン写真のように見えていた。

「こんな光、見たことがない……なんなんだ!?」

「影かげが、影がありません」

　無線機にしがみついていたメトー・ライランが身を反らして、全身を硬こう直ちよくさせている。

「ブリッジ、聞えますか！　この光、なんですか！」

　別の伝声管から、キーン・キッスの声が跳はね上ってくる。

「どういうことかっ!?」

「どういうことかって、オープン・デッキの壁かべから、光が透すけてくるんです！」

　キーンは、オープン・デッキでオーラバトラーの発進を指揮する位置についていた。三方が壁に囲まれたブロックなのである。

「オーラの光!?　オーラマシーンが、その力で輝かがやいている!?」

　甲かん板ぱんに降り立ったところで、リムル・ルフトは自分の身体からだをつつんでくれている光の波動に意味もなく感動していた。

「七色の光は、命の光であります！」

　キチニもマッタ、アイザスも、リムルが狂くるったなどとは思わない。その光を浴びれば、そうだろうと思えるからだ。




　真実などはどうでも良かった。今は、将兵を安心させることが先決だと考えたニーは、断定してみせる。

「オーラの光だ！……そうだ！　これはそう考えなければ解けない。機械が破は壊かいされるときの光ではない。爆ばく発はつの光でもない。オーラの光だ！　総員！　恐おそれるなっ！　この光は命の光だ。ただそれだけの光なんだ！」

「バイストン・ウェルを生成した力の源といわれているオーラの光、これだ、これがそれに違ちがいない……！」

　ニーの席の後ろに位置した士官エゼラー・ムラボーも、全身を痙けい攣れんさせていた。

「騎き士しエゼラー。しかし、しかしです。本当に、機械の在り様などとは関係がなく、生体に力をあたえる光なのでしょうか？」

　ニーは、将兵にむかって断言したにもかかわらず、エゼラーに聞き返さずにはいられない。

「そうとでも考えなければ、説明がつかんだろ。感じてみろ！　この光！　痛いか？　きついか？　そうではない。暖かい光だ。心を満たすなにかを持ってきてくれる光ではないか！」

　士官エゼラーは、軍人らしからぬ感動の声をあげた。

「確かに……敵の仕し掛かけた兵器が作り出すものではない……この光は暖かい……しかも、力がある。巨きよ大だいな力が……なんで起っているんだ……!?」




　ニーの疑問にたいする答えは、この光の中心にいる三機のオーラバトラーにあった。そこにあるものは、戦意と憎にくしみが交こう錯さくした感情の渦うずだった。

「ガラリアか！　バーンか！」

　ジョクは、瞬まばたきもできない瞳ひとみにしみこむ光のなかで、ふたりの意思の流れを見ていた。しかし、身体全体、機体全体は、上下左右に激しく震ふるえていた。

「裏切り者に、名前を呼ばれるいわれはないぞ！」

　バーンの声は、鉱石スピーカーからの声より明めい瞭りように聞えた。

「そういえるほど、貴様は、清せい廉れん潔白か！」

「人の在り様は、こんなものだ！」

「なら、裏切りなどと口にする必要もない。世界が震ふるえていることを見ようとしない男が！」

「その言葉をそのまま貴様にかえす！」

「人の情を踏ふみにじりながら、なにが聖戦士かっ！」

　ガラリアの絶ぜつ叫きようは、涙なみだで濡ぬれていた。

「聖戦士！　ジョクは聖戦士！」

「なんだと!?」

　三人の騎き士しのあいだに、チャム・ファウが割り込んでくる。

「あたしを救ってくれたんだよ！　ジョクがいなかったら、あたしは嵐あらしの壁かべで死んでいた！」

「輪りん廻ねの業を背負ったフェラリオのいうことか！」

「次に生き返るまで待っていたら、生きられない！」

「ジョク！　せめて、あたしの剣けんで死んでくれっ！」

「今は、駄だ目めだ！　死ぬわけにはいかないっ！」

「なぜだよ!?」

「オーラマシーンの存在、これを世界が許した理由を考えてみろ！　ドレイクとショットのやっていることは許せないのだ。これでは世界が壊かい滅めつする！」

「戯たわ言ごとをっ！　世界を拡大して、より巨きよ大だいに再生するのがオーラマシーンだ！　貴様の考えは地上人の妄もう想そうだよ」

「ちがう！　絶対にちがうんだ！　オーラマシーンは、世界の終末を予見するものだ！」

「問題をすりかえるな！　ジョク！　人の心を弄もてあそぶ者が、世界をいう資格はない！」

「感情で世界を見誤るな、ガラリア！」

　それらの言葉は、口から発されたわけではない。一堂に会した意識が、意思をぶつけあっているのだ。正に、オーラ力がその光の波動のなかで、人の孤こ立りつする意思を融ゆう合ごうして、彼等の表層意識を融ゆう和わさせようと図っているのだ。

　しかし、個々の肉体というバリアーをもって存在を許されている人間は、意思を融合しただけでは融合はできない。意思の力などには、物体を融合させる力ではないのが、現実なのだ。

　物性の存在そのものが、世界にとって不幸な現象なのかも知れなかった。

　しかし、世界は、己れの必要から、種々様々な物質を生み出したのである。

　その理由は、我々には計り知れないが、単一の融合体として存在することを嫌きらって、種々相、森しん羅ら万象を総合した豊かなものを手にいれたかったのだろう、と推測することはできる。それゆえ、無数の人、無数の物体、無数の現象を生み育ててきたのだ。その生みの苦しみが、終末の苦しみに転化してしまった……。それが、ジョクの推論だ。

「……いうなよ！　目の前の現象に捕とらわれる者たち！」

「貴様は、神かっ！」

　バーンの意思が表出した言葉は、コモン界の人々にはない概がい念ねんである。コモン人の信しん仰こうはアニミズムにちかく、固有の神をいただくという概がい念ねんは稀き薄はくである。そのコモン人バーン・バニングスの口から発せられた〝神〟……。

「そうだ。今は、神にでもなってみせる！　世界を見ろ！　ふたりともっ！」

「なによっ、ジョク！　なにを言っているの!?　モアイに怒おこられるよぉ！　そんなことを言うと！」

「でなければ、バイストン・ウェルも、バイストン・ウェルを生んだ地上世界も消えちまうんだよ！」

　ジョクは、全身の細さい胞ぼうを震ふるわせて、絶ぜつ叫きようした。

「……ジョク!?」

　ガラリアは、ジョクにたいして恨うらみと憎にくしみを抱いだいていた自分の心に、一いつ瞬しゆん、ジョクの悲しみが針のように滑すべりこんだのを感じる。

「……なんだと？　わたしに、世界を見ろというのか！」

「バーンこそ、ドレイク以上の王になれる男だろう。ならば、より大きな立場に立って、世界を導かなければならないんだよ！　そのためには、世界を見るんだ!!」

　その意思の流れは、ジョクのものではないように聞えた。バイストン・ウェルを司つかさどる者の声、とでもいおうか……。

　四方に拡大していた光が、数十秒の後に滞たい空くうしている三機のオーラバトラーに凝ぎよう集しゆうして、バフッと光の音が聞えたように思えた。そして、光は、天と地をつらぬく一本の柱になった。

　オーラ・ロードへの道！　光の柱が地上からはなれて天に吸い込まれ、そして、消えた。




「……天に昇のぼった……」

　その光景は、戦場にいた者たち、すべてといってよいほどの者に目もく撃げきされた。

「いません！　いなくなりました！　三機です。確かに、ジョク機とほかの二機のオーラバトラーがいなくなっています」

「撃げき墜ついされた形けい跡せきはないのか！　調べろ！　いや、オーラバトラーは、艦かん隊たい護衛の隊形を崩くずすな！」

　ニー・ギブンは、艦隊をどう指揮したら良いのかわからない。それは、ドレイク艦隊の将兵たちや騎き士したちにとってもおなじだった。

「……なにが起ったのだ……なにが……敵艦の位置の確認、バーンとガラリア機の所在を確認させよ！」

　ゼイエガからも、何度かおなじ命令が発信された。

　その頃ころ、三機のオーラバトラーは、オーラ・ロードの宇宙をはしって、地上への道ヘリープした。

　ジョクとガラリアが、そして、バーンがチャム・ファウが、次に見るのは、地上世界の街、東京……。

　城じよう毅たけしの生れ故郷である。
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